




ごあいさつ                               
 
 本校は、平成 26 年度に文部科学省「地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ：Center 
of Community）」に採択されました。COC 事業の大半が大学等で採択される中、

本校は高専で単独採択された２校の一つとなりました。本校の事業では、青森の

リソース（海・山の幸、太陽光・風力などの自然エネルギー、人財など）のコン

ピテンシィ（能力や適格性）を育成することを目的としております。また、平成

27 年度には弘前大学を主幹とする COC+事業「オール青森で取り組む地域人財

育成・定着事業」の八戸ブロック代表校として採択され、このプログラムと連携

して事業を進めて参りました。 
5 年間の COC プログラム実施期間中、 

（１）教育：①より一層の地域志向を組み込んだカリキュラム改正、②グローバ

ル人材育成のための英語教育、③地域産業ニーズに対応したカリキュラムの導

入 
（２）研究：①地域ニーズ受け入れ体制の強化、②卒業研究・自主探究における

地域志向テーマの推進、③地域課題の学内周知と早期解決に向けた支援 
（３）社会貢献：①公開講座と出前授業の充実と活性化、②図書館における専門

図書の充実と一般開放、③グローバルな街づくり支援、等の取組を重点的に実施

して、大きな成果をあげてきました。 
特に、八戸高専の教育・研究成果を青森県内に広く周知する「まちなか文化祭」

（青森市、弘前市、八戸市開催）や「クリスマスレクチャーin 八戸高専」などを

開催してきました。また、本校独自の教育プログラムである、「自主探究」の成

果を地域に発信して、学生の起業や地域振興に繋がるアイデアを提案してきま

した。 
これら本 COC 事業の成果を基にして、これからも青森県、八戸市ならびに関

連団体と連携協力しながら事業を継続的に推進し、地域課題の解決、地域志向性

の高い人材育成など、地域のニーズに即した取組を実施してゆきたいと存じま

す。今後とも皆様からのご支援・ご協力を賜りますように、お願い申し上げます。 
 
 
 

 

 

 
平成 31 年 2 月 
校長 圓山 重直 
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ス
」 

 公
開

ㅮ
ᗙ

「
第

஧
✀

㟁
Ẽ

ᕤ
事

ኈ
ᢏ

⬟
ヨ

㦂
事

前
ㅮ

⩦
会

」
 

 公
開

ㅮ
ᗙ

「
ジ
䝳
䝙
ア
ᰂ

㐨
ク
リ

䝙
ッ
ク
」
 

䠔
月

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
月

8
日

 

 
 

㟷
᳃
┴
に
お
䛡
る
建
築
産
業
の
ά
ᛶ

化
䛸
人
材
育
成
の
䛯
䜑
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

「
ア
オ
モ
リ
ア
ー

キ
テ
ク
ト
ナ
イ
ト
」
実
施

 

 
 

8
月

27
日

 

 
 

 
 

 
 

⮬
୺
᥈

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト

研
究
ᐊ

に
お

䛡
る
地

域
の
䝉
䝯
ン
ト
・コ

ン
ク
リ
ー

ト
産

業
の
実

ែ
」 

 
 

 
 

 
 

8
月

3
日

 

8
月

6
日

 

  8
月

10
日

 

 8
月

22
日

 

「
⎔

ቃ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研

究
会

」 

出
前

授
業

「
㌟

㏆
な
Ỉ

の
䛔
䛝
も

の
「
Ỉ

の
ୡ

⏺
䜢
ぢ

て
䜏

よ

䛖
䟿
」
 

出
前

授
業

「
✵

Ẽ
◙

䜢
作

䛳
て

㐟
䜌
䛖
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
ロ
䜿
ッ
ト
䛿
な
䛬

㣕

䜆
か
～

P
E
T
䝪
ト
ル
ロ
䜿
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
～

」 

䠕
月

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

9
/
22

 

～
1
0
/１

 

 
 

「
八
戸
高
専
䛸
テ
䝬
䝉
ク
ポ
リ
テ
ク
䝙
ク

䛸
の
䛄
出
Ồ
䛅
䜢
通
䛨
䛯
学
生
国
際
交

流
事
業
」
実
施

 

 
 

9
月

8
日

 

 9
/
14

䚸
1
8 

 9
月

16
日

 

 
 

⮬
୺

᥈
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ỉ

の
ở

ᰁ
䛸

Ỉ
㉁

ㄪ
ᰝ

」
 

⮬
୺
᥈

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ᶍ

ᆺ
㣕

⾜
ᶵ

デ
䝄
イ
ン
」
 

⮬
୺

᥈
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ỉ

の
ở

ᰁ
䛸

Ỉ
㉁

ㄪ
ᰝ

」
 

9
月

5
日

 

 9
月

5
日

 

 9
月

10
日

 

 9
月

26
日

 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
䝯
䜹

n
o
䝽
ー

ル
䝗

体
㦂

ሿ
 
䠞
コ
ー

ス
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
䝤
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
」
 

出
前

授
業

「
㢼

ຊ
Ⓨ

㟁
䜢
体

㦂

䛧
て
䜏
よ
䛖
」
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
建

築
ᶍ

ᆺ
」 



－ 9－

１
０
月

 

 

1
0
月

6
日

 

1
0
月

20
日

 

 1
0
月

31
日

 

 
 

 
 

 
 

Ｃ
Ｏ
Ｃ
ᢸ

ᙜ
⪅

ᡴ
ྜ

䛫
 

第
３
回

ィ
⏬

立
᱌

㒊
会

䠄
L
A

N

会
議

䠅
 

「
大

学
C

O
C
事

業
 
஑

ᕞ
Ἀ

⦖
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  
IN

 
佐

㈡
」

参
加

 

 
 

 
 

 
 

1
0
月

5
日

 

 
 

1
0
月

31
日

 

  

௻
業
ぢ
学
会
䠄
三
沢
䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン

グ
ᰴ
ᘧ
会
社
䠅
 

「
秋
田
┴
に
お
䛡
る
建
築
ᮌ
材
産
業
の

⌧
≧
䜢
学
䜆
研
修
会
」
実
施

 

 
 

1
0
月

1
日

 

  1
0
/1

4䚸
20

 

1
0
月

22
日
～

 

 1
0
月

27
日

 

 
 

⮬
୺

᥈
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト

研
究

ᐊ
に
お

䛡
る
地

域
の
䝉
䝯
ン
ト
・コ

ン
ク
リ
ー

ト
産

業
の
実

ែ
」 

「
八

戸
高

専
ዪ

Ꮚ
学

生
キ
ャ
リ
ア
ሿ
」 

専
ᨷ

⛉
䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン
グ
デ

䝄
イ
ン

⛉
┠

䠄
ᚋ

༙
䠅 

地
域
௻

業
䛸
㐃

ᦠ
䛧
䛯
⤌

䜏
㎸

䜏
ロ

䝪
ッ
ト
授

業
に
お

䛡
る
ᕤ

作
ᢏ

⾡
向

ୖ

の
実
㊶

 

1
0
月

3
日

 

  1
0
月

3
日

 

1
0
月

3
日

 

 1
0
月

10
日

 

1
0
月

17
日

 

 1
0
月

24
日

 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
T

ri
p 

to
 t

h
e 

G
al

ax
y:

A
d
ve

n
tu

re
 i
n 

E
n
gl

is
h
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
㜵

⅏
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
ジ
䝳
䝙
ア
ロ
䝪
ッ
ト

教
ᐊ

」
 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
↓

⥺
L
A

N
䛳

て
䠛

」 

出
前

授
業

「
䜖
䜜
䜢
⛉

学
䛩

る
」
 

１
１
月

 
1
1
月

24
日

 

1
1
月

29
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
議

ጤ
員

会
 

「
⚄

戸
市

┳
ㆤ

大
学

C
O

C
事

業
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
参

加
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
1
月

12
日

 

1
1
月

13
日

 

1
1
月

19
日

 

 1
1
月

20
日

 

1
1
月

30
日

 

ᨺ
課
ᚋ
建
築
ሿ

 
第
１
ㅮ

 

ᕤ
ሙ
ぢ
学
䠄
北
日
ᮏ
㐀
船
ᰴ
ᘧ
会
社
䠅
 

施
タ
ぢ
学
䠄
市
内
㏆
㑹
⚄
社
➼
䛆
地
域

㈨
※
䛸
文
化
䛇
䠅 

ᨺ
課
ᚋ
建
築
ሿ

 
第
２
ㅮ

 

ᕤ
ሙ
ぢ
学
䠄
䠦䠴

日
㖔
日
▼
䜶
ル
䜶
䝚

ジ
ー
・
サ
ー
䝡
ス
ᰴ
ᘧ
会
社
䠅 

1
1
月

4
～

6
日

 

1
1
月

19
日

 

 1
1
月

28
日

 

 １
１
月

 

「
⮬

୺
᥈

究
学

⩦
ポ
ス
タ
ー

Ⓨ
⾲

会
」 

「
地

域
㈨

※
䛸
文

化
」
に
お

䛡
る
地

域

㈨
※
Ⓨ

᥀
ㄪ

ᰝ
 

「
㟷

᳃
┴

の
建

築
㈨

※
䜢
ά

⏝
䛧
䛯
建

築
研
修

」
 

「
ప
⇞

費
建

築
に
㛵

䛩
る
も
の
づ

く
り

䜹
リ
キ
䝳
ラ
ム
」 

1
1
月

7
日

 

1
1
月

14
日

 

1
1
月

25
日

 

「
化

学
の
学

校
」 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

出
前

授
業

「
国

際
化

᫬
௦

の
┳

ㆤ
䠄
་

⒪
䠅
䛸
ᕤ

学
の
㐃

ᦠ
に
䛴

䛔
て
」
 

１
２
月

 

 

1
2
月

10
日

 

 1
2
月
～

 

 
 

 
 

 
 

第
䠐
回

ィ
⏬

立
᱌

㒊
会

䠄
L
A

N

会
議

䠅
 

䠳
䡁
䠾
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
稼
動

 

 
 

 
 

 
 

1
2
月

4
日

 

1
2
月

11
日

 

 
 

ᨺ
課
ᚋ
建
築
ሿ

 
第
３
ㅮ

 

ᨺ
課
ᚋ
建
築
ሿ

 
第
䠐
ㅮ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
2
月

12
日

 

1
2
月

12
日

 

1
2
月

13
日

 

 1
2
月

19
日

 

  1
2
月

24
日

 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
R
E
A

D
 t

o
 A

C
T

!!
」 

「
ま
ち
な
か
䛷
⛉

学
䛧
よ
䛖
䟿

」 

「
第

２
回

八
戸

高
専

ま
ち
な
か
文

化
祭

」
 

出
前

授
業

「
３

D
パ
䝈
ル
䜢
⤌
䜏

立
て
な
䛜
䜙
イ
䜼
リ
ス
䜢
知

䜝
䛖
」

䠄
᰿

ᇛ
公

Ẹ
㤋

䠅 

「
୰

学
校

⌮
⛉

教
員

研
修

」 

１
月

 
1
月

13
日

 
第

䠑
回

ィ
⏬

立
᱌

㒊
会

䠄
L
A

N

会
議

䠅
 

1
月

15
日

 
ᨺ
課
ᚋ
建
築
ሿ

 
第
䠑
ㅮ

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
月

 

 

2
月

5
日

 

2
月

11
日

 

   2
月

24
日

 

第
1
回

Ｃ
Ｏ
Ｃ
評

౯
ጤ

員
会

 

大
ศ

┴
立

┳
ㆤ

⛉
学

大
学

・
日

ᮏ
文

⌮
大

学
「
C

O
C
成

果
Ⓨ

⾲
会

䠃
ྜ

ྠ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

参
加

 

ᖹ
成

2
6
ᖺ

ᗘ
㢠

の
☜

定
ㄪ

ᰝ
 

2
月

8
日

 

 
 

2
月

9
日

 

௻
業
ぢ
学
会
䠄
東
北
建
ᶵ
ᕤ
業
ᰴ
ᘧ

会
社
䠅
 

௻
業
ぢ
学
会
䠄
八
戸
〇
㘐
ᰴ
ᘧ
会
社
䠅
 

2
月

3
日

 

 
 

 
 

専
ᨷ
⛉

䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン
グ
デ

䝄
イ
ン

成
果
報

告
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 



－ 10 －

28
 

 
 

H
2
8 

全
体

 
研
究

 
教

育
 

社
会

貢
献

 

䠐
月

 

 

4
月

12
日

 

4
月
～
䠑
月

 

第
１
回

ィ
⏬

立
᱌

㒊
会

開
催

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン
䜿
ー
ト
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
月

13
日

 

 
 

第
１
回
教

育
ᨵ

㠉
䠳
䠣
開

催
 

 
 

4
月

19
日

 

 
 

第
１
回

社
会

貢
献

䠳
䠣

 

 
 

䠑
月

 

 

5
月

 

 
 

 
 

 
 

事
業

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
 

 
 

 
 

 
 

5
月

10
日

 

5
月

9
日

 

5
月

16
日

 

 5
月

 

第
１
回
研
究
᥎
㐍
䠳
䠣

 

ᕤ
ሙ
ぢ
学
䠄
八
戸
〇
㘐
ᰴ
ᘧ
会
社
䠅 

䠤
2
8
ᖺ
ᗘ
地
域
課
題
解
決
ᆺ
研
究

開
Ⓨ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定

 

研
究
シ
ー
䝈
ᢕ
ᥱ
の
䛯
䜑
の
教
員
㠃

ㄯ
実
施
䠄
7
月
ᮎ
ま
䛷
䠅 

5
月

18
日

 

5
月

25
日

 

5
月
～

 

≉
ู
ㅮ

⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

１
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

２
回

 

専
ᨷ
⛉
䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン
グ
デ

䝄
イ

ン
䊠
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

䠒
月

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
月

1
日

 

 
 

6
月

5
日

 

䠤
2
7
ᖺ
ᗘ
地
域
課
題
解
決
ᆺ
研
究

開
Ⓨ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
成
果
報
告
会
」 

施
タ
ぢ
学
䠄
八
戸
市
内
䚸
㝵
ୖ
⏫
内

䛆
地
域
㈨
※
䛸
文
化
䛇䠅

 

6
月

1
日

 

6
月

5
日

 

 6
月

8
日

 

6
月

15
日

 

6
月

22
日

 

6
月

29
日

 

6
月

29
日

 

≉
ู
ㅮ

⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

３
回

 

「
地
域

㈨
※

䛸
文

化
」
に
お

䛡
る

 

地
域
㈨

※
Ⓨ

᥀
ㄪ

ᰝ
 

≉
ู
ㅮ

⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

䠐
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠑
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠒
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠓
回

 

㟷
᳃
地
域

に
お

䛡
る
建

タ
ศ

㔝
の

 

タ
ィ
デ

䝄
イ
ン
ㅮ

⩏
 

6
月

5
日

 

 6
月

11
日

 

6
月

11
日

 

 6
月

19
日

 

6
月

25
日

 

 
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
３

D
パ
䝈
ル
䜢
⤌

䜏
立

て
な
䛜
䜙
イ
䜼
リ
ス
䜢
知
䜝
䛖
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
建

築
ᶍ

ᆺ
」 

社
会

貢
献

事
業

 

「
化

学
の
ᴦ

䛧
䛥
䜢
ᒆ

䛡
ま
䛩

」 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

出
前

授
業

「
䝨

ッ
ト
䝪
ト
ル
ロ
䜿
ッ
ト

䜢
作

䛳
て
㐟

䜌
䛖
䟿

」 

䠓
月

 

 

7
月

 

 
 

 
 

 
 

 
 

ᖹ
成

2
8
ᖺ

ᗘ
評

౯
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
月

4
日

 

 7
月

20
日

 

  7
月

22
日

 

 
 

施
タ
ぢ
学
䠄
୐
戸
⏫
内
䚸
༑
࿴
田
市

内
䛆
地
域
㈨
※
䛸
文
化
䛇䠅

 

施
タ
ぢ
学
䠄
八
戸
⎔
≧
⥺
㐨
㊰
ᨵ
Ⰻ

事
業
䚸
஬
戸
川
地
㟈
・
高
₻
ᑐ
⟇
事

業
䚸
八
戸
‴
ὠ
Ἴ
高
₻
ᑐ
⟇
事
業
䠅 

௻
業
向
䛡
ア
ン
䜿
ー
ト
実
施
䠄
～
䠔
月

ᮎ
䠅
 

 
 

7
月

4
日

 

 7
月

6
日

 

7
月

13
日

 

7
月

20
日

 

7
月

20
日

 

「
地
域

㈨
※

䛸
文

化
」
に
お

䛡
る

 

地
域
㈨

※
Ⓨ

᥀
ㄪ

ᰝ
 

≉
ู
ㅮ

⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

䠔
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠕
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第
１
０
回

 

地
域
志

向
ᆺ

の
建

タ
業

⏺
人

材
育

成
 

7
月

10
日

 

  䠓
月

1
6
,1

7
,1

9
,2

0
日

 

 7
/
25
～

27
 

 
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
䝯
䜹

n
o
䝽
ー

ル
䝗
体

㦂
ሿ

A
コ
ー

ス
」 

 公
開

ㅮ
ᗙ

「
第

஧
✀

㟁
Ẽ

ᕤ
事

ኈ

ᢏ
⬟

ヨ
㦂

事
前

ㅮ
⩦

会
」
 

 公
開

ㅮ
ᗙ

 

「
ジ
䝳
䝙
ア
ᰂ

㐨
ク
リ
䝙
ッ
ク

 
」 

 
 

䠔
月

 

 

8
月

8
日

 

 
 

 
 

 
 

ᅬ
田

学
ᅬ

ዪ
Ꮚ

大
学

「
C

B
L
研

究
会

」
出

ᖍ
 

 
 

 
 

 
 

 
8
月

8
日

 

 
 

施
タ
ぢ
学
䠄
弘
前
市
内
䛆
ዪ
Ꮚ
学
生
キ

ャ
リ
ア
ሿ
䛇
䠅

 
 

8
月

8
日

 

8
月

24
日

 

 
 

 
 

ዪ
Ꮚ
学

生
キ
ャ
リ
ア
ሿ

 

第
２
回
教

育
ᨵ

㠉
䠳
䠣

 

 
 

 
 

8
月

6
日

 

8
月

8䚸
9
日

 

8
月

9
日

 

 8
月

20
日

 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
Ỉ

の
⎔

ቃ
ㄪ

ᰝ
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
化

学
の
学

校
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
L
E
D
䛷
学

䜆
㟁

Ẽ
の

ୡ
⏺

」
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
ロ
䜿
ッ
ト
䛿
な
䛬

㣕
䜆

か
」 



－ 11 －

䠕
月

 
9
月

28
日

 
ᖹ

成
2
8
ᖺ

ᗘ
評

౯
 
㠃

᥋
評

౯
 

9
月

16
日

 

 9
月

28
日

 

௻
業
ぢ
学
䠄
八
戸
㖔
山
ᰴ
ᘧ
会
社
䛆⮬

୺
᥈
究
䛇
䠅 

施
タ
ぢ
学
䠄
弘
前
市
内
䛆
観
光
䛸
文

化
䛇
䠅 

9
月

28
日

 
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

り
䜢
通

䛧
䛯

 

英
語
学

⩦
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

9
月

10
日

 
公

開
ㅮ

ᗙ
「
䝤
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」 

１
０
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
0
月

11
日

 

 1
0
月

12
日

 

 1
0
月

15
日

 

  1
0
月

19
日

 

 

௻
業
ぢ
学
䠄
八
戸
䝉
䝯
ン
ト
ᰴ
ᘧ
会
社

䛆
⮬
୺
᥈
究
䛇
䠅 

௻
業
ぢ
学
䠄
䠦䠝

䠩
䠯
䠰
䠡
Ｃ
䜐
䛴
研
究

所
䛆
ዪ
Ꮚ
学
生
キ
ャ
リ
ア
ሿ
䛇
䠅 

施
タ
ぢ
学
䠄
✀
ᕪ
ᾏ
ᓊ
イ
ン
フ
ォ
䝯
ー

シ
ョ
ン
䝉
ン
タ
ー
䚸
大
⺬
䚸
✀
ᕪ
ᾏ
ᓊ
䚸

ⴺ
ẟ
ᓮ
䚸
ⷚ
島
䛆
北
・
東
北
学
䛇
䠅 

௻
業
ぢ
学
䠄
日
ᮏ
ཎ
⇞
ᰴ
ᘧ
会
社

 

ᇙ
タ
事
業
所
䛆
⮬
୺
᥈
究
䛇
䠅 

1
0
月

12
日

 

1
0
月

15
日

 

1
0
月
～

 

1
0
月
～

 

ዪ
Ꮚ
学

生
キ
ャ
リ
ア
ሿ

 

北
・
東

北
学

䝉
䝭
ナ
ー

 

創
成
⣔

⛉
┠

 

専
ᨷ
⛉

䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン
グ
デ

䝄
イ

ン
⛉
┠

䊡
 

1
0
月

1
日

 

1
0
月

15
日

 

 1
0
月

16
日

 

 
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
㜵

⅏
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
䝯
䜹

n
o
䝽
ー

ル
䝗
体

㦂
ሿ

B
コ
ー

ス
」 

出
前

授
業

「
Ⲕ

ᒃ
ⰼ

市
」
出

展
 

 
 

1
1
月

 
1
1
月

16
日

 

 1
1
月

23
日

 

 1
1
/2

3
～

2
7 

  

ᖹ
成

2
6
.2

7
ᖺ

ᗘ
 

䡞成
果

報
告

᭩
䡟Ⓨ

⾜
 

評
議

員
会

 

 高
専

W
ee

k
開

催
 

「
C

O
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
 

「
⮬

୺
᥈

究
ポ
ス
タ
ー

展
♧

」 

「
ま
ち
な
か
文

化
祭
」 

1
1
月

14
日

 

 1
1
月

18
日

 

௻
業
ぢ
学
䠄
ᰴ
ᘧ
会
社
サ
サ
キ
コ
ー

ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
䠅 

ᕤ
ሙ
ぢ
学
䠄
高
࿘
Ἴ
㗪
㐀
ᰴ
ᘧ
会
社
䠅
 

1
1
/8

～
11

 

 1
1
月

23
日

 

 
 

⮬
୺
᥈
究

学
⩦

ポ
ス
タ
ー

Ⓨ
⾲

会
 

 専
ᨷ
⛉
䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン
グ
デ

䝄
イ

ン
成
果

報
告

会
 

 
 

1
1
月

12
日

 
公

開
ㅮ

ᗙ
 

「
ジ
䝳
䝙
ア
ロ
䝪
ッ
ト
教

ᐊ
」
 

１
２
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
2
月

14
日

 

 
 

 
 

北
・
東

北
学

 
እ

㒊
ㅮ

ᖌ
に
よ
る
ㅮ

⩏
䠄
䠡
䠅 

 
 

 
 

1
2
月

10
日

 

1
2
月

10
日

 

1
2
月

13
日

 

出
前

授
業

「
⣒

䛷
あ
䛭
䜌
䛖
」 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

出
前

授
業

「
国

際
化

᫬
௦

の
┳

ㆤ

䠄
་

⒪
䠅
䛸
ᕤ

学
の
㐃

ᦠ
に
䛴

䛔
て
」 

１
月

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
月

18
日

 

 1
月

18
日

 

北
・
東

北
学

 
እ

㒊
ㅮ

ᖌ
に
よ
る
ㅮ

⩏
䠄
䠩

䠅 

北
・
東
北

学
 
እ

㒊
ㅮ

ᖌ
に
よ
る
ㅮ

⩏
䠄
Ｃ
䠅 

 
 

２
月

 

 

2
月

1
日

 

2
月

11
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
２
回

Ｃ
Ｏ
Ｃ
評

౯
ጤ

員
会

 

ᅬ
田

学
ᅬ

ዪ
Ꮚ

大
学

 
「
䛴

な

䛜
り
䢈
䢛䢗
䡸
䢚䡦
䡴
䢀

2
0
16

Ⓨ
⾲

会
」

参
加

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
月

7
日

 

2
月

16
日

 

 2
月

 

 2
月

 

  2
月

 

 
 

ዪ
Ꮚ
学

生
キ
ャ
リ
ア
ሿ

実
施

䠄
ண

定
䠅 

北
・
東

北
学

 
እ

㒊
ㅮ

ᖌ
に
よ
る
ㅮ

⩏
䠄
䠶
䠅 

八
戸
・
北

東
北

学
の
䛯
䜑
の
文

献
・

㈨
ᩱ
཰

㞟
䚸
㈨

ᩱ
作

成
 

⤌
䜏
㎸

䜏
ロ
䝪
ッ
ト
授

業
に
お

䛡
る

 

地
域
௻
業

䛸
㐃

ᦠ
䛧
䛯
も
の
づ

く
り
ᢏ

⾡
交
流

 

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

り
䜢
通

䛧
䛯

 

英
語
学

⩦
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

 
2
月

2
5
日

 

 
 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

 
 

３
月

 

 

３
月

 

 
 

広
島

商
船

高
➼

専
㛛

学
校

 

「
成

果
報

告
会

」
出

ᖍ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



－ 12 －

29
 

 
 

H
2
9 

全
体

 
研
究

 
教

育
 

社
会

貢
献

 

䠐
月

 

 

4
月

4
日

 

4
月

13
日

 

4
月
～

5
月

 

ィ
⏬

立
᱌

ᐊ
ᖺ

ᗘ
ᡴ

ྜ
䛫

 

第
１
回

ィ
⏬

立
᱌

㒊
会

開
催

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン
䜿
ー
ト
実

施
 

4
月

20
日

 

 
 

䠤
2
9
ᖺ
ᗘ
地
域
課
題
解
決
ᆺ
研
究
開

Ⓨ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
決
定

 

 
 

4
月
～

 

4
月

25
日

 

 
 

専
ᨷ
⛉
䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン
グ
デ

䝄
イ
ン
䊠

 

第
１
回
教

育
ᨵ

㠉
䠳
䠣

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

䠑
月

 
5
月

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

H
2
9
事

業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
月

19
日

 

 5
月

31
日

 

ᕤ
ሙ
ぢ
学
䠄
ఫ
཭
化
学
ᰴ
ᘧ
会
社
三

沢
ᕤ
ሙ
䠅
 

䠤
2
8
ᖺ
ᗘ
地
域
課
題
解
決
ᆺ
研
究
開

Ⓨ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
成
果
報
告
会
」
開
催

 

5
月

10
日

 

5
月

17
日

 

5
月

20
日

 

5
月

24
日

 

5
月

24
日

 

≉
ู
ㅮ

⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

１
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

２
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

３
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠐
回

 

㟷
᳃
地
域

に
お

䛡
る
建

タ
ศ

㔝
の
タ

ィ

デ
䝄
イ
ン
ㅮ

⩏
 

 
 

 
 

䠒
月

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
月

4
日

 

 
 

施
タ
ぢ
学
䠄
八
戸
市
内
䚸
三
戸
㒆
内

䛆
地
域
㈨
※
䛸
文
化
䛇䠅

 

 
 

6
月

2
日

 

6
月

4
日

 

 6
月

7
日

 

6
月

14
日

 

6
月

21
日

 

6
月

28
日

 

6
月

28
日

 

 
 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠑
回

 

「
地
域

㈨
※

䛸
文

化
」
に
お

䛡
る
地

域
㈨

※
Ⓨ
᥀
ㄪ

ᰝ
 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠒
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠓
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠔
回

 

≉
ู
ㅮ
⩏

田
㠃

ᮌ
ሿ

 
第

䠕
回

 

㟷
᳃
地
域

に
お

䛡
る
建

タ
ศ

㔝
の
タ

ィ

デ
䝄
イ
ン
ㅮ

⩏
 

6
月

11
日

 

6
月

17
日

 

 
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
ま
ち
づ

く
り
ㅮ

₇
」 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

 
 

䠓
月

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
月

14
日

 

 
 

7
月

16
日

 

ᕤ
ሙ
ぢ
学
䠄
北
日
ᮏ
㐀
船
ᰴ
ᘧ
会
社

 

㇏
Ὢ
ᕤ
ሙ
䠅
 

施
タ
ぢ
学
䠄
༑
࿴
田
市
内
䚸
୐
戸
⏫

内
䛆
地
域
㈨
※
䛸
文
化
䛇䠅

 

7
月

5
日

 

7
月

16
日

 

 
 

 
 

≉
ู
ㅮ

⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第
１
０
回

 

「
地
域
㈨

※
䛸
文

化
」
に
お

䛡
る
地

域
㈨

※
Ⓨ
᥀

ㄪ
ᰝ

 

 
 

 
 

7
月

9
日

 

 7
月

13
日

 

7
月

22
日

 

 7
月

23
日

 

 
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
䝯
䜹

n
o
䝽
ー

ル
䝗
体

㦂
ሿ

A
コ
ー

ス
」 

出
前

授
業

「
䝤
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

出
前

授
業

「
ኟ

ఇ
䜏

䟿
䜟
く
䜟
く
サ

イ
䜶
ン
ス
実

㦂
教

ᐊ
」 

出
前

授
業

「
⛉

学
䛳
て
お

も
䛧
䜝

䛔
䟿

䜟
く
䜟
く
サ
イ
䜶
ン
ス
実

㦂
教

ᐊ
」
 

䠔
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
月

8
日

 

 8
月

8
日

 

施
タ
ぢ
学
䠄
弘
前
市
内
䛆
ዪ
Ꮚ
学
生
キ

ャ
リ
ア
ሿ

䛇
䠅 

௻
業
ぢ
学
䠄
地
᪉
⊂
立
⾜
ᨻ
ἲ
人
㟷

᳃
┴
産
業
ᢏ
⾡
䝉
ン
タ
ー
䛆
ዪ
Ꮚ
学
生

キ
ャ
リ
ア
ሿ

䛇䠅
 

8
月
～

 

8
月

8
日

 

 
 

専
ᨷ
⛉
䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン
グ
デ

䝄
イ
ン
䊡

 

ዪ
Ꮚ
学
生

キ
ャ
リ
ア
ሿ

 

 
 

8
月

5
日

 

8
/
7
～

8 

8
月

19
日

 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
Ỉ

の
⎔

ቃ
ㄪ

ᰝ
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
化

学
の
学

校
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
ロ
䜿
ッ
ト
䛿
な
䛬

㣕
䜆

か
」 



－ 13 －

䠕
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

9
月

2
日

 

9
月

23
日

 

 9
月

23
日

 

 9
月

23
日

 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
䝤
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」 

出
前

授
業

「
田

㠃
ᮌ

小
学

校
バ
䝄

ー
出

展
」
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
ジ
䝳
䝙
ア
ロ
䝪
ッ
ト
教

ᐊ
」
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
建

築
ᶍ

ᆺ
」 

 
 

１
０
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
0
月

11
日

 
施
タ
ぢ
学
䠄
༑
࿴
田
市
内
䚸
㟷
᳃
市

内
䛆
㟷
᳃
┴
内
建
築
ぢ
学
䝒
ア
ー
䛇
䠅 

1
0
月

11
日

 

 
 

 
 

 
 

㟷
᳃
┴

内
建

築
ぢ

学
䝒
ア
ー

 

 
 

 
 

 
 

1
0
月

7
日

 

 1
0
月

14
日

 

 
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
䝯
䜹

n
o
䝽
ー

ル
䝗
体

㦂
ሿ

B
コ
ー

ス
」 

出
前

授
業

「
八

戸
小

学
校

バ
䝄
ー

」

出
展

 

1
1
月

 
1
1
月

16
日

 

 
 

評
議

員
会

開
催

 

 
 

1
1
月

20
日

 
ᕤ
ሙ
ぢ
学
䠄
三
⳻
〇
⣬
ᰴ
ᘧ
会
社

 

八
戸
ᕤ
ሙ
䠅
 

1
1
/7

～
10

 

1
1
月

20
日

 

「
⮬
୺
᥈

究
学

⩦
ポ
ス
タ
ー

Ⓨ
⾲

会
」 

北
東
北

学
䠄
第

３
学

ᖺ
ᑐ

㇟
䠅
Ｃ
３
お
よ
䜃

䠶
３
≉

ά
 

1
1
月

6
日

 

 1
1
月

20
日

 

出
前

授
業

「
㉮

る
䢉
䢛䡬
䢆
䢛䡬
䡲
䡬
の
〇

作
ཬ

䜃
㉮

⾜
㊥

㞳
➇

ᢏ
大

会
」
 

出
前

授
業

「
ᫍ

✵
学

⩦
会

」 

１
２
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1
2
月

14
日

 

 1
2
月

15
日

 

1
2
月

22
日

 

 1
2
月

22
日

 

 
 

専
ᨷ
⛉

䜶
ン
ジ
䝙
ア
リ
ン
グ
デ

䝄
イ
ン
成

果
報
告
会

 

北
東
北
学

䠄
第

３
学

ᖺ
ᑐ

㇟
䠅
䠡
３
≉
ά

 

「
も
の
づ
く
り
ᇶ

♏
」
に
お

䛡
る
北

東
北

学

䠄
第
１
学
ᖺ

ᑐ
㇟

䠅M
コ
ー

ス
O

B
 

「
も
の
づ

く
り
ᇶ

♏
」
に
お

䛡
る
北

東
北

学

䠄
第
１
学

ᖺ
ᑐ

㇟
䠅
C
コ
ー

ス
O

G
 

1
2
月

2
日

 

 1
2
月

9
日

 

 1
2
月

9
日

 

1
2
月

16
日

 

1
2
月

25
日

 

出
前

授
業

「
䜟
く
䜟
く
ぶ

Ꮚ
学

⩦
会

～
䛿
䛨
䜑
て
の
⛉

学
体

㦂
～

」
 

出
前

授
業

「
⣒

䜢
౑

䛳
て
䝏
ャ
ッ
ト
䛧

よ
䛖
䟿
」
 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

「
第

䠐
回

ま
ち
な
か
文

化
祭

」 

「
ク
リ
ス
䝬
ス
レ
ク
䝏
ャ
ー

」 

１
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
月

12
日

 

 1
月

12
日

 

 1
月

12
日

 

1
月

15
日

 

「
も
の
づ

く
り
ᇶ

♏
」
に
お

䛡
る
北

東
北

学

䠄
第
１
学

ᖺ
ᑐ

㇟
䠅E

コ
ー

ス
O

B
 

「
も
の
づ

く
り
ᇶ

♏
」
に
お

䛡
る
北

東
北

学

䠄
第
１
学

ᖺ
ᑐ

㇟
䠅
Z
コ
ー
ス

O
G

 

北
東
北
学

䠄
第

３
学

ᖺ
ᑐ

㇟
䠅
䠩
３
≉
ά

 

北
東
北
学

䠄
第

３
学

ᖺ
ᑐ

㇟
䠅
Ｃ
３
お
よ
䜃

䠶
３
≉

ά
 

 
 

 
 

２
月

 

 

2
月

2
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
3
回

Ｃ
Ｏ
Ｃ
評

౯
ጤ

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
月

23
日

 

 
 

௻
業
ぢ
学
䠄
ア
ン
デ
ス
㟁
Ẽ
ᰴ
ᘧ
会
社

 

八
戸
ᮏ
社
䠅
 

 
 

2
月

7
日

 

2
月

16
日

 

 2
月

23
日

 

 2
月

22
日

 

 2
月

22
日

 

 2
月

27
日

 

ᨺ
課
ᚋ

建
築

ሿ
 

㟷
᳃
地

域
に
お

䛡
る
建

タ
ศ

㔝
の
タ

ィ

デ
䝄
イ
ン

 

㟷
᳃
地

域
に
お

䛡
る
建

タ
ศ

㔝
の
タ

ィ

デ
䝄
イ
ン

 

⤌
䜏
㎸

䜏
ロ
䝪
ッ
ト
授

業
に
お

䛡
る
地

域

௻
業
䛸
㐃

ᦠ
䛧
䛯
も
の
づ

く
り
ᢏ

⾡
交

流
 

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

り
䜢
通

䛧
䛯

 

英
語
学

⩦
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

ዪ
Ꮚ
学

生
キ
ャ
リ
ア
ሿ

 

2
月

3
日

 

 2
月

8
日

 

 
 

出
前

授
業

 

「
ロ
䝪
コ
ン
体

㦂
コ
ー

ナ
ー

」
 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

 
 

３
月

 
 

 
 

 
3
月

12
日
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タ
ぢ
学
䠄
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日
ᮏ
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㏿
㐨
㊰
ᰴ
ᘧ
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ᕤ
事
⌧
ሙ
䠅 

3
月

8
日

 
北
東
北
学

䝉
䝭
ナ
ー
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H
3
0 

全
体

 
研
究

 
教

育
 

社
会

貢
献

 

䠐
月

 

 
 

4
月

4
日

 

4
月

13
日

 

4
月
～

5
月

 

ィ
⏬

立
᱌

ᐊ
ᖺ

ᗘ
ᡴ

ྜ
䛫

 

第
１
回

ィ
⏬

立
᱌

㒊
会

開
催

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン
䜿
ー
ト
実
施

 

 
 

 
 

 
 

4
月

6
日

 

4
月

12
日

 

 
 

第
１
回
教
育

ᨵ
㠉

䠳
䠣
開

催
 

第
２
回
教
育

ᨵ
㠉

䠳
䠣
開

催
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

䠑
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
月

25
日

 

 5
月

31
日

 

ᕤ
ሙ
ぢ
学
䠄
䜶
プ
䝋
ン
ア
ト
䝭
ッ
ク
ス
ᰴ

ᘧ
会
社
䠅
 

䠤
2
9
ᖺ
ᗘ
地
域
課
題
解
決
ᆺ
研
究
開

Ⓨ
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
成
果
報
告
会

 

5
月

8
日

 

5
月

9
日

 

5
月

16
日

 

5
月

21
日

 

5
月

23
日

 

5
月

30
日

 

第
３
回
教
育

ᨵ
㠉

䠳
䠣
開

催
 

≉
ู
ㅮ
⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

１
回

開
催

 

≉
ู
ㅮ
⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

２
回

開
催

 

第
䠐
回
教
育

ᨵ
㠉

䠳
䠣
開

催
 

≉
ู
ㅮ
⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

３
回

開
催

 

第
䠑
回
教
育

ᨵ
㠉

䠳
䠣
開

催
 

5
月

29
日

 

5
月

30
日

 

出
前

授
業

「
留

学
生

䛸
㐟

䜌
䛖
」 

出
前

授
業

「
㢼

ຊ
Ⓨ

㟁
䜢
体

㦂
䛧
よ

䛖
」
 

䠒
月

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
月

3
日

 
施
タ
ぢ
学
䠄
八
戸
市
䚸
㝵
ୖ
⏫
䚸
八
戸

市
༡
㒓
䛆
地
域
㈨
※
䛸
文
化
䛇䠅

 

6
月

3
日

 

 6
月

6
日

 

6
月

13
日

 

6
月
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日
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日

 

「
地
域
㈨
※
䛸
文

化
」
に
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䛡
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域
㈨
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Ⓨ
᥀
ㄪ
ᰝ
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≉
ู
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⩏
田

㠃
ᮌ
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≉
ู
ㅮ
⩏
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ᮌ
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回

開
催

 

≉
ู
ㅮ
⩏
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ᮌ

ሿ
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䠒
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催
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⩏
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ሿ
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催
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⩏
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ዪ
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ᕤ
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7
月

13
日

 

 7
月

22
日

 

 
 

ᕤ
業
ぢ
学
䠄
北
日
ᮏ
㐀
船
ᰴ
ᘧ
会
社

 

㇏
Ὢ
ᕤ
ሙ

) 

施
タ
ぢ
学
䠄
༑
࿴
田
市
䚸
୐
戸
⏫
䛆地

域
㈨
※
䛸
文
化
䛇
䠅 

 
 

7
月

11
日

 

7
月

18
日

 

7
月

22
日

 

 7
月

25
日

 

≉
ู
ㅮ
⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

䠔
回

開
催

 

≉
ู
ㅮ
⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

䠕
回

開
催

 

「
地
域
㈨
※
䛸
文

化
」
に
お

䛡
る
地

域
㈨

※
Ⓨ
᥀
ㄪ
ᰝ

」
実

施
 

≉
ู
ㅮ
⩏
田

㠃
ᮌ

ሿ
 
第

１
０
回

開
催

 

7
月

6
日

 

7
月

11
日

 

7
月

12
日

 

7
月

13
日

 

7
月

13
日

 

 7
月

14
日

 

7
月

14
日

 

7
月

17
日

 

7
月

18
日

 

7
月

19
日

 

7
月

21
日

 

 7
月

28
日

 

出
前

授
業

「
䝤
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

出
前

授
業

「
䝤
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

出
前

授
業

「
䝤
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

出
前

授
業

「
䝤
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

出
前

授
業

「
ᫍ

✵
に
䛴

䛔
て
学

䜌

䛖
」
 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
建

築
ᶍ

ᆺ
」 

ま
ち
な
か
文

化
祭

in
ὠ

㍍
䠄
弘

前
䠅 

出
前

授
業

「
䝤
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

出
前

授
業

「
䝤
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

出
前

授
業

「
䝤
ッ
ク
ト
ー

ク
」 

公
開

ㅮ
ᗙ

「
䝯
䜹

n
o
䝽
ー

ル
䝗
体

㦂
ሿ

A
コ
ー

ス
」 

出
前

授
業

「
䝎
ン
䝪
ー

ル
䛷
✵

Ẽ

◙
䜢
作

䜝
䛖
」
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Ⅱ.実施報告 

１．全体の取り組み 

1.1．学校改革の実現に向けた取組み 

 本事業においては、①地域志向性の高い講義の充実、②異分野連携と地域ニーズへの対応、

③教育･研究･地域貢献の役割の明確化と連携強化、④地域ニーズの的確な把握と対応、という 4

項目を目的として、下記の活動内容に記す学科再編を始めとする 4 つの学校改革を行う。 

 その実現にあたって、地域の有識者を含む運営委員会を設置して地域の意見を反映し、本事業

の取組を充実・発展させる。本事業を評価する委員会を整備して、目標達成度や成果・効果などを

評価し、本校の教育改革とガバナンス改革を推進することができる。 

 ＣＯＣに関する計画立案委員会、計画立案室、教育・研究・社会貢献・情報発信の各ＷＧを発足

し、教職員に対してもＦＤにより本事業の意義や内容について周知徹底を図る。また、フォーラム等

の開催により地域へのＰＲを行い、本校の地域志向性の学内外での周知を図り、本事業の実施基

盤を確立する。また、評価委員会を開催し、各年度事業に対する評価結果を次年度の事業実施

計画に反映させる。 

 

1.2．活動内容 

 本校の教育組織およびカリキュラム改革として、 

１）平成 27 年度学科再編に伴うカリキュラム改正 

２）分野別研究クラスター「系」の再組織化 

３）本校 4 センターの再編 

４）双方向性 Web プラットフォームの構築 

を行うことで、全学的に地域志向性を高め、地域貢献事業の活発かつ円滑な展開の実現を目指

す。この実施に向けて、平成 26 年度～平成 30 年度の 5 年間において、各項目に対して次の取り

組みを行った。 

 

1.2.1 平成 27 年度学科再編に伴うカリキュラム改正 

 平成 27 年度から、地域ニーズに対応して、平成 26 年度までの 4 学科制から<図 1-1>に示すよ

うな 1 学科 4 コース制に学科再編を行った。 
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 Ⅱ.実施報告 

 

 学科再編においては、地域にከ䛟の事業ᡤのある㔠ᒓ分野からのせᮃを反映して、䝬䝔リ䜰䝹・

バ䜲䜸ᕤ学コースの㔠ᒓ系カリキュラムの充実と関連教員の㞠⏝を実現している。また、ᘓ設⎔ቃ

ᕤ学科を⎔ቃ㒔ᕷ・ᘓ築䝕䝄䜲ンコースにኚ᭦し、ඵᡞ地域からษᮃさ䜜ているᘓ築系ᤵ業内容

の充実と平成 2㻥・30 年度には関連教員 2 ྡの㞠⏝を実現している。 

 学科再編とྠ᫬に、本科については平成 26 年度までの๓ᚋᮇの 2 学ᮇ制をᗫṆし、平成 27 年

度から᫓学ᮇ・ኟ学ᮇ・⛅学ᮇ・෤学ᮇによって構成さ䜜る本校⊂⮬の 4 学ᮇ制をᑟධした。⛅学

ᮇには、⮬୺的な活動を⮬⏤に行うことで✚ᴟ的に⮬ら学䜆ຊを育成するᗙ学講義のないᮇ間を

設けた䠄平成 27～2㻥 年度）。このᮇ間は、学⏕は、⮬ら䝔ー䝬を設ᐃしㄢ㢟ゎỴまで行う「⮬୺᥈

究」を実施し、学⏕のከ䛟が地域や᪥ᖖの㌟㏆な␲ၥのゎỴにᣮむことができる。⮬୺᥈究の୰

で地域ㄢ㢟のゎỴを実施することもྍ⬟になる。また、全学的な 㻼㻰㻯㻭 䝃䜲ク䝹の୍⎔で、平成 30

年度からは、4 学ᮇ制の改ၿが行䜟䜜、᫓・ኟ学ᮇにも「⮬୺᥈究 㼐㼍㼥」の㏣ຍによってㄢ㢟発見

プ䝻セスや᥈究計画の充実が図ら䜜、⮬୺᥈究を実施する⛅学ᮇにも学⩦⩦័の⥅⥆や基♏学

ຊのᐃ╔を目指した୍㒊のᤵ業が行䜟䜜るようになった。なお、4 学ᮇ制や⮬୺᥈究のᑟධにつ

いては、本校で平成 26 年度に᥇ᢥさ䜜た 㻯㻻㻯 事業⏦ㄳ᭩には含ま䜜ていないが、学科再編と

ྠ᫬に開始した᪂たな教育改革の取組みとなっている。 

 

 

<図 1-1> 平成 26 年௨๓の学科構成と平成 27 年度௨㝆の学科構成 
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<図 1-2> 平成 30 年௨㝆のඵᡞ高ᑓの 4 学ᮇ制のᴫせ 

 

 ᪂カリキュラムにおける地域志向科目の学⏕への周知については、学⩦・教育฿達目標との整

ྜ性をとるための㆟ㄽを行い、平成 26 年度においては、䛄「学⩦・教育฿達目標」と行動基‽䛅の

㻯-2䠄地域社会への貢献）にヱᙜする科目୍ぴをస成し、学⏕に明示することにより周知を図った。

学⩦・教育฿達目標と⼥ྜさせた地域志向科目の䝅ラバスへの明記は平成 2㻤 年度䝅ラバスでの

実現が図ら䜜た。さらに、平成 2㻥 年度から「学⩦・教育฿達目標」にຍ䛘、୕つの䝫リ䝅ー䠄䝕䜱プ

䝻䝬・䝫リ䝅ー䠄㻰㻼）、カリキュラム・䝫リ䝅ー䠄㻯㻼）、䜰䝗䝭ッ䝅䝵ン・䝫リ䝅ー䠄㻭㻼））が学⏕に周知さ䜜、

地域ㄢ㢟への関ᚰをᣢ䛱、そのゎỴに貢献しようとする方㔪が明記さ䜜た。≉に平成 30 年度に改

正さ䜜た本科の 㻯㻼5 には「地域のㄢ㢟に関ᚰを῝めるため、地域志向科目を設ける。また地域の

ㄢ㢟を䝔ー䝬とする⮬୺᥈究や༞業研究をዡບする。」と、また、ᑓᨷ科の 㻯㻼4 には「地域のㄢ㢟

に関ᚰを῝めるために䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン、学外研ಟなどの科目を設け、ᒚಟをዡບする。」

と明確に地域志向に対するᚲせ性が記㍕さ䜜ている。 

 

1.2.2 分野別研究クラスター「系」の再組織化 

 本校では、学ၥ体系で構成さ䜜る学科䠄平成 26 年௨๓、平成 27 年௨㝆はコース）に対し、学科

ᶓ᩿ᆺㄢ㢟に対応する全学科ᶓ᩿教員組織として分野別研究クラスター「系」が設ᐃさ䜜ていた。

現ᅾは「✵間構㐀䝕䝄䜲ン」、「䝻䝪䝔䜱クス」、「ᶵ⬟๰成ᮦᩱ」、「䜶䝛䝹䜼ー」、「ナ䝜䝔ク䝜䝻䝆

ー」、「⎔ቃ・バ䜲䜸䝔ク䝜䝻䝆ー」、「ᩘ⌮情報」、「⏘業教育」の全 㻤 系である。་⒪・⚟♴分野や

3㻰 ຍᕤᢏ⾡など社会的なせồが設置᫬とኚ化してきているため、現ᅾの地域ニーズへの対応ྍ

⬟な系に再組織化の実現に向けて、平成 26 年度からඵᡞᕷ、㟷᳃┴の⏘業とᨻ⟇について、㟷

᳃┴⏘業ᢏ⾡センターඵᡞ地域研究ᡤを㏻した情報཰㞟や地域௻業向け䜰ン䜿ートの分ᯒによ

って、᪂たな系のᯟ組みのᥦ案に向けた᳨ウを行ってきた。また、平成 2㻥 年度からつ๎改正によ

り系のྡ⛠ኚ᭦がྍ⬟になるようにしてきた。平成 30 年度のẁ㝵で、系のྡ⛠ኚ᭦までは⮳って

いないが、᪤Ꮡの「系」のなかでこ䜜まで᳨ウしてきた地域のニーズに対応していき、４年次科目の

カリキュラム編成に対応した᪂しい系のᙧを⟇ᐃすることができた。平成 30 年度から、平成 27 年
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からのカリキュラム進行によって、4 年次において「⏘業教育」を㝖いた 7 系がᢸᙜする地域志向科

目として䝕䝄䜲ンさ䜜たᑓ㛛ඹ㏻科目を実施するに⮳っている。 

 

1.2.3 本校 4 センターの再編 

 教育、研究、社会貢献そ䜜䛮䜜における本校の業ົ୺体の明確化と業ົ内容の整⌮を目的に、

本校の有する 4 センター䠄地域䝔ク䝜センター、地域ᩥ化研究センター、⥲ྜ情報センター、教育

研究ᨭ᥼センター）の再編を᳨ウしてきた。こ䜜までの 4 センターの業ົ内容の整⌮を行う୰で、

平成 2㻤 年度には、本校のᅜ㝿஺ὶ事業をᢸう୰ᚰ組織として、本校とᾏ外の教育研究ᶵ関との

学⾡஺ὶ・ᩥ化஺ὶをಁ進し、教職員と学⏕の教育研究の充実・発展を図るために「ᅜ㝿஺ὶセ

ンター」を᪂設した。平成 2㻥 年度には、学内ඹྠ教育研究ཬび地域とのᢏ⾡஺ὶを行うための施

設として設置さ䜜ている現Ꮡの「地域䝔ク䝜センター」を研究活動ཬび地域貢献活動の活性化を行

うための施設となるようにつ๎を改ᐃした。さらに、平成 30 年度には、学⏕に対してᑗ᮶の䝡䝆䝵ン

の実現に向けた進学・ᑵ職をど野にධ䜜た教育の推進と学⏕のᨭ᥼を目的に「キ䝱リ䜰教育・ᨭ

᥼センター」を᪂設した。平成 30 年度に 6 センターとなったことで業ົ୺体が明確化さ䜜、ᚲせな

業ົ内容に応䛨て、センターでのಶ別対応がྍ⬟になった。 

 

1.2.4 双方向性 Web プラットフォームの構築 

 地域ニーズを㋃ま䛘た地域志向性の高い教育内容の実現に向けて、地域ニーズの的確な把握

と対応および、地域௻業の本校へのᢏ⾡┦ㄯ等⏦㎸の⡆౽化を目的とした、学内䝅ーズの発信と

௻業からのㄢ㢟やせᮃのཷධ䜜をྍ⬟とするＷ䡁䠾ୖの双方向᳨⣴䝅ス䝔ム䠄Web プラットフォー

ム）の構築を行った。平成 26 年度にはコンセプトと䝕䝄䜲ンの༠㆟や関連㒊⨫との情報ඹ有を行

い、平成 27 年度にはヨ運㌿の開始、そして、平成 2㻤 年度から本᱁運⏝を開始した。Web プラット

フォームの構築と運⏝によって、地域に向けた研究䝅ーズやฟ๓ᤵ業・බ開講ᗙの情報発信、地

域ニーズの情報཰㞟がྍ⬟になった。 

 

1.3 活動内容の情報発信 

 本事業を地域社会に䛤⌮ゎ、䛤༠ຊをいた䛰䛟ために、ᵝ䚻なᡭẁによって情報発信を行ってき

た。事業開始ᙜึは、⮬἞体୺催の䜲䝧ントのなかでㄝ明のሙを設けていた䛰き、㻼㻾 活動を行っ

てきた。また、本校䝩ーム䝨ー䝆に本事業の䝨ー䝆を組みධ䜜、本事業䜲䝧ントの 㻼㻾 と実施報告

を⥅⥆して行ってきた。さらに、ඵᡞᕷのබ的ス䝨ースに本事業に䝏ラ䝅等を置かせていた䛰䛟こ

とによって、本事業を地域社会に対して 㻼㻾 できた。 

 本事業の地域へ周知を目的として、平成 27 年 2 ᭶ 11 ᪥には、「地䠄知）のᣐⅬ整備事業キック

䜸フ・フォーラム」を開催した。１䠌䠌ேの会ሙ཰容ேᩘに対し、ཧຍ者 㻤5 ྡ䠄内୍⯡ᕷẸ⣙ 40 ྡ）

と䜋䜌‶ᖍであり、地域の関ᚰとᮇᚅの高さがఛ䜟䜜た。䠄62 㡫ཧ↷） 

 本事業のㄢ㢟の明確化を目的とした୰間成果報告の఩置௜けとして、平成 2㻤 年 11 ᭶ 23 ᪥に

は、「ඵᡞ高ᑓ 㻯㻻㻯 フォーラム・地域活性化と高ᑓの役割」を実施した。フォーラムから始まる連⥆

5 ᪥間を高ᑓ Wee㼗 と⛠し、フォーラムにຍ䛘、䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン成果報告会、ま䛱なかᩥ

化⚍、⮬୺᥈究䝫スターඃ⚽సရの⾤୰展示を実施した。䠄64㻘66 㡫ཧ↷） 

 本事業の䠑年間を㏻した取り組みおよびその成果を地域へ向けて報告するために、平成 31 年 2

᭶ 26 ᪥には、「㻯㻻㻯 フォーラム～᭱⤊成果報告会～」を開催した。䠄6㻤 㡫ཧ↷）
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２．教育事業 

2.1 育成するேᮦീ 
� ᮏᰯ࡛ࠕࠊࡣከゅⓗど㔝ࢆᣢࠊࡘࡘࡕ実㦂࣭ ᐃᢏ⾡ᩘࠊ⌮ⓗᡭἲཬࡧ᝟報ฎ⌮ᢏ⾡ࢆᇶ

࠸ᙉ࡟ࡾࡃ࡙࣒ࢸࢫࢩࡸࡾࡃ࡙ࡢࡶࠊࡓࡗᣢࢆᇶᮏⓗ⣲㣴ࡢᑓ㛛ᢏ⾡ศ㔝ࡿࡍ࡜ᚓពࠊ࡟┙

実㊶ⓗ࡞ᢏ⾡⪅ࠖࡢ⫱ᡂࠊ࡟≉ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᏛ⩦࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࠕࠊࡣ࡟ࡘ୍ࡢᆅᇦ♫఍

ࢀࡑࠊࡕᣢࢆ㛵ᚰ࡟ၥ㢟ࡢቃ⎔ࠊ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡿ࠶㔜Ⅼㄢ㢟࡛ࡢ໭ᮾ໭ࠕࠊࡆᥖࢆࠖ⫣㈉ࡢ࡬

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗㅻ࡜ࠖࡿࡅࡘ࡟㌟ࢆጼໃࡢ㐍ྲྀࠊࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ᴟⓗ✚࡟ㄢ㢟ࡢࡽ
� 実࡜ᗙᏛࠊࡳ㎸ࡳ⤌࡟⫱ᮏᰯᩍࢆᆅᇦㄢ㢟ࡢࡘ㸲ࡓࡋᮏ஦ᴗ࡛タᐃࠊ࡜ࡶࡢᩍ⫱᪉㔪ࡢࡇ

㦂࣭実⩦࣭₇⩦ࠊᏛእ◊ಟࠊᾏእ␃Ꮫࢆ実施ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍᢏ⾡⪅࡚ࡋ࡜ᚲせࠕ࡞ᑓ㛛▱

㆑ά⏝ຊ ఍ㄢ㢟⌮ゎຊ♫ࠕࠖ Ⓨⓗ⾜ືຊ⮬ࠕࠖ  ࠋࡿࡍᡂ⫱ࢆேᮦࡓࡗᣢࢆᅜ㝿ⓗど㔝ࠖࠕࠖ

 

<図 2> 地域志向カリキュラムのὶ䜜 

 
2.2 実施内容 

本事業の教育分野における達成目標は、 

１）より୍ᒙの地域志向を組み㎸䜣䛰カリキュラム改正 

２）地域⏘業ニーズに対応したカリキュラムのᑟධ 

３）䜾䝻ーバ䝹ேᮦ育成のためのⱥㄒ教育 

により、地域ㄢ㢟に関ᚰ・⌮ゎをᣢ䛱、ᑗ᮶、地域に貢献できる「ᑓ㛛知識活⏝ຊ」「社会ㄢ㢟

⌮ゎຊ」「⮬発的行動ຊ」「ᅜ㝿的ど野」をᣢったேᮦの育成である。この実現に向けて、平成２䠒

～３䠌年度は次の取り組みを行った。 

� �
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࠙ᖹᡂ㸰㸴ᖺᗘࠚ�

䠄１） 学科再編により᪂し䛟ᑟධさ䜜るᘓ築系カリキュラムの地域志向性の充実を目的として、㟷

᳃┴ᘯ๓ᕷにおけるᘓ築ᐙ・๓⏣ᅧ⏨のᘓ築㑇⏘という地域㈨※を活⏝した研ಟを実施

した。୍⯡ཧຍ者をຍ䛘たඵᡞ高ᑓ学⏕・教職員のྜ計 2㻥 ྡがཧຍした。 

 

䠄２） ᑓᨷ科 1 年⏕対㇟の䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン科目においては、全学⏕ᚲಟ科目である䜶

ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン䊠は、ඵᡞᕷ立ᕷẸ⑓㝔、ඵᡞᕷ⨾⾡㤋、䝬リ䜶ントỈ⏘科学㤋、

᪥本ཎᏊຊ研究開発ᶵ構㟷᳃研究開発センターといった各地域ᶵ関よりὴ㐵さ䜜た講ᖌ

による講₇が行䜟䜜た。Ｐ䠞䠨ᤵ業により地域ㄢ㢟ゎỴを行う㑅ᢥ科目の䜶ン䝆ニ䜰リン䜾

䝕䝄䜲ンⅡは平成２䠓年度に開講᫬ᮇをኚ᭦して実施さ䜜た。 

本事業において教員と地域との教育に関するᶫΏしを行う地域教育コー䝕䜱䝛ータの㑅

ᐃが行䜟䜜、㞠⏝さ䜜た。 

 

䠄３） 高ᑓ・地域・ᾏ外連携校の༠ാによる地域に貢献できる䜾䝻ーバ䝹ேᮦ育成プ䝻䜾ラムの

୍⎔として、ඵᡞᕷがᥖ䛢る䝔ー䝬「㒔ᕷの䜲䝯ー䝆䛵䛟りと情報発信ຊの強化」に基䛵き、

本校の␃学⏕と᪥本ே学⏕が༠ാし、地ඖ௻業等の༠ຊをᚓてほග㈨※ㄪᰝを実施し

た。ㄪᰝ結果に基䛵いてప学年のᤵ業においてከゝㄒによるほග䝟ンフ䝺ットがస成さ䜜

た。 

 

䠄４） 異ᩥ化⌮ゎを目的としたᅜ㝿஺ὶ活動では、平成２䠒年度は本校からᾏ外に行䛟学⏕は

ቑຍしすでに目標್に達している。 

ⱥㄒ教育コー䝕䜱䝛ータは平成 27 年 2 ᭶に㞠⏝さ䜜、本事業における学⏕の地域志向

の高いⱥㄒ教育に関୚することができている。 

�

࠙ᖹᡂ㸰㸵ᖺᗘࠚ�

䠄１） 平成２䠓年度は、１学科４コース制と４学ᮇ制のᑟධ、さらに⮬୺᥈究活動を実施した。学

科再編による効果として、ᘓ築系コースの᪂設により、⎔ቃ㒔ᕷ・ᘓ築䝕䝄䜲ンコースの学

ຊධヨಸ⋡が平成２䠒年度１．䠔ಸから平成２䠓年度３．１ಸにᛴቑし、地域ニーズに༶した

改組の効果が⾲䜜ている。⮬୺᥈究活動においては、地域㈨※を⣲ᮦとした䝔ー䝬に取

り組䜣䛰のは、1～3 年⏕の全学⏕の 4 割⛬度であった。௒ᚋは、ప学年から開講ணᐃの

地域志向科目や地域௻業見学会などにより、地域の現≧を⌮ゎした学⏕が、⮬発的に地

域ㄢ㢟を発見し取り組むことを計画している。 

 

䠄２） ᑓᨷ科⏕対㇟の䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン科目では、ᑓᨷ科⏕ 1㻘2 年全員が学外講ᖌに

よる地域ㄢ㢟に関する講義を⫈講し、⣙༙ᩘがＰ䠞䠨ᤵ業によるㄢ㢟ゎỴに取り組䜣䛰。

௒ᅇ、ඵᡞᕷ立ᕷẸ⑓㝔、ඵᡞᕷ⨾⾡㤋、䝬リ䜶ントỈ⏘科学㤋、᪥本ཎᏊຊ研究開発

ᶵ構㟷᳃研究開発センター、地域⏫内会䠄⏣㠃ᮌ⏫内会）、地域䠪ＰＯἲே䠄༡㒊達者ᮧ）

といったከᵝな外㒊ᶵ関の༠ຊをいた䛰いた。報告会ᚋは、次年度௨㝆のㄢ㢟について

」ᩘの地域௻業からᨭ᥼の⏦しฟがあり、地域௻業の本校教育への༠ຊが強ᅛになるも
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のとᮇᚅしている。 

 

䠄３） 地域志向科目のᰕの୍つであるඵᡞ・໭ᮾ໭学は、地域をᩥ化・⤒῭・⏘業・⏕活・キ䝱リ

䜰といったᵝ䚻などⅬから学⩦する科目⩌として、現ᅾ、実施内容のヲ⣽な᳨ウを行って

いる。䠑学年全学科㑅ᢥ「≉別講義」においては、୺に地域キ䝱リ䜰教育のほⅬから地域で

活㌍するキー䝟ー䝋ンや本校༞業⏕１䠌ྡ䠄１䠌ᅇ）による講義䠄㏻⛠䇾⏣㠃ᮌሿ䇿）を実施し

た。 

 

䠄４） 平成２䠓年度からは、ඵᡞ高ᑓ教員Ｏ䠞で高度ᢏ⾡฼⏝研究会䠄⏘学ᐁ連携により地域ㄢ

㢟ゎỴを図る地域௻業・研究者を䝯ンバーとした研究会）会㛗が地域教育コー䝕䜱䝛ータと

なり、地域ᨭ᥼のための地域と学内との連携にດめており、講義内容に反映させている。 

 

䠄䠑） 䜾䝻ーバ䝹ேᮦ育成プ䝻䜾ラムとしては、౛䛘䜀、ᾏ外学⏕とともにඵᡞの㣗の㨩ຊを発

見する「ฟỒの科学を㏻䛨たᅜ㝿஺ὶ」が展開さ䜜３䠔ྡの学⏕がཧຍし、ᾏ外と᪥本のẚ

㍑により地域のⰋさを知ることができた。また、ඵᡞに関するⱥㄒリーフ䝺ットのస成等が行

䜟䜜た。 

 

䛆平成２䠔年度䛇 

䠄１）� ４学ᮇ制ᑟධによる᪂カリキュラムにおける地域志向科目の改ၿが行䜟䜜、⮬୺᥈究活動

や䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ンなどの⥅⥆した教育にຍ䛘、３学年対㇟の講₇会や୍⯡ᕷẸ

ཧຍᆺのセ䝭ナーが開催さ䜜た。 

 

䠄２）� ⮬୺᥈究科目の成果は、本校で開催さ䜜た䝫スター発⾲会において 1 年から 3 年まで全

員の成果が報告さ䜜、高ᑓ Wee㼗 においては、䝫スター発⾲会におけるඃ⚽సရがま䛱

なかに展示さ䜜た。さらに、ＣＯＣ䠇事業「䜲䝜䝧ー䝅䝵ン・䝧ン䝏䝱ー・䜰䜲䝕䜰コン䝔スト」

にฟ展し、䜾ランプリ㈹を⋓ᚓした。 

 

䠄３）� 䜾䝻ーバ䝹ேᮦ育成を目的として、ᑓᨷ科⏕≉別研究発⾲会では全学⏕、本科༞業研究

発⾲会では進学ணᐃ者全員がⱥㄒでプ䝺䝊ンを行った。 

 

䠄４）� 各学科 2 ྡ௨ୖの教員によるᤵ業ᑟධ㒊の 5 分間を、ⱥㄒで講義を行う取組みが行䜟䜜

た。この実㊶を含めた教職員の䜾䝻ーバ䝹教育ຊ向ୖのために、教員 6 ྡが䜰リ䝌ナ኱学

によって行䜟䜜たⱥㄒを౑ってᤵ業をするための研ಟにཧຍした。 

䠄䠑）� ᑓᨷ科⏕対㇟の䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン科目では、ᑓᨷ科⏕ 1㻘2 年全員が学外講ᖌに

よる地域ㄢ㢟に関する講義を⫈講し、⣙༙ᩘがＰ䠞䠨ᤵ業によるㄢ㢟ゎỴに取り組䜣䛰。

௒ᅇ、ඵᡞᕷ立ᕷẸ⑓㝔、ඵᡞᕷ⨾⾡㤋、䝬リ䜶ントỈ⏘科学㤋、᪥本ཎᏊຊ研究開発

ᶵ構㟷᳃研究開発センター、地域⏫内会䠄⏣㠃ᮌ⏫内会）、地域䠪ＰＯἲே䠄༡㒊達者ᮧ）

といったከᵝな外㒊ᶵ関の༠ຊをいた䛰いた。報告会ᚋは、次年度௨㝆のㄢ㢟について

」ᩘの地域௻業からᨭ᥼の⏦しฟがあり、地域௻業の本校教育への༠ຊが強ᅛになるも
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のとᮇᚅしている。 

䠄䠒）� 地域志向科目のᰕの୍つであるඵᡞ・໭ᮾ໭学は、地域をᩥ化・⤒῭・⏘業・⏕活・キ䝱リ

䜰といったᵝ䚻などⅬから学⩦する科目⩌として、現ᅾ、実施内容のヲ⣽な᳨ウを行って

いる。䠑学年㑅ᢥ「≉別講義」における地域のキー䝟ー䝋ンや本校༞業⏕による講義䠄⏣

㠃ᮌሿ）の䜋か、４学ᮇ制にともなって開講さ䜜た発展学⩦ᮇ間の全学年全学科㻔コース㻕

㑅ᢥᤵ業「社会科⥲ྜⅡ」ではᤵ業プ䝻䜾ラム全体を㏻してඵᡞ・໭ᮾ໭地域における㟈

⅏᚟⯆と地域䛵䛟りを䝔ー䝬とした。またこの୰で᚟⯆事業として現ᅾ整備が進めら䜜てい

るみ䛱の䛟₻㢼ト䝺䜲䝹ඵᡞ༊間の୍㒊の現地㋃ᰝ䠄フ䜱ー䝹䝗䝽ーク）を実施した。 

 

䛆平成２䠕年度䛇 

䠄１）� ඵᡞ・໭ᮾ໭学は、2020 年度のカリキュラム改正を見ᤣ䛘てさま䛦まなᑟධ方ἲの᳨ウを

㔜䛽ている。地域キ䝱リ䜰教育の୍⎔としての䠑学年㑅ᢥ「≉別講義」䠄⏣㠃ᮌሿ）、地域䛵

䛟りを䝔ー䝬とする全学年㑅ᢥ「社会科⥲ྜⅡ」㻔発展学⩦ᮇ間㻕の開講の䜋か、社会科の

ᚲಟᤵ業の୍㒊でඵᡞ・໭ᮾ໭の㢟ᮦを取りධ䜜た。さらに地域キ䝱リ䜰教育のほⅬをよ

りప学年からᑟධする䜉䛟、また全員がཷ講するᶵ会として、１学年全員が୍ྠにཷ講す

る「もの䛵䛟り基♏」の୰で、各学科ฟ㌟の４ྡの༞業⏕が地域での௙事について講義す

る᫬間を計４᫬㝈分設ᐃした。また３学年においては各クラスの「≉活」２᫬㝈分を౑って、

２クラス䛤と䠄㽢２ᅇ）ྠᵝの㊃᪨の講₇会を開催した。 

 

䠄２）� ⮬୺᥈究活動の取組みは３年目となり、そのᨭ᥼・指ᑟ方ἲはẖ年改ၿさ䜜ている。本᱁

的に⮬୺᥈究活動を実施するኟఇみ～⛅学ᮇ௨๓の、᫓・ኟ学ᮇにおける 㻿㻼㻰

䠄㻿㼠㼡㼐e㼚㼠㼟䇻 㻼ee㼞 㻰㼕㼟㼏㼡㼟㼟㼕㼛㼚）等、学⏕を୺体としながら᥈究䝔ー䝬㑅ᐃや研究‽備の䝃䝫

ート方ἲを成⇍させている。地域㈨※を⣲ᮦとした䝔ー䝬設ᐃもᐃ╔してきた୍方で、䜾䝻

ーバ䝹ேᮦ育成の୍⎔として、ᾏ外⮬୺᥈究の展開も✚ᴟ的にᶍ⣴さ䜜た。䝰ン䝂䝹か

らの␃学⏕が᪥本で䝏ーズ〇ἲを学び、䝰ン䝂䝹の高ᑓとඹྠで䝰ン䝂䝹での᪂しい䝏

ーズ開発に取り組䜣䛰。௒ᚋは、᪥本ே学⏕がᾏ外のㄢ㢟に取組䜣䛰り、␃学⏕がᙜヱ

地域のㄢ㢟に✚ᴟ的に関䜟ったりすることにより、地域志向とᅜ㝿化の୧㠃の進展がᮇᚅ

さ䜜る。 

 

䠄３）� ⮬୺᥈究科目の成果は、本校内の䝅䝵ートプ䝺䝊ン䝔ー䝅䝵ンと䝫スター発⾲会において

1 年から 3 年まで全員の成果が報告さ䜜、「ま䛱なかᩥ化⚍」において、ඃ⚽సရがᕷ内

の䝅䝵ッ䝢ン䜾センター会ሙに展示さ䜜た。ＣＯＣ䠇事業「䜲䝜䝧ー䝅䝵ン・䝧ン䝏䝱ー・䜰䜲

䝕䜰コン䝔スト」では、኱学⏕らとの発⾲の୰で、またも本校ప学年⏕が䜾ランプリ㈹を⋓

ᚓした。 

䠄４）� ᑓᨷ科の䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン科目では、ᑓᨷ科⏕ 1㻘2 年全員が学外講ᖌによる地域

ㄢ㢟に関する講義を⫈講し、⣙༙ᩘがＰ䠞䠨ᤵ業によるㄢ㢟ゎỴに取り組み、地域௻業と

本校の༠ຊ体制を強ᅛにしている。 
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䛆平成３䠌年度䛇 

䠄１）� ඵᡞ・໭ᮾ໭学は、2020 年度のカリキュラム改正᫬にᑟධできるよう、さま䛦まなヨ行を㔜

䛽ている。その୰でと䛟に地域キ䝱リ䜰教育の୍⎔としての１学年ᚲಟ「もの䛵䛟り基♏」、３

学年≉活、䠑学年㑅ᢥ「≉別講義」䠄⏣㠃ᮌሿ）の実施を⥆けてきたことで、かつてな䛟学校

と地域で活㌍している༞業⏕の༠ാと䝛ット䝽ーク䛵䛟りが῝化した。 

 

䠄２）� ⮬୺᥈究活動の取組みのさらなる改ၿとして、᫓・ኟ学ᮇにおける「⮬୺᥈究 㼐㼍㼥」の設置、

㻿㻼㻰䠄㻿㼠㼡㼐e㼚㼠㼟䇻 㻼ee㼞 㻰㼕㼟㼏㼡㼟㼟㼕㼛㼚）さらに」ᩘ教員による䜰䝗バ䜲スの実施等、学⏕を୺体と

しながら᥈究䝔ー䝬㑅ᐃや研究‽備の䝃䝫ート方ἲを充実させた。䜾䝻ーバ䝹ேᮦ育成

の୍⎔としてのᾏ外⮬୺᥈究もさらに組織的に展開し、䝰ン䝂䝹、䝅ンガ䝫ー䝹において

」ᩘ௳実施さ䜜、䝫スター発⾲会においてもᾏ外⮬୺᥈究ᑓ⏝の䝤ースが設置さ䜜、஺

ὶゼ᪥したᾏ外教員に対してのプ䝺䝊ン䝔ー䝅䝵ンも実施さ䜜た。 

 

䠄３）� ⮬୺᥈究科目の成果は、1～3 年⏕のみなら䛪 4㻘5 年⏕も䝅䝵ートプ䝺䝊ン䝔ー䝅䝵ンと䝫

スター発⾲会において全員の成果が報告さ䜜た。1～3 年⏕のඃ⚽సရは「ま䛱なかᩥ化

⚍」において、ඵᡞᕷ୰ᚰ⾤のほග・஺ὶ施設の会ሙに展示さ䜜た。ＣＯＣ䠇事業「䜲䝜䝧

ー䝅䝵ン・䝧ン䝏䝱ー・䜰䜲䝕䜰コン䝔スト」では、௚኱学の学⏕との➇ྜの୰で、௒年も本

校ప学年⏕が䜾ランプリ㈹を⋓ᚓした。 

 

䠄４）� ᑓᨷ科の䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン科目では、ᑓᨷ科⏕ 1㻘2 年全員が学外講ᖌによる地域

ㄢ㢟に関する講義を⫈講し、⣙༙ᩘがＰ䠞䠨ᤵ業によるㄢ㢟ゎỴに取り組み、地域௻業と

本校の༠ຊ体制を強ᅛにしている。 
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2.3. 達成≧ἣ 
㻴31.1.31 現ᅾ 

項目 
㻴26 

年度ึめ

達成≧ἣ 㻴30 

達成目標㻴27 㻴2㻤 㻴2㻥 㻴30 

地域志向科目ᩘ 12.0㻑 13.4㻑 27.6㻑 2㻥.3㻑 31.1䠂 22.5㻑

地域志向内容の⥲関୚割ྜ 3.4㻑 3.5㻑 4.1㻑 6.3㻑 6.5䠂 㻤.0㻑

ᾏ外研ಟཷ講学⏕    41 ே 55 ே 65 ே 67 ே 44 ே 40 ே

外ᅜே学⏕のཷධ䜜  22 ே 55 ே 23 ே 15 ே 21 ே 30 ே

 

１） より୍ᒙの地域志向を組み㎸䜣䛰カリキュラム改正 

地域志向科目ᩘに関しては、各科目でᑡし䛪つでも地域志向の内容を取りධ䜜、また平成 27

年度௨㝆の⮬୺᥈究プ䝻䜾ラムᑟධにともなう᪂カリキュラムで、地域志向科目ᩘが኱き䛟ቑຍし、

目標を達成している。ＣＯＣᮇ間を㏻して教員の確実な意識のኚ化が見て取䜜る。 

୍方で地域志向内容の⥲関୚割ྜを見ると、ẖ年ഹか䛪つቑຍしてきているが、目標達成に

はཬ䜀なかった。各科目のカリキュラム内容がかなり᏶成さ䜜ており、さらに４学ᮇ制と⮬୺᥈究活

動ᑟධにともなうཝしいᤵ業᫬間・ᮇ間の制⣙の୰で、各䚻の科目の୰で地域志向内容を኱ᖜに

ᣑᙇすることは㞴しかったことが᝿ീさ䜜る。 

た䛰し、ᩘ್評価に反映さ䜜ていない㠃として、「地域志向もの䛵䛟りカリキュラム」は、そのプ䝻

䝆䜵クトの⣙༙ᩘは、㏻ᖖのᤵ業᫬間外で実施、開催さ䜜てきたものであり、ᚲせ᭱ᑠ㝈としての

ᤵ業科目の䜸プ䝅䝵ンとして、地域志向内容を኱き䛟充実させてきたとい䛘る。<⾲ 2-1> 

 

 

  

「組み㎸み䝻䝪ットᤵ業における地域௻業と連携したもの䛵䛟りᢏ⾡஺ὶ」のᵝᏊ 
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<⾲ 2-1> 地域志向もの䛵䛟りカリキュラム実施୍ぴ 

年度 ᡤᒓ ᢸᙜ教員 プ䝻䝆䜵クトྡ 

㻴26 㼆 㤿Ώ 㱟 㟷᳃┴のᘓ築㈨※を活⏝したᘓ築研ಟ 

㻴27 

㻳 

Ἑᮧ 信἞ 㟷᳃からᨺᑕ性ᗫᲠ≀ၥ㢟を⪃䛘るフォーラム 

ᡞ⏣ᒣ みどり ඵᡞ高ᑓዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ 

㰻 㯞Ꮚ 「地域㈨※とᩥ化」における地域㈨※発᥀ㄪᰝ 

㻱 ⣽ᕝ㟹 
地域௻業と連携した組み㎸み䝻䝪ットᤵ業における 

ᕤసᢏ⾡向ୖの実㊶ 

㼆 
㤿Ώ 㱟 ప⇞㈝ᘓ築に関するもの䛵䛟りカリキュラム 

㤿Ώ 㱟 㟷᳃┴のᘓ築㈨※を活⏝したᘓ築研ಟ 

㻴2㻤 

㻳 

ᡞ⏣ᒣ みどり ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ 

㰻 㯞Ꮚ 「地域㈨※とᩥ化」における地域㈨※発᥀ㄪᰝ 

㰻 㯞Ꮚ ␃学⏕のẕᅜᩥ化と᪥本事情 

⳥ụ ⛅ኵ ほග䝟ンフ䝺ットసりを㏻したⱥㄒ学⩦プ䝻䜾ラム 

㻱 ⣽ᕝ 㟹 
組み㎸み䝻䝪ットᤵ業における地域௻業と連携した 

もの䛵䛟りᢏ⾡஺ὶ 

㼆 
⸨ཎ ᗈ࿴ 地域志向ᆺのᘓ設業⏺ேᮦ育成 

Ύཎ 㞝ᗣ 㟷᳃地域におけるᘓ設分野の設計䝕䝄䜲ン講義 

㻴2㻥 

㻳 

ᡞ⏣ᒣ みどり ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ 

㰻 㯞Ꮚ 「地域㈨※とᩥ化」における地域㈨※発᥀ㄪᰝ 

⳥ụ ⛅ኵ ほග䝟ンフ䝺ットసりを㏻したⱥㄒ学⩦プ䝻䜾ラム 

㻱 ⣽ᕝ 㟹 
組み㎸み䝻䝪ットᤵ業における地域௻業と連携した 

もの䛵䛟りᢏ⾡஺ὶ 

㼆 

Ύཎ 㞝ᗣ 㟷᳃地域におけるᘓ設分野の設計䝕䝄䜲ン講義 

㤿Ώ 㱟 ᨺㄢᚋᘓ築ሿ 

㤿Ώ 㱟 㟷᳃┴内のᘓ築見学䝒䜰ー 

㻴30 

㻳 

ᡞ⏣ᒣ みどり ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ 

㰻 㯞Ꮚ 「地域㈨※とᩥ化」における地域㈨※発᥀ㄪᰝ 

⳥ụ ⛅ኵ ほග䝟ンフ䝺ットసりを㏻したⱥㄒ学⩦プ䝻䜾ラム 

䠡 ⣽ᕝ 㟹 
組み㎸み䝻䝪ットᤵ業における地域௻業と連携した 

もの䛵䛟りᢏ⾡஺ὶ 
㻹㻦ᶵᲔ䝅ス䝔ム䝕䝄䜲ンコース 㻱䠖㟁Ẽ情報ᕤ学コース 

㻯䠖䝬䝔リ䜰䝹・バ䜲䜸ᕤ学コース 㼆䠖⎔ቃ㒔ᕷ・ᘓ築䝕䝄䜲ンコース 

 

また地域志向科目のᰕの୍つである「ඵᡞ・໭ᮾ໭学」についても、現᫬Ⅼでこ䜜を⊂立した᪂

科目として全員ᚲಟでᑟධすることは┤䛱にはྔ䜟䛪、平成 32䠄2020）年度にணᐃさ䜜るカリキュ

ラム改正でのᑟධをめ䛦して、さま䛦まなヨ行を実施してきた。その୰では、地域キ䝱リ䜰教育を目

的とし、地域で活㌍する༞業⏕による講義をᩘከ䛟展開してきた䠄5 年㑅ᢥ「≉別講義䠄⏣㠃ᮌሿ）」



－ 29 －

 Ⅱ.実施報告 

<⾲ 2-2>䜋か、1 年⏕および 3 年⏕対㇟「໭ᮾ໭学」<⾲ 2-3>）。こ䜜により学校と地域で活㌍して

いる༞業⏕の䝛ット䝽ークが῝化した。本校༞業⏕の地域への䠱ターン・䠦ターンをಁ進するୖで、

そのཷけ─となる䜉き地域のྠ❆⏕との信㢗と༠ຊ関ಀが῝まったのは኱きな๪⏘≀であった。 

 

<⾲ 2-2> 5 年㑅ᢥ「≉別講義䠄⏣㠃ᮌሿ）」講義୍ぴ 

年度   実施᪥ ໅ົඛ・役職 Ặ  ྡ ₇    㢟 

䠤27 

1 2015.04.15 
ᰴᘧ会社䝯ンバーズ 

取⥾役වᖖົᇳ行役員 
ᑠᓠ 正ோ 成ຌするᑵ活 

2 2015.06.10 
ᰴᘧ会社 ▼୓ 

௦⾲取⥾役社㛗 
▼ᶫ ྖ 

本ẼでᕷẸと対ヰすることの㞴

しさ 

3 2015.06.17 
≉ᐃ㠀営฼活動ἲே 

䠝Ｃ䠰䠵 ⌮事㛗 
⏫⏣ ┤Ꮚ 

地域䝤ラン䝕䜱ン䜾で外㈌をか

せ䛠䠛䟿 

4 2015.06.24 

ᰴᘧ会社䝆ー䜰䜲䝔ック 

ᇳ行役員 

営業䜾䝹ープ䝬䝛ー䝆䝱ー 

向஭ ㄔோ ᢏ⾡者と䝡䝆䝛ス⤒営学 

5 2015.07.01 
㻶㻾 ᮾ᪥本┒ᒸᨭ社 

┒ᒸ運㍺༊ 運㌿ኈ見⩦ 
᳃㈅ 周ྖ ᑵ職して見䛘たୡ⏺ 

6 2015.07.0㻤 

ᒾᡭ኱学኱学㝔ᕤ学研究科 

平ཎ研究室䠄㻾㻹㻰 㻶㻭㻼㻭㻺） 

ᐈ員教ᤵ䠄௦⾲） 

平஭ ᙲ 
௻業⏕活 43 年の⤒㦂をあなた

に⧅䛠 

7 2015.07.15 
⮬⾨㝲㟷᳃地方༠ຊ本㒊 

本㒊㛗 
ᓥὠ ㈗἞ 

ᡃがᅜを取りᕳ䛟Ᏻ全ಖ㞀⎔

ቃと᪥本の㜵⾨ 

㻤 2015.07.22 

ᮾᾏ᪑ᐈ㕲㐨ᰴᘧ会社 

୰ኸ᪂ᖿ⥺ᘓ設㒊 

ྡྂᒇᘓ設㒊 ୺ᖍ 

⸨⏣ ள᲍Ἃ
高ᑓをಟ஢してから䠑年⤒った

現ᅾまで 

䠤2㻤 

1 2016.05.1㻤 

ඵᡞᕷま䛱䛵䛟りᩥ化ス䝫ー䝒

ほග㒊 ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆

䜰ム௻画運営䡴䢚䢕䡬䢈䢛 

୺௵コー䝕䜱䝛ーター 

ᰗἑ ᣅဢ 

ඵᡞのま䛱䛵䛟りの᪂たなྍ⬟

性 -䡸䢇䢚䡫䡴䢈䢛䢓䡮䢀䢚䡠䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙

䡿䢚䡷䢚䡮䢙䡠䡼䢚䡮䢆䢚䡬䡸䡿䡤䡬- 

2 2016.05.25 

ඵᡞᕷ 㒔ᕷ整備㒊 

ᘓ築指ᑟㄢ 

ᘓ築ᑂᰝ䡴䢚䢕䡬䢈䢛 ᢏᖌ 

ᡞ౗ ᑗᏊ ⚾の௙事、教䛘ます。 

3 2016.06.01 

ከᦶᕝ⢭ᶵᰴᘧ会社 

䝰ー䝅䝵ンコント䝻ー䝹研究ᡤ 

ᢏ⾡ㄢ  

ᑠ➟ཎ ᗈ㈗ ᢏ⾡者としての㌿職、䠱ターン 

4 2016.06.0㻤 
⮬⾨㝲㟷᳃地方༠ຊ本㒊 

本㒊㛗 
ᓥὠ ㈗἞ 

ᡃがᅜを取りᕳ䛟Ᏻ全ಖ㞀⎔

ቃと᪥本の㜵⾨ 

5 2016.06.15 ୐ᡞ⏫㆟会㆟員  ဦ Ύᝋ ⏫ẸどⅬでᅜのᨻ⟇を⪃䛘る 

6 2016.06.22 ᮾ໭フリー䝤䝺䜲ズ ┘╩ ⱝᯘ クリス フリー䝤䝺䜲ズからୡ⏺へ発進

7 2016.06.2㻥 
᪂むつᑠᕝཎᰴᘧ会社 

㟷᳃本㒊 ㄢ㛗 
野ཱྀ ༟記 

ከᵝな䜶䝛䝹䜼ーの㞟✚地 

むつᑠᕝཎ開発地༊ 

㻤 2016.07.06 
有㝈会社ᮾዟ㟁Ẽ 

௦⾲取⥾役 
୰野Ώ ᐶஅ

「リスクを取って䝏䝱ンスをつか

め䟿」～リスクな䛟して成㛗な

し、 䝏䝱䝺ン䝆し⥆けることで

᪂たな㐨をษりᣅけ䟿～ 

㻥 2016.07.13 

ᰴᘧ会社䝆ー䜰䜲䝔ック 

ᇳ行役員 

営業䜾䝹ープ䝬䝛ー䝆䝱ー 

向஭ ㄔோ ᢏ⾡者と䝡䝆䝛ス⤒営学 

10 2016.07.20 

ඵᡞᕤ業高等ᑓ㛛学校 

ＣＯＣ事業 

地域教育コー䝕䜱䝛ーター 

బ⸨ ຾ಇ 
キ䝱リ䜰・䝕䝄䜲ン ～目標をᣢ

ってே⏕を～ 
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年度   実施᪥ ໅ົඛ・役職 Ặ  ྡ ₇    㢟 

䠤2㻥 

1 2017.05.10 

ඵᡞᕷま䛱䛵䛟りᩥ化ス䝫ー䝒ほ

ග㒊 ま䛱䛵䛟りᩥ化推進室ඵᡞ

䝤ックセンターᡤ㛗 

㡢႐ከ 信Ⴙ ඵᡞᕷを「本のま䛱」に 

2 2017.05.17 
㻺㻼㻻 ἲே䜾リーン䝅䝔䜱 

⌮事 
ᐩᒸ ဴ平 ᕷẸฟ㈨の⮬↛䜶䝛䝹䜼ー 

3 2017.05.20 

ᰴᘧ会社クラ䜲ン䝅ュタ䜲ン 

 ௦⾲取⥾役 㻛 クリ䜶䜲䝔䜱䝤・

䝕䜱䝺クター 

ᑠ▼ ♸௓ ᡭసりのே⏕とそのഅ有性 

4 2017.05.24 
༑୕†ᅵ地改Ⰻ༊ 

事ົᒁ㛗 
ỤⰋ ᾈ஧ 

⎔ቃබඹに取り組む㎰業㎰ᮧ整

備事業 

5 2017.06.02 
୍⯡社ᅋἲே䝋ー䝅䝱䝹䝔クニ

カ ௦⾲⌮事 
⏣ᮧ ⿱⨾ ᢏ⾡の௙事の㫽▔図 

6 2017.06.07 

地方⊂立行ᨻἲே 

㟷᳃┴⏘業ᢏ⾡センター 

ඵᡞ地域研究ᡤ 

ᶵᲔ䝅ス䝔ム㒊 ୺௵研究員 

ᮧ஭ ༤ あおもりのᮍ᮶、ᢏ⾡で䝃䝫ート 

7 2017.06.14 

ከᦶᕝ⢭ᶵᰴᘧ会社 

䝰ー䝅䝵ンコント䝻ー䝹研究ᡤ 

୺௵⿵ 

ᶓ὾ ᬛ明 ⌮᝿のാき方 

㻤 2017.06.21 
ඵᡞ〇㘐ᰴᘧ会社 

ඵᡞ〇㘐ᡤ ⥲ົㄢ 
ᆏ本 ⩧ኴ ௻業がồめるேᮦീ 

㻥 2017.06.2㻤 
ᮾளᘓ設ᕤ業ᰴᘧ会社 

ᮾ໭ᨭᗑ స業ᡤ㛗 
Ἑᮧ ᫀ┈ 

ⱝ年社員から見たキ䝱リ䜰プラン

について 

10 2017.07.05 
は䛱のへ䜴䜲䝯ンズ䜰ク䝅䝵ン 

௦⾲ 
ᕤ⸨ ᜨ⨾Ꮚ

社会をኚ䛘るᑠさな୍Ṍ 

  ～す䜉てのことに意࿡がある～

䠤30 

1 201㻤.05.0㻥 
ᰴᘧ会社䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社 

編㞟ᒁᩥ化㒊記者 
⏣ᮧ ⣧ஓ 記者として見たこと、ឤ䛨たこと 

2 201㻤.05.16 

䝃ク䝃䝅ス䝔ム䜶ン䝆ニ䜰リン䜾

ᰴᘧ会社 ᢏ⾡本㒊 ➨୍開発

㒊 㒊㛗 

ඵ䝒役 ຬ஧ 地方とᢏ⾡者のᮍ᮶ 

3 201㻤.05.23 

ඵᡞᕷ 

ま䛱䛵䛟りᩥ化ス䝫ー䝒㒊 

ま䛱䛵䛟りᩥ化推進室 ୺事 ව 

学ⱁ員 

኱⃝ ⱌ⨾ 
䜰ート事業を㏻して見䛘るඵᡞの

ま䛱 

4 201㻤.06.06 
下໭地域┴Ẹᒁ 地域整備㒊ᘓ

築指ᑟㄢ  
ᗞ⏣ ⱱ្ 

ᑵ職をỴめたฟ会いとこ䜜からの

ാき方 

5 201㻤.06.13 ඵᡞせ䜣䜉いỒ研究ᡤ ᡤ㛗 ᮌᮧ ⪽ 

㌟㏆な㈨※とᕷẸのຊが地域を

ኚ䛘る ～㑅䜀䜜⥆ける地域にな

るために～ 

6 201㻤.06.20 

ᮾ᪥本᪑ᐈ㕲㐨ᰴᘧ会社 ┒ᒸ

ᨭ社 ໭ୖ᪂ᖿ⥺ಖ⥺ᢏ⾡セン

ター ௻画Ᏻ全科施設ᢏ⾡୺௵

ዟᒣ ⣫平 社会ே䠕年目を㏄䛘て 

7 201㻤.06.27 
ඵᡞ〇㘐ᰴᘧ会社 

〇㘐ㄢ ↝結◲㓟ಀ ಀ㛗 
ᴮ本 ₻ ᢏ⾡ᒇの 25 年のṌみ 

㻤 201㻤.07.11 
ୖ໭ᘓ設ᰴᘧ会社 

ᅵᮌ㒊  ᢏ⾡推進室 ୺ᖿ 
下ᕝཎ 㝯 地ඖᘓ設会社のᣮᡓ 

㻥 201㻤.07.1㻤 
䠪ＰＯἲேの䜣のりの䛰≀ㄒ 

௦⾲⌮事 
下向 ⌮ዉ 

地方社会のྍ⬟性 

 ࠥᖐってきて、よかった。ࠥ 

10 201㻤.07.25 
୕ᾆ⮬動㌴ᰴᘧ会社 

௦⾲取⥾役 
୕ᾆ ࿴ⱥ 

高ᑓ༞業⏕が地ඖでၟ኎ 

⮬動㌴編 

 

 

 
 

 

年度   実施᪥ ໅ົඛ・役職 Ặ  ྡ ₇    㢟 

䠤2㻥 

1 2017.05.10 

ඵᡞᕷま䛱䛵䛟りᩥ化ス䝫ー䝒ほ

ග㒊 ま䛱䛵䛟りᩥ化推進室ඵᡞ

䝤ックセンターᡤ㛗 

㡢႐ከ 信Ⴙ ඵᡞᕷを「本のま䛱」に 

2 2017.05.17 
㻺㻼㻻 ἲே䜾リーン䝅䝔䜱 

⌮事 
ᐩᒸ ဴ平 ᕷẸฟ㈨の⮬↛䜶䝛䝹䜼ー 

3 2017.05.20 

ᰴᘧ会社クラ䜲ン䝅ュタ䜲ン 

 ௦⾲取⥾役 㻛 クリ䜶䜲䝔䜱䝤・

䝕䜱䝺クター 

ᑠ▼ ♸௓ ᡭసりのே⏕とそのഅ有性 

4 2017.05.24 
༑୕†ᅵ地改Ⰻ༊ 

事ົᒁ㛗 
ỤⰋ ᾈ஧ 

⎔ቃබඹに取り組む㎰業㎰ᮧ整

備事業 

5 2017.06.02 
୍⯡社ᅋἲே䝋ー䝅䝱䝹䝔クニ

カ ௦⾲⌮事 
⏣ᮧ ⿱⨾ ᢏ⾡の௙事の㫽▔図 

6 2017.06.07 

地方⊂立行ᨻἲே 

㟷᳃┴⏘業ᢏ⾡センター 

ඵᡞ地域研究ᡤ 

ᶵᲔ䝅ス䝔ム㒊 ୺௵研究員 

ᮧ஭ ༤ あおもりのᮍ᮶、ᢏ⾡で䝃䝫ート 

7 2017.06.14 

ከᦶᕝ⢭ᶵᰴᘧ会社 

䝰ー䝅䝵ンコント䝻ー䝹研究ᡤ 

୺௵⿵ 

ᶓ὾ ᬛ明 ⌮᝿のാき方 

㻤 2017.06.21 
ඵᡞ〇㘐ᰴᘧ会社 

ඵᡞ〇㘐ᡤ ⥲ົㄢ 
ᆏ本 ⩧ኴ ௻業がồめるேᮦീ 

㻥 2017.06.2㻤 
ᮾளᘓ設ᕤ業ᰴᘧ会社 

ᮾ໭ᨭᗑ స業ᡤ㛗 
Ἑᮧ ᫀ┈ 

ⱝ年社員から見たキ䝱リ䜰プラン

について 

10 2017.07.05 
は䛱のへ䜴䜲䝯ンズ䜰ク䝅䝵ン 

௦⾲ 
ᕤ⸨ ᜨ⨾Ꮚ

社会をኚ䛘るᑠさな୍Ṍ 

  ～す䜉てのことに意࿡がある～

䠤30 

1 201㻤.05.0㻥 
ᰴᘧ会社䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社 

編㞟ᒁᩥ化㒊記者 
⏣ᮧ ⣧ஓ 記者として見たこと、ឤ䛨たこと 

2 201㻤.05.16 

䝃ク䝃䝅ス䝔ム䜶ン䝆ニ䜰リン䜾

ᰴᘧ会社 ᢏ⾡本㒊 ➨୍開発

㒊 㒊㛗 

ඵ䝒役 ຬ஧ 地方とᢏ⾡者のᮍ᮶ 

3 201㻤.05.23 

ඵᡞᕷ 

ま䛱䛵䛟りᩥ化ス䝫ー䝒㒊 

ま䛱䛵䛟りᩥ化推進室 ୺事 ව 

学ⱁ員 

኱⃝ ⱌ⨾ 
䜰ート事業を㏻して見䛘るඵᡞの

ま䛱 

4 201㻤.06.06 
下໭地域┴Ẹᒁ 地域整備㒊ᘓ

築指ᑟㄢ  
ᗞ⏣ ⱱ្ 

ᑵ職をỴめたฟ会いとこ䜜からの

ാき方 

5 201㻤.06.13 ඵᡞせ䜣䜉いỒ研究ᡤ ᡤ㛗 ᮌᮧ ⪽ 

㌟㏆な㈨※とᕷẸのຊが地域を

ኚ䛘る ～㑅䜀䜜⥆ける地域にな

るために～ 

6 201㻤.06.20 

ᮾ᪥本᪑ᐈ㕲㐨ᰴᘧ会社 ┒ᒸ

ᨭ社 ໭ୖ᪂ᖿ⥺ಖ⥺ᢏ⾡セン

ター ௻画Ᏻ全科施設ᢏ⾡୺௵

ዟᒣ ⣫平 社会ே䠕年目を㏄䛘て 

7 201㻤.06.27 
ඵᡞ〇㘐ᰴᘧ会社 

〇㘐ㄢ ↝結◲㓟ಀ ಀ㛗 
ᴮ本 ₻ ᢏ⾡ᒇの 25 年のṌみ 

㻤 201㻤.07.11 
ୖ໭ᘓ設ᰴᘧ会社 

ᅵᮌ㒊  ᢏ⾡推進室 ୺ᖿ 
下ᕝཎ 㝯 地ඖᘓ設会社のᣮᡓ 

㻥 201㻤.07.1㻤 
䠪ＰＯἲேの䜣のりの䛰≀ㄒ 

௦⾲⌮事 
下向 ⌮ዉ 

地方社会のྍ⬟性 

 ࠥᖐってきて、よかった。ࠥ 

10 201㻤.07.25 
୕ᾆ⮬動㌴ᰴᘧ会社 

௦⾲取⥾役 
୕ᾆ ࿴ⱥ 

高ᑓ༞業⏕が地ඖでၟ኎ 

⮬動㌴編 
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 Ⅱ.実施報告 

 

<⾲ 2-3> 1 年⏕および 3 年⏕対㇟「໭ᮾ໭学」講義୍ぴ 

年度 実施᪥ ₇㢟 ᡤᒓ・職ྡ 講ᖌ 

㻴2㻤 

2016.12.14 

この地で㉳業しよう 

「㉳業は、ㄡにもฟ᮶ます。事業は

ேの୍⏕と㢮ఝしています。」 

あなたに、ᴟ意をఏᤵいたします。

たいよう⥲ྜἲᚊ⤒῭事ົᡤ 

会㛗 
ᕤ⸨ ຊ 

2017.01.1㻤 
ᩥ化の㐪いやᅜẸ性の㐪いとは䠛

䠄䜾䝻ーバ䝹な୰のඵᡞ） 

ᰴᘧ会社ඵᡞ䜲ン䝔リ䝆䜵ン

トプラ䝄 

ᡤ㛗 

ᯇᆏ ὒྖ 

2017.02.16 
ඵᡞᅪ域Ỉ㐨௻業ᅋのᗈ域化と

⟶㊰⪏㟈化 

ᰴᘧ会社ᒾἑ 㔞コン䝃䝹 

業ົ㒊 ᢏᖌ㛗 
ᑠᓥ ㈼ᝋ 

2017.01.1㻤 
社会ேと学⏕との஺ὶ会 

「キ䝱リ䜰カフ䜵」 

ᰴᘧ会社䝬䜲ナ䝡 

ᑵ職情報事業本㒊 ௻画ᗈ

報⤫ᣓ㒊໭ᮾ໭䝤䝻ック 

໭ᮾ໭キ䝱リ䜰䝃䝫ートㄢ 

㓇஭ ຾ఙ 

ᰴᘧ会社䝃䝃キコー䝫䝺ー䝅

䝵ン⥲ົ㒊 
⯪ᶫ ᣅஓ 

䜶プ䝋ン䜰ト䝭ックスᰴᘧ会社 

事業⟶⌮㒊 ㄢ㛗 
ⓑ㫽 達ஓ 

㻴2㻥 

2017.11.20 
䝋ー䝅䝱䝹䜲䝜䝧ー䝅䝵ン～地方

䠄ඵᡞ）からᘬき㉳こす社会ኚ革～

ᰴᘧ会社リ䝤ラ䜲ズ 

௦⾲取⥾役 
下ἑ ㈗அ 

2017.12.15 
ඵᡞᕤ業高等ᑓ㛛学校 キ䝱リ䜰

ሿ 

ᓥᏲ⤒営ປົ事ົᡤ 

௦⾲ 
ᓥᏲ 㞞அ 

2017.12.22 会社⤂௓とᚋ㍮に向けて 
୰発䝔ク䝜ᰴᘧ会社 

設計㒊リー䝎ー  
኱ụ ኱知  

2017.12.22 

もの䛵䛟り基♏ 

～⚾䛰って、地方にいたって௙事

でୡ⏺と㜚䛘る 

ᰴᘧ会社኱Ἠ〇సᡤ 

䜶䝺䝯ント㒊ရ事業本㒊 ᮦ

ᩱ開発㒊 㒊㛗 

໭構 㑥Ꮚ 

201㻤.01.12 䇾䝰䝜䇿をసること 

ከᦶᕝ⢭ᶵᰴᘧ会社 

䝰ー䝅䝵ンコント䝻ー䝹研究

ᡤ ୺௵⿵ 

ᶓ὾ ᬛ明 

201㻤.01.12 
ᮍ᮶につながる䠑年間 

～䝡リ䜼䝱䝹高ᑓᅵᮌዪᏊの௒～ 

ඵᡞᕷま䛱䛵䛟りᩥ化ス䝫ー

䝒ほග㒊 

ま䛱䛵䛟りᩥ化推進室 ᢏᖌ 

⚟⃝ Ἃ⣖ 

201㻤.01.12 ᰾⼥ྜってఱ䛰䜝う 

᪥本䜰䝗バンスト䝔ク䝜䝻䝆ー

ᰴᘧ会社 

取⥾役 

ຍ⸨ ᓫ 

201㻤.01.15 ཎᏊຊ施設のಖ㞀ᥐ置について 

බ┈㈈ᅋἲே ᰾≀㉁⟶⌮

センター  

භ䞄ᡤಖ㞀ᥐ置センター ୺

ᰝ 

ᯘ ኟ௦Ꮚ 

≉別講義「⏣㠃ᮌሿ」講義のᵝᏊ 
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年度 実施᪥ ₇㢟 ᡤᒓ・役職 講ᖌ 

㻴30 

201㻤.11.06 ま䛱なかᗈሙのある、ま䛱。 
ඵᡞᕷま䛱なかᗈሙ 

䝬䝏ニ䝽䜰䝗バ䜲䝄ー 
ᒣ下 ⿱Ꮚ 

201㻥.01.11 
プラン↓しの䠑年間を⤒て 

～現ᅾに⮳るまで～ 

㟷᳃┴㎰ᯘỈ⏘㒊㎰ᮧ整備

ㄢ ௻画・ㄪ整䜾䝹ープ 
ᆏ本 ᐀♸ 

201㻥.01.11 社会ேとして኱ษなこと 
ᰴᘧ会社Ύᤲセンター  

⥲ົㄢ 
ⓑᆏ ⌔⨾ 

201㻥.01.1㻤 会社⤂௓とᚋ㍮に向けて 
୰発䝔ク䝜ᰴᘧ会社 

設計㒊 
Ἑཎ ㇏࿴ 

201㻥.01.1㻤 こ䜜からの高ᑓ⏕にᮇᚅすること 

䝃ク䝃䝅ス䝔ム䜶ン䝆ニ䜰リン

䜾ᰴᘧ会社 ᢏ⾡本㒊 ➨୍

開発㒊 㒊㛗 

ඵッ役 ຬ஧ 

201㻥.01.1㻤 
地域でാ䛟 㻻㻮 として 

現役高ᑓ⏕のみなさ䜣へ 

有㝈会社ᶫሙ୙動⏘ 

取⥾役 
ᶫሙ ᐶ 

201㻥.01.2㻥 䜶ン䝆ニ䜰と䝡䝆䝛ス  
ᰴᘧ会社䝆ー䜰䜲䝔ック 

௦⾲取⥾役社㛗 
向஭ ㄔோ 

201㻥.02.14 ዲきなことを௙事にする 
୍⯡社ᅋἲே᪂₲䜰䜴ト䝗䜰

௻画 
ᆤ஭ ⏤ᕼᏊ 

 

 

２） 地域⏘業ニーズに対応したカリキュラムのᑟධ 

平成 27 年度の኱つᶍな学科再編は、᫬௦のኚ化と地域⏘業⏺のニーズに応䛘ようとするもの

であった。地域ㄢ㢟に対するＰ䠞䠨を䛽らいとしてすでに開講してきたᑓᨷ科「䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕

䝄䜲ン」や、地域ㄢ㢟志向の༞業研究、≉別研究にຍ䛘、さらに⮬୺᥈究活動プ䝻䜾ラムと᪂カリ

キュラムのᑟධによって地域⏘業ニーズに対応する体制が኱き䛟進化してきた。 

またᑓᨷ科⏕や本科 5 年の༞研のみなら䛪、ప学年⏕の⮬୺᥈究でもඃ䜜た成果を地域社会

に発⾲するሙとしてＣＯＣ䠇事業「䜲䝜䝧ー䝅䝵ン・䝧ン䝏䝱ー・䜰䜲䝕䜰コン䝔スト」等のᶵ会をᚓ、

学⏕ಶேにとっても地域⏘業⏺の㊥㞳が㏆いことを実ឤできる教育⎔ቃ整備が進䜣䛰。高等教育

ᶵ関と地域⏘業との௒ᚋのコ䝭ュニ䜿ー䝅䝵ンと┦஫⌮ゎにより୍ᒙの進展がᮇᚅできるであ䜝う。 

 

３） 䜾䝻ーバ䝹ேᮦ育成のためのⱥㄒ教育 

本校からのᾏ外研ಟཷ講学⏕は年度によるቑῶはあるものの、䠑年間を㏻して目標್をୖᅇっ

ており、学⏕た䛱の意識は䜾䝻ーバ䝹に開か䜜ているとい䛘よう。 

୍方、外ᅜே学⏕のཷධ䜜については、▷ᮇ研ಟ⏕ᩘの年度によるバラつきや、4 学ᮇ制ᑟධ

「໭ᮾ໭学」講義のᵝᏊ 
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 Ⅱ.実施報告 

ᚋの研ಟཷධ䜜᫬ᮇのၥ㢟もあり、平成 2㻤～30 年度については目標್を下ᅇった。 

しかし本校は、௨๓より3年次からཷධ䜜てきた䜰䝆䜰ㅖᅜのᅜ㈝␃学⏕や䝬䝺ー䝅䜰␃学⏕、

┦஫の研ಟὴ㐵を⥆けてきたフランスの」ᩘの 㻵㼁㼀䠄ᢏ⾡▷ᮇ኱学）等にຍ䛘て、䠄䝧トナム）

㻯e㼚㼠㼞㼍㼘 㻾e㼓㼕㼛㼚 㻯㼛㼘㼘e㼓e 㼛㼒 㼀e㼏㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼥 㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㼟 㼍㼚㼐 W㼍㼠e㼞 㻾e㼟㼛㼡㼞㼏e㼟 㻔㻯㻷㼀㻕 との学⾡஺ὶ༠ᐃ

䠄平成 27 年 㻥 ᭶）、䠄୰ᅜ）⹒ᕞ⌮ᕤ኱学との教育ཬび研究における஺ὶと連携に関するぬ᭩䠄平

成 27 年 12 ᭶）、䠄ニュー䝆ーラン䝗）䜸タ䝂䝫リ䝔クニックとの学⾡஺ὶ༠ᐃ䠄平成 2㻤 年 12 ᭶）、᪂

䝰ン䝂䝹学ᅬ高ᑓとの学⾡஺ὶ༠ᐃ䠄平成 2㻥 年 3 ᭶）、䠄୰ᅜ）኱連஺㏻኱学との学⾡஺ὶ༠ᐃ

䠄平成 2㻥 年 3 ᭶）、䠄䜰䝯リカ）䜰リ䝌ナ኱学との学⾡஺ὶ༠ᐃ䠄平成 2㻥 年 7 ᭶）、䝅ンガ䝫ー䝹䝔

䝬セク䝫リ䝔クニックとの学⾡஺ὶ༠ᐃ䠄平成 2㻥 年 㻥 ᭶）、等、ᅜ㝿஺ὶ活動はますます活発にな

っている。平成 31 年度からは、タ䜲ᅜ䝏ュラ䝫ーン⋤ዪ䝃䜲䜶ンス䝝䜲スクー䝹ཷけධ䜜事業とし

て、本科１年次からの␃学⏕ཷけධ䜜と、ᅜ㝿஺ὶᑅの開設に向けて‽備を進めている。 

 こうした≧ἣ下で、本校ではྰ応な䛟、教職員・学⏕ともにⱥㄒຊ・コ䝭ュニ䜿ー䝅䝵ンຊの向ୖが

ồめら䜜ている。こ䜜はも䛱䜝䜣ㄒ学、コ䝭ュニ䜿ー䝅䝵ンのスキ䝹に␃まら䛪、ከᩥ化ඹ⏕の意識

向ୖのၥ㢟である。また地域にとってより㔜せなのは、外ᅜே␃学⏕の教育⎔ቃを充実させ、高

度なスキ䝹をᣢった外ᅜேᮦを育成し、地域へのᑵ職をᨭ᥼すること。あるいはᖐᅜしてᑓ㛛職に

ᑵ䛟༞業⏕との䝛ット䝽ークを㏻䛨て、ඵᡞ地域とᾏ外との┤᥋的な䝟䜲プを構築してい䛟ことであ

䜝う。このようなㄢ㢟につながる地域志向もの䛵䛟りカリキュラムのプ䝻䝆䜵クト䝔ー䝬は㔜せであり、

䜾䝻ーバ䝹ேᮦ育成のための教育⎔ቃ整備の୍⎔とい䛘る。こうした㠃においても、地域社会や

地域⏘業⏺との連携を῝め、取り組䜣でい䛟ことが௒ᚋさらにᚲせとなる。 
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３．研究事業 

3.1. 事業の目的 

 本校には、௻業等からのඹྠ・委ク研究等の❆ཱྀとして地域䝔ク䝜センターがある。また、地域の

社会ᩥ化系のඹྠ研究組織である地域ᩥ化研究センターがある。ᕤ業系の高等教育ᶵ関のため

に、平成 25 年度のཷධ䜜実⦼は地域䝔ク䝜センターが䜋と䜣どである。現ᅾの本校各センターで

は、基本的には௻業からの┦ㄯ❆ཱྀの役割をᢸっているが、௻業からのඹྠ研究・委ク研究は、

各教員が⮬らの䝛ット䝽ークにより実施している。そこで、地域䝔ク䝜センターが⬟動的に地域ニー

ズを把握し、ඹྠ研究・委ク研究を✚ᴟ的に開始できるような体制整備・実施することを本事業の

目的の୍つとする。 

 また、地域のニーズには、▷ᮇ間で応䛘ら䜜るものとᩘ年かかるඹྠ研究等のᵝ䚻な䝺䝧䝹があ

る。把握した地域ニーズを䝺䝧䝹別に分㢮し、ᤵ業ㄢ㢟・㻼㻮㻸 ㄢ㢟・༞研ㄢ㢟・ඹྠ研究ㄢ㢟など、

教育から研究まで㐺ษに割り᣺りする䝅ス䝔ムを構築することも目的の୍つとする。 

 ་⒪⚟♴や 3㻰 ຍᕤᢏ⾡などᪧ᮶の学科༢఩での取組みではே的・設備的にゎỴがᅔ㞴な䝔

ー䝬がከᩘあり、再組織化した「系」を活⏝した学科ᶓ᩿プ䝻䝆䜵クトの充実化を図る。 

 

3.2. 実施内容 

本事業の研究分野における達成目標は、 

１）地域ニーズཷධ䜜体制の強化 

２）༞業研究・≉別研究における地域志向䝔ー䝬実施の推進 

３）設ᐃした地域ㄢ㢟の学内への周知と᪩ᮇゎỴに向けたᨭ᥼ 

の実現であり、⬟動的に地域ニーズを把握し教育から研究まで㐺ษに割り᣺りする䝅ス䝔ムを構築

し、地域ニーズに対応した研究・ㄪᰝの推進を行い、地域ㄢ㢟へ教職員や学⏕が✚ᴟ的に関䜟り、

地域⏘業の᣺⯆・発展にᐤ୚することである。この実現に向けて、平成２䠒～３䠌年度において次の

取り組みを行った。 

 

䛆平成２䠒年度䛇 

䠄１）�地域௻業等に対する本事業の周知と௒ᚋの円滑な連携のため、本事業推進㈐௵者により、

୕ඵ地域もの䛵䛟り⏘業フ䜵䜰䠄平成２䠓年２᭶２䠓᪥）と㔠ᒓ⢊ᮎフォーラム䠄平成２䠓年３᭶１２

᪥）といった地域௻業等のཧຍする䜲䝧ントにおいて本事業ㄝ明䝤ースを設置し、講₇を行っ

た。 

䠄２）�Web プラットフォームにおいては、コンセプトと䝕䝄䜲ンᴫせを༠㆟するにとどまったが、ＣＯＣ

事業情報発信のためのＷ䡁䠾䝃䜲トを本校䝩ーム䝨ー䝆ୖに構築した。 

䠄３）�≉別研究のⱥㄒ発⾲において、ⱥㄒ発⾲を義ົ化したことにより᭱⤊年度をᚅた䛪

100㻑の達成⋡となった。 
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 Ⅱ.実施報告 

䛆平成２䠓年度䛇 

Ｗ䡁䠾プラットフォームのヨ運㌿を開始した<図 3-1>。地域௻業の方に䜰クセスを౫㢗し、地域

のồめに応䛨て本校教員の研究䝅ーズを⡆᫆に情報ᥦ౪するための᳨⣴䝋フトについて改

ၿを行った。 

䠄１）�本事業で設ᐃした４つの地域ㄢ㢟のゎỴを目的とした地域ㄢ㢟ゎỴᆺ研究開発プ䝻䝆䜵クト

の学内බເの結果、平成２䠓年度は䠕௳を᥇ᢥした。その成果は平成２䠔年度に成果発⾲会と

して報告した。なお、本プ䝻䝆䜵クトには平成２䠓年度は１１௳とከ䛟の応ເがあり、教員の地域

ㄢ㢟ゎỴに向けた意識の高さがఛ䜟䜜た。 

䠄２）�平成２䠓年度より地域研究コー䝕䜱䝛ータとして、ඵᡞ高ᑓＯ䠞で䜲ン䝔リ䝆䜵ントプラ䝄䠄ඵᡞ

ᕷの⏘学ᐁ連携推進ᶵ関）のඖᡤ㛗が௵にあたった。 

 

<図 3-1> Web プラットフォームのᴫᛕ図 

 

䛆平成２䠔年度䛇 

䠄１）�Web プラットフォームの本᱁運⏝を開始し、地域に向けた研究䝅ーズの発信と地域ニーズの

情報を཰㞟する௙組みを構築した。また、本事業において᪂つ開発したฟ๓ᤵ業に関する情

報発信のための‽備を開始した。 

 

䠄２）�地域௻業向け䜰ン䜿ートを実施し、分ᯒ結果に基䛵き、᪂たな系のᯟ組みのᥦ案に向けて᳨

ウを開始した。 

 

䠄３）�地域研究コー䝕䜱䝛ータと全教員との㠃ㄯおよび地域௻業ゼၥにより、教員䝅ーズと地域ニ

ーズとが結びつ䛟௙組みの構築を行った。こ䜜らの取り組みにより４௳の䝬ッ䝏ン䜾が実現した。 

 

䠄４）�本事業で設ᐃした４つの地域ㄢ㢟のゎỴを目的とした地域ㄢ㢟ゎỴᆺ研究開発プ䝻䝆䜵クト

において、平成２䠓年度に᥇ᢥさ䜜た䠕௳のプ䝻䝆䜵クトについては平成２䠔年䠒᭶１᪥に成果
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 報告会を実施し、地域に向けて研究成果をබ⾲した。また、平成２䠔年度については１䠑௳の

応ເがあり、そのう䛱䠒௳を᥇ᢥし実施した。その成果は平成２䠕年度にබ⾲した。 

 

䠄䠑） 教職員と学⏕を対㇟とした地域௻業・施設への見学会を実施した。平成２䠔年度の実施௳ᩘ

は１３௳であった。また、ඵᡞ䜲ン䝔リ䝆䜵ントプラ䝄事業の地域௻業プ䝻䝰ー䝅䝵ン䝒ー䝹స

成に学⏕がཧຍし、ᢸᙜ௻業について⌮ゎするとともにᢸᙜ௻業のＰＲ活動に貢献した。 

 

䛆平成２䠕年度䛇 

䠄１） 本᱁運⏝を開始した Web プラットフォーム内に᪂たな┦ㄯ❆ཱྀを開設した。ᢏ⾡┦ㄯは１௳

にとどまったが、㟁ヰでのၥྜせがቑ䛘た。また、本事業において᪂つ開発したฟ๓ᤵ業を

Web プラットフォームୖでබ開するため、ᢸᙜ教員から 14 ௳の䝕ータを཰㞟し、Web ୖにබ

開した。この結果、ၥいྜ䜟せがቑ䛘、᫖年度の 7 ௳をୖᅇる 13 ௳の応ເがあった。௨ୖよ

り、Web プラットフォームの効果的な運⏝ができた。 

䠄２） 教員䝅ーズと地域ニーズとが結びつ䛟取組を推進するため、研究コー䝕䜱䝛ータが平成 28 年

度に地域とのඹྠ研究を行っていた教員との㠃ㄯおよび௻業との情報஺᥮を行った。その結

果、௒ᚋも地域に関連する䝔ー䝬で研究を⥅⥆することを確ㄆできた。 

䠄３） 本事業で設ᐃした４つの地域ㄢ㢟のゎỴを目的とした地域ㄢ㢟ゎỴᆺ研究開発プ䝻䝆䜵クト

において、平成２䠔年度に᥇ᢥさ䜜た䠒௳のプ䝻䝆䜵クトについては平成２䠕年䠑᭶３１᪥に成

果報告会を実施し、地域に向けて研究成果をබ⾲した。また、平成２䠕年度については䠔௳の

応ເがあり、そのう䛱䠒௳を᥇ᢥし実施した。その成果は平成３䠌年度にබ⾲した。 

䠄４） 教職員と学⏕を対㇟とした地域௻業・施設への見学会を実施した。実施௳ᩘは１䠌௳であった。

また、ඵᡞ䜲ン䝔リ䝆䜵ントプラ䝄事業の地域௻業プ䝻䝰ー䝅䝵ン䝒ー䝹స成にᑓᨷ科⏕がཧ

ຍし、ᢸᙜ௻業について⌮ゎするとともにᢸᙜ௻業のＰＲ活動に貢献した。 

䠄䠑） つ๎改正により系のྡ⛠ኚ᭦がྍ⬟になるようにした。また、平成 30 年度から 4 年次でᢸᙜ

する系による科目のカリキュラム⟇ᐃを行った。系のྡ⛠ኚ᭦までは⮳っていないが、４年次

科目のカリキュラム編成により᪂しい系のᙧを⟇ᐃすることができた。 

䠄䠒） 㟷᳃┴内௻業内容ㄝ明会が平成 29 年 9 ᭶ 23 ᪥に行䜟䜜、51 社がཧຍした。ཧຍした௻業

の方䚻と情報஺᥮を行った。 

䠄䠓） ༞業研究・≉別研究において地域関連ㄢ㢟の䝔ー䝬を実施した。༞業研究では４䠒௳、≉別

研究では䠔௳の地域関連ㄢ㢟を推進できた。 
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 Ⅱ.実施報告 

䛆平成３䠌年度䛇 

䠄１）�Web プラットフォーム内に開設した┦ㄯ❆ཱྀからのᢏ⾡┦ㄯは┴外௻業からの１௳にとどまっ

たが、㟁ヰでのၥྜせがቑ䛘た。また、ฟ๓ᤵ業に関するၥྜせが䠒௳あり、㟁ヰでのၥい

ྜ䜟せも含めて᫖年の１３௳をୖᅇる２䠒௳の応ເがあり実施した。さらに、地域ㄢ㢟との関連

性を記した༞研発⾲䝔ー䝬および≉別研究発⾲䝔ー䝬を Web プラットフォームにᥖ㍕するこ

とによって、研究䝅ーズの地域へのＰＲを行った。௨ୖより、Web プラットフォームの効果的な

運⏝ができた。 

䠄２）�本事業で設ᐃした４つの地域ㄢ㢟のゎỴを目的とした地域ㄢ㢟ゎỴᆺ研究開発プ䝻䝆䜵クト

において、平成２䠕年度に᥇ᢥさ䜜た䠒௳のプ䝻䝆䜵クトについては平成３䠌年䠑᭶３１᪥に成

果報告会を実施し、地域に向けて研究成果をබ⾲した。また、平成３䠌年度については４௳の

応ເがあり実施した。その成果報告会は平成３䠌年度ᮎに開催ணᐃである。 

䠄３）�教職員と学⏕を対㇟とした地域௻業・施設への見学会を実施した。実施௳ᩘは 10 ௳であっ

た。また、㻼㻮㻸 科目としてᑓᨷ科䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ンを実施し、この科目により地域௻業

とのඹྠ教育を行い、地域ㄢ㢟のゎỴに貢献できた。 

䠄４）�平成 27 年度からのカリキュラム改ᐃにより、平成 30 年度から 4 年次において系がᢸᙜする

ᤵ業を実施した。４年次科目を᪂つに実施したことで、᪂しい系のᙧを⟇ᐃすることができた。 

䠄䠑）�㟷᳃┴内௻業内容ㄝ明会が平成 30 年 10 ᭶ 13 ᪥に行䜟䜜、5㻤 社がཧຍした。ཧຍした௻

業の方䚻と情報஺᥮を行った。 

䠄䠒）�༞業研究・≉別研究において地域関連ㄢ㢟の䝔ー䝬を実施した。༞業研究では 74 ௳、≉別

研究では 3 ௳の地域関連ㄢ㢟を推進できた。 

 

  

地域ㄢ㢟ゎỴᆺ研究開発プ䝻䝆䜵クト成果報告会のᵝᏊ 
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3.3．達成≧ἣ   
㻴31.1.31 現ᅾ 

項目 
㻴26 

年度始め

達成≧ἣ 㻴30 

達成目標䠤27 䠤2㻤 䠤2㻥 䠤30 

㟷᳃┴௻業とのඹྠ研究㻔ᐤ㝃

㔠含む）ཬびᢏ⾡┦ㄯ௳ᩘ 
24 ௳ 14 ௳ 13 ௳ 25 ௳ 32 ௳ 50 ௳

地域志向明示䝔ー䝬の༞業研

究・≉別研究௳ᩘの割ྜ 
20.0㻑 32.3㻑 32.2㻑 30.7㻑 3㻥.1㻑 50.0㻑

ⱥㄒによる≉別研究発⾲ 100.0㻑 100.0㻑 100.0㻑 100.0㻑 100.0㻑 50.0㻑

ⱥㄒによる༞業研究発⾲ 22.2㻑 22.6㻑 51.4㻑 42.1㻑 47.7㻑 50.0㻑

 

１） 地域ニーズཷධ䜜体制の強化 

地域௻業が有するㄢ㢟を双方向で┦ㄯྍ⬟な Web プラットフォームを開発する。地域䝔ク

䝜センターへのၥいྜ䜟せに対応し、ㄢ㢟ゎỴのためにᤵ業ㄢ㢟・㻼㻮㻸 ㄢ㢟・༞研ㄢ㢟・ඹྠ研

究ㄢ㢟といった䝺䝧䝹設ᐃを行い実施する。なお、連携⮬἞体の༠ຊのもと、Web ୖプラットフォ

ームの地域へのＰＲを実施する。平成 30 年度のཷධ䜜௳ᩘ䠄ᢏ⾡┦ㄯ含む）を平成 25 年度ẚ 2

ಸに目標್を設ᐃする。 

達成≧ἣは௨下のとおりである。 

平成 26 年度に Web プラットフォームの௙ᵝをỴᐃし、平成 27 年度にึᮇバー䝆䝵ンを開発し

た。そのᚋ、平成 2㻤 年度から本᱁的な運⏝を開始した。地域䝔ク䝜センターへのၥいྜ䜟せに対

応するとともに、ඹྠ研究等へと発展させることができた。なお、Web プラットフォームの 㼁㻾㻸 は௨

下のとおりである。䠄㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣.㼔㼍㼏㼔㼕㼚㼛㼔e-㼏㼠.㼍㼏.㼖㼜㻛㼣eb㼜㼘㼍㼠㼒㼛㼞㼙㻛㼕㼚㼐e㼤.㼜㼔㼜） 

Web プラットフォームの䝟ンフ䝺ット<図 3-2>をస成し、連携⮬἞体の༠ຊのもと䝟ンフ䝺ットの㓄

ᕸおよび周知を行い、地域௻業等へのＰＲを実施した。 

୍方、平成 2㻤 年度には、本事業において᪂つ開発したฟ๓ᤵ業の䝔ー䝬および内容について

Web プラットフォームୖでබ開した。この結果、ฟ๓ᤵ業のၥいྜ䜟せがቑ䛘、平成 26 年度は 6

௳の応ເであったが、平成 30 年度には 26 ௳までᛴቑした<⾲ 3-1>。௨ୖより、Web プラットフォ

ームの効果的な運⏝ができた。 

平成 30 年度のඹྠ研究㻔ᐤ㝃㔠含む）ཬびᢏ⾡┦ㄯ等のཷධ䜜௳ᩘを 50 ௳に設ᐃしたが、

実㝿のཷධ䜜௳ᩘは 32 ௳であり、達成⋡は 64㻑であった<⾲ 3-2>。୍方、ᢏ⾡┦ㄯのみについて

は、平成 30 年度の目標್は 20 ௳であったが、実㝿には 21 ௳のᢏ⾡┦ㄯがあり、目標を達成で

きた。 

௨ୖより、地域ニーズཷධ䜜体制の強化については、ᴫ䛽達成できた。 

 

<⾲ 3-1> ฟ๓ᤵ業ၥྜせおよび実施௳ᩘ 

  㻴26 㻴27 㻴2㻤 㻴2㻥 㻴30 

ၥྜせ௳ᩘ  -  -  - 1 6 

実施௳ᩘ 6 㻤 7 13 26 
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 Ⅱ.実施報告 

<⾲ 3-2> ඹྠ研究・ᐤ㝃㔠・ᢏ⾡┦ㄯ௳ᩘ୍ぴ 

  㻴26 㻴27 㻴2㻤 㻴2㻥 㻴30 

ඹྠ研究 4 1 2 4 4 

ᐤ௜㔠 㻥 6 7 㻤 7 

ᢏ⾡┦ㄯ 11 7 4 13 21 

ྜ計 24 14 13 25 32 

 

<図 3-2> Web プラットフォーム䝏ラ䝅 
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２） ༞業研究・≉別研究における地域志向䝔ー䝬実施の推進 

本科༞業研究・ᑓᨷ科≉別研究では地域と連携ྍ⬟な䝔ー䝬はከいが、地域との連携実⦼は

ᑡないのが現≧である。また、成果発⾲においても学⾡研究としての成果であり、┤䛠に実⏝化に

結びつ䛟ことは㞴しい。そこで、研究䝔ー䝬と地域ㄢ㢟との関連とをまとめることで地域へのＰＲを行

い、地域௻業とのඹྠ研究等による地域関連のㄢ㢟を平成 30 年度には 50䠂になるように設ᐃす

る。そ䜜により、教職員はもとより学⏕に対してもከᵝな地域ニーズの⌮ゎと関ᚰをႏ㉳させる。≉

別研究発⾲は全てⱥㄒとし、༞業研究もⱥㄒ発⾲を平成 30 年度までに 50䠂とする。 

達成≧ἣは௨下のとおりである。 

教員研究䝅ーズを Web プラットフォームୖにබ開することで、地域に対して✚ᴟ的に情報発信

を行った。また、地域ㄢ㢟との関連性を記した༞研発⾲䝔ー䝬および≉別研究発⾲䝔ー䝬を Web

プラットフォームにᥖ㍕することによって、研究䝅ーズの地域へのＰＲを行った。 

本科༞業研究、ᑓᨷ科≉別研究において、地域関連のㄢ㢟は平成 30 年度には 50䠂になるよ

うに設ᐃした。平成 26 年度は 20㻑であり、平成 27 年度から平成 2㻥 年度は 30㻑強で推⛣したが、

平成 30 年度は 3㻥㻑となり、達成⋡は⣙ 㻤0㻑であった。୍方、㻼㻮㻸 科目としてᑓᨷ科䜶ン䝆ニ䜰リン

䜾䝕䝄䜲ンを実施し、この科目によりྜ計 2㻤 ௳の地域௻業とのඹྠ教育を行い、地域ㄢ㢟のゎỴ

に貢献できた<⾲ 3-3>。 

≉別研究発⾲は、平成 26 年度から平成 30 年度にかけて全てⱥㄒで実施でき、᏶全に達成で

きた。୍方、ⱥㄒによる༞業研究発⾲は、平成 26 年度は全発⾲䝔ー䝬に対して 22㻑であったが、

平成 30 年度は 47.7㻑となり、達成⋡は 㻥5㻑であった。 

௨ୖより、༞業研究・≉別研究における地域志向䝔ー䝬実施の推進については、ᴫ䛽達成でき

た。 

 

<⾲ 3-3> 䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン発⾲䝔ー䝬୍ぴ 

年度 㻺㼛㻘. 䝔ー䝬ྡ 連携௻業等 

㻴27 

1 ᪂つのクリ䜸䝛㣫育⏝Ỉᵴの開発 
ඵᡞᕷỈ⏘科学㤋䝬リ䜶ント 

2 Ỉ᪘㤋展示コーナーにおける᪂たな展示ရの⪃案 

3 ⮯いをᢚ制する䜸ム䝒の開発 
ඵᡞᕷ立ᕷẸ⑓㝔 

4 ⤒㰯ᰤ㣴䝏ュー䝤のඛ➃఩置確ㄆ方ἲのᥦ案 

5 ᰾⼥ྜ䝎䜲バータにおける高⇕㈇Ⲵの㝖⇕ 䠄⊂）᪥本ཎᏊຊ研究開発ᶵ構

㟷᳃研究開発センター 6 ᰾⼥ྜ⅔䝎䜲バータの高⇕㈇Ⲵの㝖⇕᳨ウ 

7 䝝䜴ス⏝ᬮᡣᶵのྍᦙ性向ୖ 
㻺㻼㻻 ἲே 

༡㒊䝃䝫ート䝋䝃䜶䝔䜲 

㻤 ⨾⾡㤋↷明の改ၿ 
ඵᡞᕷ⨾⾡㤋 

㻥 ཧຍᆺ⨾⾡㤋にᚲせな施設の᳨ウ 

10 ඵᡞ高ᑓ周㎶の地域㜵⅏䝬ップのస成 
⏣㠃ᮌ地༊連ྜ⏫内会 

11 ⏣㠃ᮌ地༊の㜵⅏活動 

12 ᑠỈຊ発㟁 
ኴ平ὒ㔠ᒓᰴᘧ会社 

13 Ỉ㌴䝰䝕䝹を⏝いたỈ㌴設置఩置のᥦ案 
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 Ⅱ.実施報告 

年度 㻺㼛㻘. 䝔ー䝬ྡ 連携௻業等 

㻴2㻤 

14 Ⅼ⁲スタン䝗のᏳ全性と฼౽性の向ୖ ඵᡞᕷ立ᕷẸ⑓㝔 

15 䝬リ䜶ントの現ㄢ㢟とその改ၿ⟇ ඵᡞᕷỈ⏘科学㤋䝬リ䜶ント 

16 ᰾⼥ྜཎᆺ⅔における䝤ラン䜿ットセ䜾䝯ントの஺᥮ᡭἲ᳨ウ 
㔞Ꮚ科学ᢏ⾡研究開発ᶵ構 

භ䞄ᡤ᰾⼥ྜ研究ᡤ 

17 セ䜲䝅ン䝝䜲䝔ックのᑵ職ㄝ明会⏝プ䝻䝰ー䝅䝵ン䝡䝕䜸のస〇 ᰴᘧ会社セ䜲䝅ン䝝䜲䝔ック 

1㻤 䜰䝹バックᮾ໭の知ྡ度䜰ップのための䝫スター制స 䜰䝹バックᮾ໭ᰴᘧ会社 

1㻥 ඵᡞᕷ᪂⨾⾡㤋開㤋に向けた᳨ウ ඵᡞᕷ⨾⾡㤋 

20 
⏣㠃ᮌ地༊㑊㞴カ⦎から見䛘る地方㒔ᕷにおける事๓㜵⅏の

ㄢ㢟 
⏣㠃ᮌ地༊連ྜ⏫内会 

㻴2㻥 

21 ⤒㰯ᰤ㣴䝏ュー䝤のඛ➃఩置確ㄆ方ἲのᥦ案 ඵᡞᕷ立ᕷẸ⑓㝔 

22 ඵᡞᕷ᪂⨾⾡㤋の䝆䝱䜲䜰ント䝹ームの活⏝ ඵᡞᕷ⨾⾡㤋 

23 Ỉᵴཬびྎの⛣動に関する改ၿ案 ඵᡞᕷỈ⏘科学㤋䝬リ䜶ント 

24 䝃ンコン䝢ュータの学⏕向けプ䝻䝰ー䝅䝵ン䝡䝕䜸のస〇 ᰴᘧ会社䝃ンコン䝢ュータ 

㻴30 

25 ᡭ⾡㒊఩䝬ーキン䜾方ἲのᥦ案 ඵᡞᕷ立ᕷẸ⑓㝔 

26 ඵᡞᕷ᪂⨾⾡㤋開㤋に向けた䝟ンフ䝺ットのస成 
ඵᡞᕷま䛱䛵䛟りᩥ化ス䝫ー䝒

ほග㒊⨾⾡㤋 

27 Ỉᵴ内における㨶のᅇ཰䝅ス䝔ムの開発 ඵᡞᕷỈ⏘科学㤋䝬リ䜶ント 

2㻤 䜿ーキ分㞳ྎの設計および〇స ᰴᘧ会社おⳫᏊのみやき䜣 

 

３） 設ᐃした地域ㄢ㢟の学内への周知と᪩ᮇゎỴに向けたᨭ᥼ 

本校教職員対㇟のＦＤや、教職員の௚、高学年の㑅ᢥ科目ཷ講⏕やᑓᨷ科⏕を対㇟とした地

域௻業や研究開発ᶵ関の見学会の実施により、本事業で設ᐃした地域ㄢ㢟の学内への周知と地

域⌮ゎのಁ進が図る。また、地域ㄢ㢟ゎỴᆺ研究開発プ䝻䝆䜵クトの学内බເによる㈈ᨻ的ᨭ᥼

により地域ㄢ㢟の᪩ᮇゎỴを図る。 

達成≧ἣは௨下のとおりである。 

本校教職員対㇟のＦＤを 3 ᅇ実施した<⾲ 3-4>。また、教職員の௚、高学年の㑅ᢥ科目ཷ講⏕

やᑓᨷ科⏕を対㇟とした地域௻業や研究開発ᶵ関の見学会を平成 27 年度から 30 年度にかけて

ྜ計 41 ௳実施した<⾲ 3-5>。௨ୖの活動実⦼により、本事業で設ᐃした地域ㄢ㢟の学内への周

知と地域⌮ゎのಁ進を図った。 

地域ㄢ㢟ゎỴᆺ研究開発プ䝻䝆䜵クトの学内බເにより 3㻤 ௳の応ເがあり、㑅⪃により 25 ௳の

䝔ー䝬について㈈ᨻ的ᨭ᥼を行い、成果発⾲会を実施した<⾲ 3-6>。こ䜜により、地域ㄢ㢟の᪩

ᮇゎỴをಁ進した。 

௨ୖより、設ᐃした地域ㄢ㢟の学内への周知と᪩ᮇゎỴに向けたᨭ᥼については、す䜉て達成

できた。 
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<⾲ 3-4> 教職員対㇟ 㻲㻰 実施䝔ー䝬୍ぴ 

実施᪥ 䝔ー䝬 ᢸᙜ者 

2014㻛11㻛1㻥 
ᩥ科┬「地䠄知）のᣐⅬ整備事業」䠄኱学ＣＯＣ事業） 

ඵᡞ高ᑓプ䝻䜾ラムㄝ明 

事業推進㈐௵者 

ἑᮧ ฼ὒ 

2016㻛04㻛20 平成２䠔年度ＣＯＣ䠋ＣＯＣ䠇事業の進め方 
事業推進㈐௵者 

ἑᮧ ฼ὒ 

2017㻛04㻛1㻥 平成２䠕年度ＣＯＣ䠋ＣＯＣ䠇について 
事業推進㈐௵者 

ἑᮧ ฼ὒ 

 

<⾲ 3-5> 地域௻業、施設等見学୍ぴ 㻔㻴31.1.31 現ᅾ㻕 

  

学⏕ 教職員
୍⯡
ᕷẸ

ྜ計

2015.05.22 ఫ཭化学䚷୕ἑᕤሙ見学 35 5 40

2015.07.1㻥 ᕷ内ほගᣐⅬ、㐨の㥐、図᭩㤋等䠄地域㈨※とᩥ化） 㻥 10 1㻥

2015.10.05 ୕ἑ䜶ン䝆ニ䜰リン䜾ᰴᘧ会社 6 5 11

2015.11.13 ໭᪥本㐀⯪ᰴᘧ会社䚷ඵᡞ本社ᕤሙ 3㻥 5 44

2015.11.1㻥 ᕷ内㏆㑹⚄社等䠄地域㈨※とᩥ化） 5 2 11 1㻤

2015.11.30 㻶㼄᪥㖔᪥▼䜶䝹䜶䝚䝆ー・䝃ー䝡スᰴᘧ会社 41 5 46

2016.02.0㻤 ᮾ໭ᘓᶵᕤ業ᰴᘧ会社 66 5 71

2016.02.0㻥 ඵᡞ〇㘐ᰴᘧ会社 5 5

2016.05.0㻥 ඵᡞ〇㘐ᰴᘧ会社䚷ඵᡞ〇㘐ᡤ 41 3 44

2016.06.05 ඵᡞᕷ内、㝵ୖ⏫内䠄地域㈨※とᩥ化） 21 1 22

2016.07.04 ୐ᡞ⏫内、༑࿴⏣ᕷ内䠄地域㈨※とᩥ化） 12 1 13

2016.07.20
ඵᡞ⎔≧⥺㐨㊰改Ⰻ事業、஬ᡞᕝ地㟈・高₻対⟇事業、
ඵᡞ‴ὠἼ高₻対⟇事業

44 3 47

2016.0㻤.0㻤 ᘯ๓ᕷ内䠄ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ） 10 1 11

2016.0㻥.16 ඵᡞ㖔ᒣᰴᘧ会社䠄⮬୺᥈究） 20 1 21

2016.0㻥.2㻤 ᘯ๓ᕷ内䠄ほගとᩥ化） 3㻤 1 3㻥

2016.10.11 ඵᡞセ䝯ントᰴᘧ会社䠄⮬୺᥈究） 20 1 21

2016.10.12 䠦䠝䠩䠯䠰䠡Ｃむつ研究ᡤ䠄ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ） 7 1 㻤

2016.10.1㻥 ᪥本ཎ⇞ᰴᘧ会社䚷ᇙ設事業ᡤ䠄⮬୺᥈究） 20 1 21

2016.10.15
✀ᕪᾏᓊ䜲ンフォ䝯ー䝅䝵ンセンター、኱⺬、✀ᕪᾏᓊ、
ⴺẟᓮ、ⷚᓥ䠄໭・ᮾ໭学）

2 1 11 14

2016.11.14 ᰴᘧ会社䝃䝃キコー䝫䝺ー䝅䝵ン 41 4 45

2016.11.1㻤 高周Ἴ㗪㐀ᰴᘧ会社䚷本社ᕤሙ 42 5 47

2017.05.1㻥 ఫ཭化学ᰴᘧ会社䚷୕ἑᕤሙ 42 2 44

2017.06.04 ඵᡞᕷ内、୕ᡞ㒆内䠄地域㈨※とᩥ化） 14 1 15

2017.07.14 ໭᪥本㐀⯪ᰴᘧ会社䚷㇏Ὢᕤሙ 40 5 45

2017.07.16 ༑࿴⏣ᕷ内、୐ᡞ⏫内䠄地域㈨※とᩥ化） 15 4 1㻥

2017.0㻤.0㻤 ᘯ๓ᕷ内䠄ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ） 㻤 2 10

2017.0㻤.0㻤 地方⊂立行ᨻἲே㟷᳃┴⏘業ᢏ⾡センター䠄ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ） 㻤 2 10

2017.10.11 ༑࿴⏣ᕷ内、㟷᳃ᕷ内䠄㟷᳃┴内のᘓ築見学䝒䜰ー） 5 2 7

2017.11.20 ୕⳻〇⣬ᰴᘧ会社䚷ඵᡞᕤሙ 40 5 45

201㻤.02.23 䜰ン䝕ス㟁Ẽᰴᘧ会社 3㻤 4 42

201㻤.03.12 䠪䠡䠴ＣＯᮾ᪥本䠄ᮾ᪥本高㏿㐨㊰ᰴᘧ会社）ᕤ事現ሙ 42 3 45

201㻤.05.25 䜶プ䝋ン䜰ト䝭ックスᰴᘧ会社 44 2 46

201㻤.06.03 ඵᡞᕷ内、㝵ୖ⏫、ඵᡞᕷ༡㒓など䠄地域㈨※とᩥ化） 17 5 22

201㻤.07.13 ໭᪥本㐀⯪ᰴᘧ会社䚷㇏Ὢᕤሙ 3㻤 5 43

201㻤.07.22 ༑࿴⏣ᕷ、୐ᡞ⏫䠄地域㈨※とᩥ化） 16 5 21

201㻤.0㻤.0㻤 ᘯ๓኱学䠄ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ） 5 2 7

201㻤.10.27
むつᕷ䠖社会⚟♴ἲேᱜᮌ会よしのಖ育ᅬ、
しもきたඞ㞷䢀䢚䡬䢍䠄ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ）

4 2 6

201㻤.12.03 ᮅ᪥䜲ン䝔ックᰴᘧ会社䚷ᮾ໭㻾䠃㻰センター 46 4 50

201㻥.02.0㻥 実施ணᐃ䠖㻔ほග䝟ンフ䝺ットసりを㏻したⱥㄒ学⩦プ䝻䜾ラム㻕 - - -

201㻥.02.14
実施ணᐃ䠖୰発䝔ク䝜ᰴᘧ会社、
䝃ク䝃䝅ス䝔ム䜶ン䝆ニ䜰リン䜾ᰴᘧ会社䠄ዪᏊ学⏕キ䝱リ䜰ሿ）

- - -

201㻥.02.22 実施ணᐃ䠖䜰ン䝕ス㟁Ẽᰴᘧ会社 - - -

合計
件数

41

13

10

10

H27

H28

H29

H30

年度

ཧຍ者

見学ඛ実施᪥ 件数

8
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<⾲ 3-6> 地域ㄢ㢟ゎỴᆺ研究開発プ䝻䝆䜵クト実施୍ぴ 

䈜ᡤᒓ 

㻳䠖⥲ྜ科学教育科 㻹㻦ᶵᲔ䝅ス䝔ム䝕䝄䜲ンコース 㻱䠖㟁Ẽ情報ᕤ学コース  

㻹䠖䝬䝔リ䜰䝹・バ䜲䜸ᕤ学コース 㼆䠖⎔ቃ㒔ᕷ・ᘓ築䝕䝄䜲ンコース 

䈜地域志向のキー䝽ー䝗䠄ゎỴする地域ㄢ㢟） 

 1.㇏ᐩかつⰋ㉁な㎰Ỉ⏘㈨※≀の有効活⏝ 

 2.化▼⇞ᩱప౫Ꮡ社会の構築と㇏ᐩな⮬↛䜶䝛䝹䜼ーの有効活⏝ 

 3.⏘学ᐁẸの効果的連携による⏘業の活性化とேᮦ育成 

 4.ඵᡞᕷにおけるᅜ㝿的ேᮦ育成 

 

 

  

1 2 3 4

Ἑᮧ䚷信἞ ᚟⯆䝕䝄䜲ン・䝽ーク䝅䝵ップによる⿕⅏地ᨭ᥼プ䝻䝆䜵クト 䕿 䕿

㜿㒊䚷ᜨ
地域と༠ാの㻼㻮㻸プ䝻䝆䜵クト-䜾䝻ーバ䝹などⅬをもって地域社会の活性化をᢸうேᮦ育成事
業-

䕿 䕿 䕿

ྜྷ⏣㞞᫛ ඵᡞฟỒᩥ化のୡ⏺進ฟに向けた᪂たなฟỒ・スープの開発 䕿 䕿

⣽ᕝ䚷㟹 ᾏ୰⎰♟᧔ཤや᥈⣴の᚟⯆ᨭ᥼活動に⏝いる⡆᫆ᆺỈ୰㏻ヰᶵのヨస 䕿 䕿

బ䚻ᮌ䚷ಟ平 ⮬↛䜶䝛䝹䜼ーと㉸㟁ᑟ体を⏝いたపⅣ⣲䜶䝛䝹䜼ー社会の構築に関する᳨ウ 䕿

బ⸨䚷ஂ⨾Ꮚ ┴≉⏘㎰⏘≀よりᚓら䜜る高ᶵ⬟性化ྜ≀のゎᯒおよび᪂つᶵ⬟性㣗ရ開発のためのゎᯒ 䕿 䕿

ᒣ本䚷Ṍ ඵᡞᅪ域の発㓝㣗ရ業⏺活性化を目的としたඵᡞ䝪タニカ䝹䜲ーストラ䜲䝤ラリープ䝻䝆䜵クト 䕿

⚟ᯇ䚷ᔞ༤ 䝩タ䝔㈅の㈅Ẇを฼⏝したフォトニックナ䝜構㐀体స〇ᡭἲの開発 䕿

㼆 㤿Ώ䚷㱟 㟷᳃┴におけるᘓ築⏘業の活性化とேᮦ育成のためのプ䝻䜾ラム 䕿

Ｇ Ἑᮧ䚷信἞
໭ᮾ໭の㟈⅏᚟⯆・地方๰⏕とコン䝟クトなま䛱䛵䛟りを志向するཧຍᆺ活動についての䜰ク
䝅䝵ン・リ䝃ー䝏

䕿 䕿 䕿

బ⸨䚷೺ 䜸ー䝹㟁化ఫᏯにおける⎔ቃ㟁☢⏺の ᐃと評価 䕿

⚟ᯇ䚷ᔞ༤ 䜲䜸ンᾮ体を活⏝した䝩タ䝔㈅୰⭠⥺からのカ䝗䝭䜴ム㝖ཤᢏ⾡の᳨ウ 䕿

᪂஭䚷ᏹᛅ ⮬↛䜶䝛䝹䜼ーを活⏝した䝬䜲ナー䝯タ䝹ᅇ཰ᢏ⾡の᳨ウ 䕿

㤿Ώ䚷㱟 㟷᳃の෤のᐮさと೺ᗣとのᅉ果関ಀのゎᯒと㟷᳃ᆺ䝻ー・䜶ナ䝆ー・䝝䜴スの開発 䕿 䕿

ᗞ℩䚷୍ோ 䝊䜸ラ䜲トΰྜコンクリートによるཎᏊຊ施設⅏ᐖ᫬のởᰁ対⟇ᮦᩱの開発 䕿

䠩 ྂ㇂୍ᖾ ᴟᚤ⣽㔠ᒓ⢊ᮎを⏝いた㉸高性⬟䝝䜲スの開発 䕿

୰ᮧ჆Ꮥ 㟷᳃┴にỈ⣲䜶䝛䝹䜼ー⏘業を展開させるためのேᕤගྜ成ᮦᩱの開発 䕿 䕿

బ⸨䚷೺ 䜸ー䝹㟁化ఫᏯのప周Ἴ㟁☢⏺⎔ቃの実地ㄪᰝとその改ၿ 䕿

⣽ᕝ㟹 地域䝡ック䝕ータを฼活⏝した㣗とス䝫ー䝒ቑ進に関する研究 䕿 䕿

Ｃ ᪂஭ ᏹᛅ ⮬↛䜶䝛䝹䜼ーを活⏝した䝬䜲ナー䝯タ䝹の高効⋡㟁ゎ᥇取ᢏ⾡の᳨ウ 䕿

䠶 ᗞ℩୍ோ 䝊䜸ラ䜲トΰྜコンクリートによるởᰁ対⟇ᮦᩱの開発 䕿 䕿

୰ᮧ჆Ꮥ 㟷᳃┴にỈ⣲䜶䝛䝹䜼ー⏘業を展開させるためのேᕤගྜ成ᮦᩱの開発㻔Ⅱ㻕 䕿 䕿

బ⸨䚷೺ ప周Ἴ㟁☢⏺分ᕸ ᐃἲの高度化と実地ㄪᰝ 䕿

⣽ᕝ㟹 タ䝤䝺ット➃ᮎを⏝いた地域の㞀がいඣ❺向け᭩෗・᭩㐨学⩦䝅ス䝔ムに関する研究 䕿

䠶 ᗞ℩୍ோ 䝊䜸ラ䜲トΰྜコンクリートによるởᰁ対⟇ᮦᩱの開発 䕿 䕿

年度 ᡤ䚷ᒓ Ặ䚷ྡ プ䝻䝆䜵クトྡ
地域志向のキー䝽ー䝗

㻴27

㻳

㻱

㻯

㻴2㻤

䠡

Ｃ

䠶

㻴2㻥

㻴30

䠡

䠡
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４．社会貢献 

4.1．事業の目的 

本校は、こ䜜までもᑠ୰学⏕対㇟のබ開講ᗙの௚、社会ேのேᮦ育成事業や、⌮科教員研ಟ

会を実施してきた。また、学外へのฟ๓ᤵ業も、ᗂ⛶ᅬから୰学校までせㄳに応䛨て行っている。

しかしながら、බ開講ᗙの内容と地域ニーズのྜ⮴や、ฟ๓ᤵ業実施ྍ⬟な教員ᩘなど見┤す

䜉きとこ䜝がከ䚻ある。本事業では、地域ニーズに対応した䜰䜴トリー䝏活動の推進を目的とする。

なお、こ䜜らの活動に学⏕が⿵ຓ員としてྠ行することにより教育的効果もᮇᚅする。 

 また、本校は、ඵᡞᕷጜጒ㒔ᕷや୕ἑ⡿㌷基地内の高校⏕との஺ὶを✚ᴟ的に行い、地域の

ᅜ㝿஺ὶのᣐⅬになっている。௒ᚋ、本校でのᅜ㝿஺ὶ事業はより活発に実施するணᐃである。

また、ほගのみなら䛪୕ἑ⡿㌷基地や᪥本ཎᏊຊ研究開発ᶵ構㟷᳃研究開発センターなどከ䛟

の外ᅜேの᮶ゼがあることから、地域のᅜ㝿化を進めることも㔜せである。本事業では、地域⮬἞

体と༠ຊしてᅜ㝿஺ὶಁ進と⾤の䜾䝻ーバ䝹化の実現を目的とする。さらに、ඵᡞᕷの地域䝅ンク

タンクとして設置さ䜜ている、ᕷ内の３高等教育ᶵ関が連携したඵᡞᕷ㒔ᕷ研究᳨ウ会等におい

て地域ㄢ㢟を᳨ウし、ᨻ⟇ᥦゝを行うことで地域貢献を実現する。 

  

4.2. 実施内容 

本事業の社会貢献分野における達成目標は、 

１）බ開講ᗙの充実と活性化 

２）ฟ๓ᤵ業の充実 

３）図᭩㤋におけるᑓ㛛図᭩の充実と୍⯡開ᨺ 

４）䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼  

により、地域ニーズに対応した䜰䜴トリー䝏活動を推進し、地域⮬἞体と༠ຊしてᅜ㝿஺ὶಁ進と

⾤の䜾䝻ーバ䝹化を実現し、ඵᡞᕷの地域䝅ンクタンクとして設置さ䜜ているඵᡞᕷ㒔ᕷ研究᳨

ウ会等において地域ㄢ㢟を᳨ウし、ᨻ⟇ᥦゝを行うことで地域貢献を実現することである。平成２

䠒年度～平成３䠌年で、次の取り組みを行った。 

 

䛆平成２䠒年度䛇 

䠄１） ฟ๓ᤵ業䝔ー䝬の充実のために᪂つに 5 ௳の䝔ー䝬開発を行い、୍㒊の䝔ー䝬は実㝿にฟ

๓ᤵ業を行った。 

䠄２） ඵᡞᕷ教育委員会社会教育ㄢと連携した事業やඵᡞᕷのᚋ᥼をཷけた事業を含め、බ開講

ᗙ 11 ௳、ฟ๓ᤵ業 6 ௳を実施した。 

䠄３） 地域社会に向けた高ᑓ発信のᶵ会として、ඵᡞᕷのᚋ᥼をᚓて、᪂たにඵᡞᕷ内の地域ほ

ග஺ὶ施設において「ඵᡞ高ᑓま䛱なかᩥ化⚍」䠄平成２䠒年１２᭶１４᪥）を開催し、ከ䛟の学

⏕が運営に携䜟った。 

䠄４） ඵᡞ高ᑓ≀㉁ᕤ学科教員とඵᡞᕷ内୰学校教員とが講ᖌとなり、୰学⏕を対㇟としたඵᡞ

ᕷ内୰学校との連携事業「化学の学校」が本校において開催さ䜜、₇示実㦂２䝔ー䝬と㑅ᢥ

実㦂１䠑䝔ー䝬が実施さ䜜た。 

䠄䠑） 地域の高等教育ᶵ関の連携によるฟ๓ᤵ業の展開についてඵᡞᕷ教育委員会と༠㆟を行
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い、実施における㈈ᨻ的ᨭ᥼の実現方ἲについて᳨ウさ䜜た。 

䠄䠒） 図᭩㤋は、平成２䠑年度に改ಟが行䜟䜜、஺ὶ室といったス䝨ースが設けら䜜るなど、地域に

対して䜸ープンな施設に⏕ま䜜ኚ䜟った。平成２䠒年度の学外฼⏝者ᩘは 154 ྡとなった。 

䠄䠓） 図᭩㤋で、᪂つに「ᢏ⾡」分野の᭩⡠ 15㻥 ෉、㈨᱁ヨ㦂᭩ 106 ෉をཷけධ䜜た。 

䠄䠔） 平成２䠒年度のඵᡞᕷ㒔ᕷ研究᳨ウ会の䝔ー䝬「ඵᡞᕷのリ䝜䝧ー䝅䝵ンᡓ␎にಀるㄪᰝ研

究には、本校からは教員２ྡがὴ㐵さ䜜、ㄪᰝ研究に携䜟った。本成果とඵᡞᕷ内関ಀᶵ関

とのே的䝛ット 䝽ークは、௒ᚋの地域志向科目充実への貢献にᮇᚅできる。 

䠄䠕） 䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼として、ඵᡞᕷ内ᑠ学校やබẸ㤋で、「␃学⏕と㐟䜌う」などのฟ

๓ᤵ業を 4 ௳実施した。また、「ま䛱なかᩥ化⚍」で、␃学⏕によるẕᅜᩥ化の⤂௓を行った。 

 

䛆平成２䠓年度䛇 

䠄１） ฟ๓ᤵ業䝔ー䝬の充実のために᪂つに 11 ௳の䝔ー䝬開発を行い、୍㒊の䝔ー䝬は実㝿に

ฟ๓ᤵ業を行った。 

䠄２） ඵᡞᕷ教育委員会社会教育ㄢと連携した事業やඵᡞᕷのᚋ᥼をཷけた事業を含め、බ開講

ᗙ 13 ௳、ฟ๓ᤵ業 㻤 ௳を実施した。 

䠄３） 学外関ಀᶵ関との連携の成果として、ඵᡞᕷ୰ᚰ⾤のコ䝭ュニ䝔䜱施設において平成２䠒年度

⛅か らẖ᭶ 1 ᅇ開催さ䜜ている「䝃䜲䜶ンス・ナ䜲ト」の௻画・ཧຍを⥅⥆して実施している。 

䠄４） ඵᡞᕷのᚋ᥼のもと「ま䛱なか高ᑓ⚍」を実施した。 

䠄䠑）ඵᡞᕷ㒔ᕷ研究᳨ウ会に本校教員２ྡをὴ㐵した。 

䠄䠒） 図᭩㤋で、᪂つに「ᢏ⾡」分野の᭩⡠ 250 ෉、㈨᱁ヨ㦂᭩ 23 ෉をཷけධ䜜た。また、図᭩㤋

の学外฼⏝者ᩘは 㻤㻥0 ྡとなった。 

䠄䠓） ඵᡞᕷの「本のま䛱」構᝿の༠ྠ実現のための方⟇として、本校の୙せ図᭩のᕷ内における

有効活⏝について、関ಀ㒊⨫が༠㆟を行った。 

䠄䠔） ᅜ㝿஺ὶ事業に関して、平成２䠓年䠑᭶下᪪にඵᡞᕷ教育委員会と構成さ䜜た୰ᅜ⹒ᕞᕷゼ

ၥᅋの୍員として本校教員２ྡがཧຍした。ᖐᅜᚋ、⹒ᕞ⌮ᕤ኱学と┦஫஺ὶに関するぬ᭩

を஺䜟し、୰学᫬௦から高ᑓ᫬௦と⥅⥆して୰ᅜをゼၥする体制が整䛘ら䜜つつある。 

䠄䠕） 䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼として、ඵᡞᕷ内බẸ㤋等で、「␃学⏕と㐟䜌う」などのฟ๓ᤵ業 3

௳、බ開講ᗙ 2 ௳を実施した。また、「ま䛱なかᩥ化⚍」で、␃学⏕によるẕᅜᩥ化の⤂௓を

行った。 

 

䛆平成２䠔年度䛇 

䠄１） ฟ๓ᤵ業䝔ー䝬の充実のために᪂つに 10 ௳の䝔ー䝬開発を行い、୍㒊の䝔ー䝬は高ᑓ

Wee㼗 ᮇ間୰に体㦂䝤ースᙧᘧで実㝿にฟ๓ᤵ業を行った。 

䠄２）ඵᡞᕷ教育委員会社会教育ㄢと連携した事業やඵᡞᕷのᚋ᥼をཷけた事業を含め、実㝿に、

බ開講ᗙ 12 ௳、ฟ๓ᤵ業䠓௳を実施した。 

䠄３） 11 ᭶ 23 ᪥から 5 ᪥間で、地域への周知を目的とした高ᑓ Wee㼗 を展開し、本事業の「୰間

報告会」と「ま䛱なかᩥ化⚍」を実施した。 

䠄４） 図᭩㤋で、᪂つに「ᢏ⾡」分野の᭩⡠ 153 ෉、㈨᱁ヨ㦂᭩ 㻤6 ෉をཷけධ䜜た。また、図᭩㤋

の学外฼⏝者ᩘは 7㻥㻥 ྡとなった。 
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䠄䠑） ඵᡞᕷの「本のま䛱」構᝿の༠ྠ実現の୍⎔として、高ᑓ Wee㼗 ୰に、本校の図᭩㤋༞業本

のྂ本ᕷを実施した。また、ඵᡞ䝤ックセンターと連携して、「䜂とᲴ㑅᭩」の௻画と「䜰カ䝕䝭

ック・トーク」を行った。 

䠄䠒） ඵᡞᕷ㒔ᕷ研究᳨ウ会の「地域リ䝜䝧ー䝅䝵ンによる䝦䝹ス㻛䜶コ・䝒ーリズムの᣺⯆」の䝔ー

䝬に教員 2 ྡをὴ㐵した。 

䠄䠓） 䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼として、ඵᡞᕷ内බẸ㤋等で、「␃学⏕と㐟䜌う」などのฟ๓ᤵ業 3

௳、බ開講ᗙ 1 ௳を実施した。また、「ま䛱なかᩥ化⚍」で、␃学⏕によるẕᅜᩥ化の⤂௓を

行った。 

 

䛆平成２䠕年度䛇 

䠄１） ฟ๓ᤵ業䝔ー䝬の充実のために᪂つに 11 ௳の䝔ー䝬開発を行い、୍㒊の䝔ー䝬は「ま䛱な

かᩥ化⚍」や「クリス䝬ス䝺ク䝏䝱ー」で実㝿にฟ๓ᤵ業を行った。 

䠄２） ඵᡞᕷ教育委員会との連携事業やඵᡞᕷのᚋ᥼事業を含め、実㝿に、බ開講ᗙ 㻥 ௳、ฟ๓

ᤵ業 13 ௳を実施した。 

䠄３） 12 ᭶に、➨ 4 ᅇ「ま䛱なかᩥ化⚍」と୰学校教員対㇟の「クリス䝬ス䝺ク䝏䝱ー」を実施した。 

䠄４） 図᭩㤋で、᪂つに「ᢏ⾡」分野の᭩⡠ 167 ෉、㈨᱁ヨ㦂᭩ 30 ෉をཷけධ䜜た。また、図᭩㤋

の学外฼⏝者ᩘは 7㻤7 ྡとなった。 

䠄䠑） 「本のま䛱ඵᡞ」の୍⎔として、ඵᡞᕷ教育委員会では、ඵᡞᕷ立ᑠ学校と┴立≉別ᨭ᥼学

校ᑠ学㒊の全ඣ❺に、ᕷ内᭩ᗑで౑⏝できる「䝬䜲䝤ッククー䝫ン」を㓄௜している。䝬䜲䝤ッ

ククー䝫ンと୍⥴に㓄௜する「䝤ックリスト」の㑅᭩を行った。また、「䝬䜲䝤ッククー䝫ン事業」の

୍⎔として、ඵᡞᕷのᑠ学校で「䝤ックトーク」を行った。さらにඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」、「䜰カ䝕䝭ックトーク」、「本のま䛱ㄞ᭩会」を行った。 

䠄䠑） 䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼として、ඵᡞᕷ内ᑠ学校とබẸ㤋で、ฟ๓ᤵ業「␃学⏕と㐟䜌う」を

3 ௳実施した。また、「ま䛱なかᩥ化⚍」で、␃学⏕によるẕᅜᩥ化の⤂௓を行った。 

 

䛆平成３䠌年度䛇 

䠄１） ඵᡞᕷ教育委員会との連携事業やඵᡞᕷのᚋ᥼事業を含め、実㝿に、බ開講ᗙ 㻤 ௳、ฟ๓

ᤵ業 26 ௳を実施した。 

䠄２） 12 ᭶に、➨ 5 ᅇ「ま䛱なかᩥ化⚍」と୰学校教員対㇟の「クリス䝬ス䝺ク䝏䝱ー」を実施した。ま

た、平成 30 年度から「ま䛱なかᩥ化⚍」はඵᡞᕷ教育委員会とのඹ催で実施することとした。

さらに、「ま䛱なかᩥ化⚍ 㼕㼚 ὠ㍍䠄㟷᳃）」、「ま䛱なかᩥ化⚍ 㼕㼚 ὠ㍍䠄ᘯ๓）」を実施した。 

䠄３） 図᭩㤋で、᪂つに「ᢏ⾡」分野の᭩⡠４１෉をཷけධ䜜た。また、図᭩㤋の学外฼⏝者ᩘは䠑

１䠕ྡとなった。 

䠄４） 「䝬䜲䝤ッククー䝫ン事業」の୍⎔として、「䝤ックリスト」の㑅᭩とඵᡞᕷ内の 10 ᑠ学校で「䝤ッ

クトーク」を行った。さらにඵᡞ䝤ックセンター連携௻画「䜂とᲴ㑅᭩」、「本のま䛱ㄞ᭩会」を行

った。 

䠄䠑） 䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼として、ඵᡞᕷ内ᑠ学校とබẸ㤋で、ฟ๓ᤵ業「␃学⏕と㐟䜌う」を

3 ௳実施した。また、「ま䛱なかᩥ化⚍」で、␃学⏕によるẕᅜᩥ化の⤂௓を行った。「ま䛱なか

ᩥ化⚍ 㼕㼚 ὠ㍍䠄㟷᳃）」、「ま䛱なかᩥ化⚍ 㼕㼚 ὠ㍍䠄ᘯ๓）」でᅜ㝿஺ὶ䜾䝻ーバ䝹事業の⤂
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 Ⅱ.実施報告 

௓を行った。さらに、「ඵᡞ地域における䝝ラ䝹㣗ᩥ化のᬑཬ≧ἣに関するㄪᰝ活動」を行っ

た。 

 

3.3．達成≧ἣ 

㻴31.1.31 現ᅾ 

項目 
㻴26 

年度始め

達成≧ἣ 㻴30 

達成目標㻴27 㻴2㻤 㻴2㻥 㻴30 

බ開講ᗙᐃ員充足⋡ 71.㻥㻑 㻤6.3㻑 㻤2.6㻑 㻥3.0㻑 㻥6.4㻑 100.0㻑

ฟ๓講ᗙ௳ᩘ 6 ௳ 㻤 ௳ 7 ௳ 13 ௳ 26 ௳ 10 ௳

図᭩㤋の学外฼⏝者ᩘ 154 ྡ 㻤㻥0 ྡ 7㻥㻥 ྡ 7㻤7 ྡ 51㻥 ྡ 600 ྡ

 

 

１） බ開講ᗙの充実と活性化 

本校බ開講ᗙは、本事業開始๓䠄平成 25 年度）に、12 講ᗙ開講していた。実施ᚋの䜰ン䜿ート

によると、6 講ᗙが‶足度 100䠂、4 講ᗙが 㻥0䠂௨ୖであり䜋と䜣どの講ᗙがዲ評であった。しか

し、ᐃ員に対するཷ講者ᩘの割ྜが 㻤 割ᮍ‶のものは 6 講ᗙであった。そこで、本事業では、䝔ー

䝬およびＰＲ方ἲの᳨ウ、実施内容の充実を行い、平成 30 年度のᐃ員充足⋡を平ᆒで 100䠂に

設ᐃした。 

平成 26 年度は活動ᮇ間が༙年ᮍ‶であったため、平成 27 年度から地域ニーズに╔目し、䝔

ー䝬の見┤しや内容の充実を行った。ᐃ員充足⋡がపい講ᗙは、地域ニーズにྜ⮴していない

ྍ⬟性があるため、講ᗙを実施しないか、内容をኚ᭦した<⾲ 4-1～⾲ 4-5>。その結果、平成 26

年度から平成 30 年度にかけて講ᗙᩘはῶᑡしたが、平成 30 年度のᐃ員充足⋡は目標್に㏆い

㻥6.4㻑となった<⾲ 4䠉6>。また、平ᆒの‶足ᅇ⟅⋡は全年度で 㻥0㻑を㉸䛘ていた。各講ᗙの内容に

ついて、見┤しや改ၿが進䜣䛰結果、高い‶足度がᚓら䜜た。௨ୖより、බ開講ᗙの充実と活性

化が達成できた。 

 

<⾲ 4-1> 平成 26 年度 බ開講ᗙ୍ぴ 

 

 

 

 

 

᭷ຠᅇ⟅数 ‶㊊ᅇ⟅数 ‶㊊度⋡

1 ᘓタ⎔ቃᕤᏛබ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䚷㻙䜎䛱䛵䛟䜚ㅮ₇㻙 1㻡 1㻢 93㻚8㻑 1㻡 13 8㻢㻚7㻑
2 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ㻭䝁䞊䝇 2㻢 20 130㻚0㻑 2㻡 24 9㻢㻚0㻑
3 ᘓタ⎔ቃᕤᏛබ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䚷㻙䝋䜲䝹䝤䝸䝑䝆䝁䞁䝔䝇䝖㻙 㻢 1㻢 37㻚㻡㻑 㻢 㻡 83㻚3㻑
4 ➨஧✀㟁Ẽᕤ஦ኈᢏ⬟ヨ㦂஦๓ㅮ⩦఍ 11 20 㻡㻡㻚0㻑 10 10 100㻚0㻑
㻡 䝆䝳䝙䜰䝻䝪䝑䝖ᩍᐊ 1㻢 20 80㻚0㻑 1㻢 13 81㻚3㻑
㻢 䝻䜿䝑䝖䛿䛺䛬㣕䜆䛛䚷䡚㻼㻱㼀䝪䝖䝹䝻䜿䝑䝖䝁䞁䝔䝇䝖䡚 11 20 㻡㻡㻚0㻑 11 10 90㻚9㻑
7 ᘓタ⎔ቃᕤᏛබ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䚷㻙䝤䝸䝑䝆䝁䞁䝔䝇䝖㻙 10 1㻢 㻢2㻚㻡㻑 10 9 90㻚0㻑
8 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ㻮䝁䞊䝇 24 20 120㻚0㻑 24 24 100㻚0㻑
9 䝆䝳䝙䜰ᰂ㐨䜽䝸䝙䝑䜽䚷䜲䞁䚷㧗ᑓ 9 20 4㻡㻚0㻑 8 8 100㻚0㻑

10 ᘓタ⎔ቃᕤᏛබ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䚷㻙ᘓ⠏ᶍᆺ㻙 12 1㻡 80㻚0㻑 12 12 100㻚0㻑
11 ᘓタ⎔ቃᕤᏛබ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䚷㻙㜵⅏㻙 3 1㻢 18㻚8㻑 3 3 100㻚0㻑

合計 143 199 71㻚9㻑 140 131 93㻚㻢㻑

䠪䡋 ㅮᗙྡ ᐃဨ ᐃဨ඘㊊⋡
䜰䞁䜿䞊䝖ㄪᰝ

 ཧຍ⪅数
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<⾲ 4-2> 平成 27 年度 බ開講ᗙ୍ぴ 

 

 

<⾲ 4-3> 平成 2㻤 年度 බ開講ᗙ୍ぴ 

 

 

<⾲ 4-4> 平成 2㻥 年度 බ開講ᗙ୍ぴ 

 

 

<⾲ 4-5> 平成 30 年度 බ開講ᗙ୍ぴ 

 

 

  

᭷ຠᅇ⟅数 ‶㊊ᅇ⟅数 ‶㊊度⋡

1 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇㻌බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䠉䜎䛱䛵䛟䜚ㅮ₇䠉 10 1㻢 㻢2㻚㻡㻑 9 㻢 㻢㻢㻚7㻑
2 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ㻌䠝䝁䞊䝇 49 20 24㻡㻚0㻑 4㻢 44 9㻡㻚7㻑
3 ➨஧✀㟁Ẽᕤ஦ኈ 8 20 40㻚0㻑 8 8 100㻚0㻑
4 䝆䝳䝙䜰ᰂ㐨䜽䝸䝙䝑䜽 9 20 4㻡㻚0㻑 9 9 100㻚0㻑
㻡 䝻䜿䝑䝖䛿䛺䛬㣕䜆䛛䡚㻼㻱㼀䝪䝖䝹䝻䜿䝑䝖䝁䞁䝔䝇䝖䡚 2㻢 20 130㻚0㻑 28 2㻢 92㻚9㻑
㻢 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ㻌䠞䝁䞊䝇 31 20 1㻡㻡㻚0㻑 30 29 9㻢㻚7㻑
7 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇㻌බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䠉䝤䝸䝑䝆䝁䞁䝔䝇䝖䠉 4 1㻢 2㻡㻚0㻑 4 4 100㻚0㻑
8 㼀㼞㼕㼜㻌㼠㼛㻌㼠㼔㼑㻌㻳㼍㼘㼍㼤㼥㻦㻭㼐㼢㼑㼚㼠㼡㼞㼑㻌㼕㼚㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 4 20 20㻚0㻑 4 4 100㻚0㻑
9 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇㻌බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䠉ᘓ⠏ᶍᆺ䠉 1㻡 1㻢 93㻚8㻑 14 14 100㻚0㻑

10 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇㻌බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䠉㜵⅏䠉 㻢 1㻢 37㻚㻡㻑 㻢 㻢 100㻚0㻑
11 䝆䝳䝙䜰䝻䝪䝑䝖ᩍᐊ 2㻡 20 12㻡㻚0㻑 2㻡 2㻡 100㻚0㻑
12 ↓⥺㻸㻭㻺䛳䛶䠛䠄⮬Ꮿ䛾↓⥺㻸㻭㻺䛻䜎䛴䜟䜛䛂䛒䜣䛺䛣䛸䚸䛣䜣䛺䛣䛸䛃䛳䛶䠛䠅 3 1㻢 18㻚8㻑 4 4 100㻚0㻑
13 㻾㻱㻭㻰㻌㼠㼛㻌㻭㻯㼀㻍㻍 17 20 8㻡㻚0㻑 1㻢 12 7㻡㻚0㻑

合計 207 240 8㻢㻚3㻑 203 191 94㻚1㻑

䠪䡋 ㅮᗙྡ ᐃဨ ᐃဨ඘㊊⋡
䜰䞁䜿䞊䝖ㄪᰝ

 ཧຍ⪅数

᭷ຠᅇ⟅数 ‶㊊ᅇ⟅数 ‶㊊度⋡

1 3㻰䝟䝈䝹䜢⤌䜏❧䛶䛺䛜䜙䜲䜼䝸䝇䜢▱䜝䛖 8 1㻡 㻡3㻚3㻑 12 9 7㻡㻚0㻑
2 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇㻌බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䠉ᘓ⠏ᶍᆺ䠉 2㻢 1㻢 1㻢2㻚㻡㻑 2㻢 2㻡 9㻢㻚2㻑
3 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ㻌䠝䝁䞊䝇 23 24 9㻡㻚8㻑 22 22 100㻚0㻑
4 ➨஧✀㟁Ẽᕤ஦ኈᢏ⬟ヨ㦂஦๓ㅮ⩦఍ 㻢 20 30㻚0㻑 㻢 㻢 100㻚0㻑
㻡 䝆䝳䝙䜰ᰂ㐨䜽䝸䝙䝑䜽䚷䜲䞁䚷㧗ᑓ 8 20 40㻚0㻑 㻢 㻢 100㻚0㻑
㻢 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇㻌බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䠉Ỉ䛾⎔ቃㄪᰝ䠉 12 10 120㻚0㻑 12 9 7㻡㻚0㻑
7 䠨䠡䠠䛷Ꮫ䜆㟁Ẽ䛾ୡ⏺ 21 20 10㻡㻚0㻑 21 20 9㻡㻚2㻑
8 䝻䜿䝑䝖䛿䛺䛬㣕䜆䛛䡚㻼㻱㼀䝪䝖䝹䝻䜿䝑䝖䝁䞁䝔䝇䝖䡚 2㻡 24 104㻚2㻑 2㻡 22 88㻚0㻑
9 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇㻌බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䠉䝤䝸䝑䝆䝁䞁䝔䝇䝖䠉 11 1㻢 㻢8㻚8㻑 11 11 100㻚0㻑

10 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇㻌බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䠉㜵⅏䠉 8 1㻢 㻡0㻚0㻑 8 8 100㻚0㻑
11 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ㻌䠞䝁䞊䝇 1㻢 24 㻢㻢㻚7㻑 1㻢 1㻢 100㻚0㻑
12 䝆䝳䝙䜰䝻䝪䝑䝖ᩍᐊ 2㻢 2㻡 104㻚0㻑 3㻡 34 97㻚1㻑

合計 190 230 82㻚㻢㻑 200 188 94㻚0㻑

䠪䡋 ㅮᗙྡ ᐃဨ ᐃဨ඘㊊⋡
䜰䞁䜿䞊䝖ㄪᰝ

 ཧຍ⪅数

᭷ຠᅇ⟅数 ‶㊊ᅇ⟅数 ‶㊊度⋡

1 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈㻌䛂䜎䛱䛵䛟䜚ㅮ₇䛃 㻢3 㻡0 12㻢㻚0㻑 31 2㻢 83㻚9㻑
2 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ䚷㻭䝁䞊䝇 23 24 9㻡㻚8㻑 23 23 100㻚0㻑
3  䝆䝳䝙䜰ᰂ㐨䜽䝸䝙䝑䜽䚷䜲䞁䚷㧗ᑓ 7 20 3㻡㻚0㻑 8 8 100㻚0㻑
4 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䛂Ỉ䛾⎔ቃㄪᰝ䛃 㻢 10 㻢0㻚0㻑 㻢 㻢 100㻚0㻑
㻡 䝻䜿䝑䝖䛿䛺䛬㣕䜆䛛䚷䡚㻼㻱㼀䝪䝖䝹䝻䜿䝑䝖䝁䞁䝔䝇䝖䡚 23 24 9㻡㻚8㻑 20 19 9㻡㻚0㻑
㻢 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䛂䝤䝸䝑䝆䝁䞁䝔䝇䝖䛃 1㻢 1㻢 100㻚0㻑 1㻢 1㻢 100㻚0㻑
7 䝆䝳䝙䜰䝻䝪䝑䝖ᩍᐊ 2㻡 2㻡 100㻚0㻑 2㻡 2㻡 100㻚0㻑
8 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈㻌䛂ᘓ⠏ᶍᆺ䛃 12 20 㻢0㻚0㻑 13 13 100㻚0㻑
9 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ䚷㻮䝁䞊䝇 23 24 9㻡㻚8㻑 23 23 100㻚0㻑

合計 198 213 93㻚0㻑 1㻢㻡 1㻡9 9㻢㻚4㻑

䠪䡋 ㅮᗙྡ ᐃဨ ᐃဨ඘㊊⋡
䜰䞁䜿䞊䝖ㄪᰝ

 ཧຍ⪅数

᭷ຠᅇ⟅数 ‶㊊ᅇ⟅数 ‶㊊度⋡

1 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈㻌䛂䜎䛱䛵䛟䜚ㅮ₇䛃 4㻢 㻡0 92㻚0㻑 29 24 82㻚8㻑
2 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈㻌䛂ᘓ⠏ᶍᆺ䛃 2㻢 20 130㻚0㻑 2㻢 23 88㻚㻡㻑
3 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ䚷㻭䝁䞊䝇 23 24 9㻡㻚8㻑 23 22 9㻡㻚7㻑
4 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䛂Ỉ䛾⎔ቃㄪᰝ䛃 12 10 120㻚0㻑 12 12 100㻚0㻑
㻡 䝻䜿䝑䝖䛿䛺䛬㣕䜆䛛䚷䡚㻼㻱㼀䝪䝖䝹䝻䜿䝑䝖䝁䞁䝔䝇䝖䡚 30 24 12㻡㻚0㻑 30 2㻢 8㻢㻚7㻑
㻢 ⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇බ㛤ㅮᗙ䝅䝸䞊䝈䛂䝤䝸䝑䝆䝁䞁䝔䝇䝖䛃 7 1㻢 43㻚8㻑 7 㻢 8㻡㻚7㻑
7 䝆䝳䝙䜰䝻䝪䝑䝖ᩍᐊ 24 2㻡 9㻢㻚0㻑 24 24 100㻚0㻑
8 䝯䜹㼚㼛䝽䞊䝹䝗య㦂ሿ䚷㻮䝁䞊䝇 18 24 7㻡㻚0㻑 18 18 100㻚0㻑

合計 18㻢 193 9㻢㻚4㻑 1㻢9 1㻡㻡 91㻚7㻑

䠪䡋 ㅮᗙྡ ᐃဨ ᐃဨ඘㊊⋡
䜰䞁䜿䞊䝖ㄪᰝ

 ཧຍ⪅数
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 Ⅱ.実施報告 

<⾲ 4-6> 各年度のබ開講ᗙᩘとᐃ員充足⋡・‶足ᅇ⟅⋡ 

年度 㻴26 㻴27 㻴2㻤 㻴2㻥 㻴30 

講ᗙᩘ 11 13 12 㻥 㻤 

ᐃ員ᩘྜ計 1㻥㻥 240 230 213 1㻥3 

ཧຍ者ᩘ 143 207 1㻥0 1㻥㻤 1㻤6 

ᐃ員充足⋡ 71.㻥㻑 㻤6.3㻑 㻤2.6㻑 㻥3.0㻑 㻥6.4㻑 

‶足ᅇ⟅⋡ 㻥3.6㻑 㻥4.1㻑 㻥4.0㻑 㻥6.4㻑 㻥1.7㻑 

 

２） ฟ๓ᤵ業の充実 

ᑠ୰学校からの高ᑓฟ๓ᤵ業の実施せᮃは年䚻高䛟なってきており、実施⤒㦂のある学校にお

いては⩣年度の実施もせồさ䜜ることがከい。しかしながら、対応ྍ⬟な䝔ー䝬を有している教員

は㝈ら䜜ていた。本事業では、教員の地域志向性を高めることと⮬㌟のᑓ㛛分野の教育ຊ向ୖを

目的として、平成 30 年度までに、「①ฟ๓ᤵ業の䝔ー䝬を教員の 㻤 割が有すること」、「②実施ᅇ

ᩘを年間 10 ᅇ௨ୖ䠄平成 25 年度 6 ᅇ）にすること」、「③ᑠ୰学校のฟ๓ᤵ業はඵᡞᕷ教育委員

会から୍ᣓして委クさ䜜ること」、を実現するため活動を行った。 

 「①ฟ๓ᤵ業の䝔ー䝬を教員の 㻤 割が有すること」では、平成 26 年度から平成 2㻥 年度まで、学

科 2 ྡ⛬度の教員が᪂つ䝔ー䝬の開発を行った<⾲ 4-7>。平成 30 年度では、全教員 63 ྡのう

䛱、もともと䝔ー䝬をᣢっていた教員と᪂つ䝔ー䝬を開発した教員をあ䜟せると 50 ྡとなった。䝔ー

䝬ಖ有⋡は 7㻥.4㻑であり、目標とした 㻤0㻑を䜋䜌達成できた<⾲ 4-㻤>。「②実施ᅇᩘを年間 10 ᅇ௨

ୖ䠄平成 25 年度 6 ᅇ）にすること」では、は䛨めは᪂つ䝔ー䝬開発をඃඛして進め、䝔ー䝬ᩘをቑ

やしたᚋから実施ᅇᩘをቑやしていった。᪂つ䝔ー䝬開発をඃඛした平成 2㻤 年度までは、実施ᅇ

ᩘは 10 ᅇᮍ‶であったが、平成 2㻥 年度௨㝆は 10 ᅇ௨ୖのฟ๓ᤵ業を実施できた<⾲ 4-㻥～⾲

4-13>。「③ᑠ୰学校のฟ๓ᤵ業はඵᡞᕷ教育委員会から୍ᣓして委クさ䜜ること」では、᏶全に

୍ᣓ委クさ䜜ていないが、平成 30 年度から「ま䛱なかᩥ化⚍」はඵᡞᕷ教育委員会との連携事業

となり、その୰で୍㒊のฟ๓ᤵ業を実施することとした。௨ୖより、ฟ๓ᤵ業の充実はᴫ䛽達成で

きた。 

 ࢺࢫࢸࣥࢥࢪࢵࣜࣈ ቃㄪᰝ⎔ࡢㅮ₇ Ỉࡾࡃ࡙ࡕࡲ

 ࠿ࡪ㣕ࡐ࡞ࡣࢺࢵࢣࣟ
㹼PET  㹼ࢺࢫࢸࣥࢥࢺࢵࢣࣟࣝࢺ࣎

࣓࢝ no య㦂ሿࢻ࣮ࣝ࣡ A 
ᮦᩱࡢᙉࢆࡉㄪ࠺ࡼ࡭ 

 ᩍᐊࢺࢵ࣎ࣟ࢔ࢽࣗࢪ
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<⾲ 4-7> 㻯㻻㻯 ฟ๓ᤵ業開発୍ぴ 

 

  

年度 科㻛コース 䝔ー䝬ྡ 実施㈐௵者 実施᪥

「ග」を䝔ー䝬としたᑠ୰学⏕向けฟ๓ᤵ業
䠄計画ཬび教ᮦ開発）

୹㷏䚷㝯⿱ 2015㻛4㻛2㻥䚷ฟ๓ᤵ業

␃学⏕のẕᅜᩥ化をఏ䛘るฟ๓ᤵ業
䇷୕ඵ地༊ᑠ学⏕を対㇟としたᅜ㝿஺ὶ䇷

㰻䚷㯞Ꮚ 2015㻛2㻛1㻥䚷ฟ๓ᤵ業

㟷᳃┴✵ ྐに╔目したබ開講ᗙ・ฟ๓ᤵ業䝔ー䝬の⪃
ᐹ

ᕤ⸨䚷㝯⏨

ᣢ⥆ྍ⬟な地域のᏊども向けබ開講ᗙを指向した
ᕤస教ᮦの᳨ウヨస

⣽ᕝ䚷㟹

Ｃ ㌟㏆な現㇟を化学で再現 㰺⸨䚷㈗அ

䜲䜼リスྐを学䜆～「ୡ⏺のᕤሙ」から「ୡ⏺の㖟行」へ～ బ⸨⣧
2016㻛6㻛5䚷බ開講ᗙ
2016㻛12㻛26䚷ま䛱なかᩥ化⚍

ᅜ㝿化᫬௦の┳ㆤ䠄་⒪）とᕤ学の連携について 平ᕝṊᙪ 2015㻛12㻛13䚷ฟ๓ᤵ業

㢼ຊ発㟁を体㦂してみよう ྜྷ⏣㞞᫛ 2015㻛㻥㻛㻥䚷ฟ๓ᤵ業

䝻䝪ットの୰をないてみよう ⓑ⏣⪽ 2015㻛12㻛13䚷ま䛱なかᩥ化⚍

Ⰽ䚻な㔠ᒓの組織を㢧ᚤ㙾でないてみよう ྂ㇂୍ᖾ
௬᝿現実ᢏ⾡の体㦂学⩦「㌟㏆なㄢ㢟をゎỴするክ」
ᥦ案䝽ーク䝅䝵ップ

⣽ᕝ㟹 2015㻛12㻛13䚷ま䛱なかᩥ化⚍

い䜝い䜝なගのୡ⏺㼕㼚㟁Ẽ情報分野
～≉ᐃのⰍのගをసる䠃᥈す～

⛅⏣ᩄᏹ
2016㻛㻤㻛㻥䚷බ開講ᗙ
2016㻛12㻛26～27䚷ま䛱なかᩥ化⚍

化学反応による஧㓟化Ⅳ⣲の発⏕ 㛗㇂ᕝ❶ 㻴2㻥クリス䝬ス䝺ク䝏䝱ー

⡆᫆㢧ᚤ㙾で⢏Ꮚのୡ⏺をほᐹする 本間ဴ㞝 2016㻛12㻛26～27䚷ま䛱なかᩥ化⚍

Ỉの⎔ቃㄪᰝ ▮ཱྀ῟୍
2016㻛㻤㻛6䚷බ開講ᗙ
2016㻛12㻛27䚷ま䛱なかᩥ化⚍

䜖䜜を科学する ༡䚷ᑘே
2015㻛10㻛24䚷ฟ๓ᤵ業
2016㻛12㻛26䚷ま䛱なかᩥ化⚍

㤶ᩱをసってみよう䚷～䜶ス䝔䝹のྜ成～ ⳥地ᗣ᫛
⣒であそ䜌う ୰ᮧ⨾㐨 2016㻛12㻛10䚷ฟ๓ᤵ業

⡆᫆ග㡢ኌ㏻信⿦置のヨస体㦂 㒌⚟会 2016㻛12㻛26～27䚷ま䛱なかᩥ化⚍

見䛘ないὶ䜜をどる・ほる・デる ᳃኱♸ 2016㻛12㻛26～27䚷ま䛱なかᩥ化⚍

ᑠᆺ䢏䡬䡼をつかった㟁Ꮚᕤస体㦂 野୰ᓫ 㻴2㻥ま䛱なかᩥ化⚍

ኳ✵のᇛラ䝢ュタの㣕行▼䠛䠛
䠉ᐂにᾋ䛟≀㉁、㉸ఏᑟと☢▼の୙ᛮ㆟な関ಀー

୰ᮧ჆Ꮥ 㻴2㻥ま䛱なかᩥ化⚍

実㦂でᴦしむ㣗䜉≀の୙ᛮ㆟ ᒣ本Ṍ
体にⰋい成分を᳨ฟしてみよう బ⸨ஂ⨾Ꮚ 2016㻛12㻛27䚷ま䛱なかᩥ化⚍

ᑠᕝཎ†と䝅䝆䝭のはなし ⸨ཎᗈ࿴
ὶ䜜の䜅し䛞 ୸ᒸ᫭ 2016㻛12㻛26～27䚷ま䛱なかᩥ化⚍

␃学⏕と㐟䜌う-␃学⏕のẕᅜᩥ化をఏ䛘るฟ๓ᤵ業 㰻䚷㯞Ꮚ
2017㻛2㻛25䚷ฟ๓ᤵ業
2015㻛12㻛13䚷ま䛱なかᩥ化⚍
2016㻛12㻛26䚷ま䛱なかᩥ化⚍

プ䝻䜾ラ䝭ン䜾ってఱ䛰䜝う䠛
-㻹㼕㼚e㼏㼞㼍㼒㼠を౑ってみ䜣なで㐟びながら学䜌う-

୹⩚䚷㝯⿱ 㻴2㻥ま䛱なかᩥ化⚍

コン䝟スとᐃつでస図をしよう． ࿴⏣䚷࿴ᖾ 㻴2㻥ま䛱なかᩥ化⚍

外で学䜌う地域のṔྐ䚷～ྂいᘓ≀の㚷㈹ἲ～ ୰ᮧ䚷Ὀᮁ

䠩
映画の᧜ᙳ現ሙに₯ධ䟿䟿
～コン䝢ュータ映ീᢏ⾡を౑った୙ᛮ㆟体㦂～

஭関䚷♸ஓ
㻴2㻥ま䛱なかᩥ化⚍
㻴30ま䛱なかᩥ化⚍䠄㼕㼚ὠ㍍）

発ග䝎䜲䜸ー䝗䠄㻸㻱㻰）䠈ኴ㝧ග䝟䝛䝹を౑ったおもし䜝実㦂 ᕤ⸨䚷᠇ᫀ
ᾮᬗ䝔䝺䝡って、どうなってるの䠛
䚷～ ᾮᬗの୙ᛮ㆟な㨩ຊ ～

ᯇᶫ䚷信明 㻴2㻥クリス䝬ス䝺ク䝏䝱ー

㌟のᅇりの䜰䝭䝜㓟を᥈せ䟿 ᕝཱྀ䚷ᜨᮍ 㻴2㻥ま䛱なかᩥ化⚍

㌟㏆にある྾Ỉ性高分Ꮚで㐟䜌う ⚟ᯇ䚷ᔞ༤ 㻴2㻥ま䛱なかᩥ化⚍

地㟈Ἴとは䠛プ䝺ート運動と内㝣地㟈 ᮡ⏣䚷ᑦ⏨
ᅵのኚᙧ Ύཎ䚷㞝ᗣ

㻳䠖⥲ྜ科学教育科䚷㻹䠖ᶵᲔ䝅ス䝔ム䝕䝄䜲ンコース䚷㻱㻦㟁Ẽ情報ᕤ学コース䚷㻹㻦䝬䝔リ䜰䝹･バ䜲䜸ᕤ学コース䚷㼆䠖⎔ቃ㒔ᕷ・ᘓ築䝕䝄䜲ンコース

㻴2㻤

㻴2㻥

Ｇ

䠡

Ｃ

䠶

Ｇ

䠩

䠡

Ｃ

䠶

䠶

㻴26

㻳

䠡

Ｇ

䠩

㻴27 䠡

Ｃ
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Ⅱ.実施報告 
 

<⾲ 4-㻤> ฟ๓ᤵ業䝔ー䝬ಖ有⋡୍ぴ 

 

 

 

 

⌧⫋ྡ Ặྡ
ฟ๓ᤵᴗ

䝛䝍᭷
䝔䞊䝬ྡ ᑠ計

๭合

㻔䡶䡬䡹ู㻕

๭合

㻔඲య㻕

1 1 ᩍᤵ Ἑᮧ䚷ಙ἞

2 2 ᩍᤵ ᡞ⏣ᒣ䚷䜏䛹䜚 䕿 ୡ⏺䛾Ꮚ䛹䜒䛾㐟䜃䛸ㄞ䜏⪺䛛䛫䚸䝤䝑䜽䝖䞊䜽

3 3 ᩍᤵ 㜿㒊䚷ᜨ

4 4 ᩍᤵ ⳥ᆅ䚷ᗣ᫛ 䕿
㤶ᩱ䜢స䛳䛶䜏䜘䛖䚷䡚䜶䝇䝔䝹䛾合ᡂ䡚
໬Ꮫ཯ᛂ䛻䜘䜛஧㓟໬Ⅳ⣲䛾Ⓨ⏕

㻡 㻡 ᩍᤵ 㧘ᶫ䚷せ

㻢 㻢 ᩍᤵ ᶓ⏣䚷ᐇୡ

7 7 ෸ᩍᤵ ⼎ྡ䚷ㅬ୍ 䕿 䝆䝳䝙䜰ᰂ㐨䜽䝸䝙䝑䜽

8 8 ෸ᩍᤵ 㤿ῲ䚷㞞⏕

9 9 ෸ᩍᤵ 㤿ሙ䚷⛅㞝

10 10 ෸ᩍᤵ 㰻䚷㯞Ꮚ 䕿 ␃Ꮫ⏕䛾ẕᅜᩥ໬䜢ఏ䛘䜛ฟ๓ᤵᴗ

11 11 ෸ᩍᤵ ⳥ụ䚷⛅ኵ 䕿 㻾㻱㻭㻰㻌㼠㼛㻌㻭㻯㼀㻍㻍

12 12 ෸ᩍᤵ ྜྷ⏣䚷㞞᫛ 䕿 㢼ຊⓎ㟁䜢య㦂䛧䛶䜏䜘䛖

13 13 ෸ᩍᤵ ୰ᮧ䚷⨾㐨 䕿 ⣒䛷䛒䛭䜌䛖

14 14 ෸ᩍᤵ ୹㷏䚷㝯⿱ 䕿

䛂ග䛃䜢䝔䞊䝬䛸䛧䛯ᑠ୰Ꮫ⏕ྥ䛡ฟ๓ᤵᴗ

䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾䛳䛶ఱ䛰䜝䛖䠛

㻙㻹㼕㼚㼑㼏㼞㼍㼒㼠䜢౑䛳䛶䜏䜣䛺䛷㐟䜃䛺䛜䜙Ꮫ䜌䛖㻙

1㻡 1㻡 ෸ᩍᤵ 䝬䜲䜿䝹䞉䝰䝸䝇

1㻢 1㻢 ຓᩍ ᕝ➃䚷Ⰻ௓

17 17 ຓᩍ ⱝ⊃䚷ᑛ⿱ 䕿 ḟ✵䜢㉸䛘䛯୙ᛮ㆟䛺✵㛫

18 18 ຓᩍ ࿴⏣䚷࿴ᖾ 䕿 䝁䞁䝟䝇䛸ᐃつ䛷సᅗ䜢䛧䜘䛖䠊

19 19 ຓᩍ ୰ᮧ䚷Ὀᮁ 䕿 እ䛷Ꮫ䜌䛖ᆅᇦ䛾Ṕྐ䚷䡚ྂ䛔ᘓ≀䛾㚷㈹ἲ䡚

20 1 ᩍᤵ ㉥ᇉ䚷཭἞ 䕿 ᩥ㙠䜢䛴䛟䜝䛖

21 2 ᩍᤵ Ṋᑿ䚷ᩥ㞝 䕿 ᮦᩱ䛾ᙉ䛥䜢ㄪ䜉䜘䛖

22 3 ᩍᤵ ἑᮧ䚷฼ὒ 䕿 ✵Ẽ◙䛸䛭䛾ὶ䜜

23 4 ෸ᩍᤵ ᮧᒣ䚷࿴⿱ 䕿 䝻䝪䝑䝖䜢ື䛛䛭䛖

24 㻡 ෸ᩍᤵ ྂ㇂䚷୍ᖾ 䕿 Ⰽ䚻䛺㔠ᒓ䛾⤌⧊䜢㢧ᚤ㙾䛷な䛔䛶䜏䜘䛖

2㻡 㻢 ෸ᩍᤵ ᳃䚷኱♸ 䕿 ぢ䛘䛺䛔ὶ䜜䜢ど䜛䞉ほ䜛䞉デ䜛

2㻢 7 ㅮᖌ 㯮ἑ䚷ᛅ㍤ 䕿 㗪㐀䛷㢼㕥䜢స䛳䛶䜏䜘䛖

27 8 ຓᩍ 㒌䚷⚟఍ 䕿 ⡆᫆ග㡢ኌ㏻ಙ⿦⨨䛾ヨసయ㦂

28 9 ຓᩍ ⓑ⏣䚷⪽ 䕿 䝻䝪䝑䝖䛾୰䜢な䛔䛶䜏䜘䛖

29 10 ෸ᩍᤵ ஭㛵䚷♸ஓ 䕿
ᫎ⏬䛾᧜ᙳ⌧ሙ䛻₯ධ䟿䟿

䡚䝁䞁䝢䝳䞊䝍ᫎീᢏ⾡䜢౑䛳䛯୙ᛮ㆟య㦂䡚

30 11 ຓᩍ ྂᕝ䚷㷹☻ 䕿 3㻰㻙㻯㻭㻰䜢య㦂䛧䜘䛖

31 1 ᩍᤵ ᕤ⸨䚷᠇ᫀ 䕿 Ⓨග䝎䜲䜸䞊䝗䠄㻸㻱㻰䠅䠈ኴ㝧ග䝟䝛䝹䜢౑䛳䛯䛚䜒䛧䜝ᐇ㦂

32 2 ᩍᤵ ᯇᶫ䚷ಙ᫂ 䕿
ᾮᬗ䝔䝺䝡䛳䛶䚸䛹䛖䛺䛳䛶䜛䛾䠛

䚷䡚㻌ᾮᬗ䛾୙ᛮ㆟䛺㨩ຊ㻌䡚

33 3 ᩍᤵ 㔩㇂䚷༤⾜ 䕿 䝣䝹䜹䝷䞊㻸㻱㻰Ⅼⅉᅇ㊰䜢䛴䛟䜝䛖

34 4 ᩍᤵ ୰䝜䚷䚷ຬே

3㻡 㻡 ᩍᤵ ⇃㇂䚷㞞⨾

3㻢 㻢 ᩍᤵ 㔝୰䚷ᓫ 䕿 ᑠᆺ䢏䡬䡼䜢䛴䛛䛳䛯㟁Ꮚᕤసయ㦂

37 7 ෸ᩍᤵ ୰ᮧ䚷჆Ꮥ 䕿
ኳ✵䛾ᇛ䝷䝢䝳䝍䛾㣕⾜▼䠛䠛

䠉ᐂ䛻ᾋ䛟≀㉁䚸㉸ఏᑟ䛸☢▼䛾୙ᛮ㆟䛺㛵ಀ䞊

38 8 ෸ᩍᤵ బ⸨䚷೺ 䕿 ㌟䛾ᅇ䜚䛾㟁☢⏺䜢 䜛

39 9 ෸ᩍᤵ ⣽ᕝ䚷㟹 䕿
௬᝿⌧ᐇᢏ⾡䛾య㦂Ꮫ⩦䛂㌟㏆䛺ㄢ㢟䜢ゎỴ䛩䜛ክ䛃

ᥦ᱌䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥

40 10 ຓᩍ 㙊⏣䚷㈗ᬕ

41 11 ຓᩍ బ䚻ᮌ䚷ಟᖹ 䕿 䝆䝳䝙䜰䝻䝪䝑䝖ᩍᐊ

42 1 ᩍᤵ బ䚻ᮌ䚷᭷ 䕿 ⨾ⓑ໬⢝ရ䜢໬Ꮫ䛷ㄞ䜏ゎ䛔䛶䜏䜘䛖

43 2 ᩍᤵ ୰ᮧ䚷㔜ே 䕿 ᡭస䜚㙾䜢䛴䛟䜝䛖

44 3 ᩍᤵ ᯇᮏ䚷ඞᡯ 䕿 㔠䛾䛧䛚䜚䜢స䛳䛶䜏䜘䛖䟿

4㻡 4 ᩍᤵ 㛗㇂ᕝ䚷❶ 䕿 ໬Ꮫ཯ᛂ䛻䜘䜛஧㓟໬Ⅳ⣲䛾Ⓨ⏕

4㻢 㻡 ᩍᤵ 㰺⸨䚷㈗அ 䕿 ㌟㏆䛺⌧㇟䜢໬Ꮫ䛷෌⌧

47 㻢 ෸ᩍᤵ బ⸨䚷ஂ⨾Ꮚ 䕿 య䛻Ⰻ䛔ᡂศ䜢᳨ฟ䛧䛶䜏䜘䛖

48 7 ෸ᩍᤵ ᮏ㛫䚷ဴ㞝 䕿 ⡆᫆㢧ᚤ㙾䛷⢏Ꮚ䛾ୡ⏺䜢ほᐹ䛩䜛

49 8 ෸ᩍᤵ ᒣᮏ䚷Ṍ 䕿 ᐇ㦂䛷ᴦ䛧䜐㣗䜉≀䛾୙ᛮ㆟

㻡0 9 ෸ᩍᤵ ᪂஭䚷ᏹᛅ 䕿 㓟໬䛸㑏ඖ䛾໬Ꮫ䚷䡚㖄䛾㘐㔠⾡䡚

㻡1 10 ෸ᩍᤵ 㛛☻䚷⩏ᾈ 䕿 㟁ụ䛾ୡ⏺䜈䜘䛖䛣䛭䚷㻙໬Ꮫ཯ᛂ䛛䜙⏕䜏ฟ䛥䜜䜛䜶䝛䝹䜼䞊

㻡2 11 ຓᩍ ᕝཱྀ䚷ᜨᮍ 䕿 ㌟䛾ᅇ䜚䛾䜰䝭䝜㓟䜢᥈䛫䟿

㻡3 12 ຓᩍ ⚟ᯇ䚷ᔞ༤ 䕿 ㌟㏆䛻䛒䜛྾Ỉᛶ㧗ศᏊ䛷㐟䜌䛖

㻡4 1 ᩍᤵ ▮ཱྀ䚷῟୍ 䕿 Ỉ䛾⎔ቃㄪᰝ

㻡㻡 2 ᩍᤵ ༡䚷ᑘே 䕿 䜖䜜䜢⛉Ꮫ䛩䜛

㻡㻢 3 ᩍᤵ ⸨ཎ䚷ᗈ࿴ 䕿 ᑠᕝཎ†䛸䝅䝆䝭䛾䛿䛺䛧

㻡7 4 ᩍᤵ ୸ᒸ䚷᫭ 䕿 ὶ䜜䛾䜅䛧䛞

㻡8 㻡 ෸ᩍᤵ ᮡ⏣䚷ᑦ⏨ 䕿 ᆅ㟈Ἴ䛸䛿䠛䝥䝺䞊䝖㐠ື䛸ෆ㝣ᆅ㟈

㻡9 㻢 ෸ᩍᤵ Ύཎ䚷㞝ᗣ 䕿 ᅵ䛾ኚᙧ

㻢0 7 ෸ᩍᤵ 㤿Ώ䚷㱟 䕿 ᘓ⠏ᶍᆺ

㻢1 8 ෸ᩍᤵ ᗞ℩䚷୍ோ 䕿 㕲➽䝁䞁䜽䝸䞊䝖䛾໬Ꮫ䛸ຊᏛ

㻢2 9 ෸ᩍᤵ 㔠䚷䚷ၿ᪫

㻢3 10 ຓᩍ ௒㔝䚷኱㍜

79㻚4㻑

㻡7㻚9㻑

100㻚0㻑

72㻚7㻑

100㻚0㻑

80㻚0㻑

11

11

8

12

8

⏘

ᴗ

䝅

䝇
䝔

䝮

ᕤ

Ꮫ
⛉

⌧ᡤᒓ

⥲合⛉Ꮫᩍ⫱⛉

ᶵᲔ䝅䝇䝔䝮䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇

㟁Ẽ᝟ሗᕤᏛ䝁䞊䝇

䝬䝔䝸䜰䝹䞉䝞䜲䜸ᕤᏛ䝁䞊䝇

⎔ቃ㒔ᕷ䞉ᘓ⠏䝕䝄䜲䞁䝁䞊䝇
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<⾲ 4-㻥> 平成 26 年度 ฟ๓ᤵ業実施୍ぴ 

 

<⾲ 4-10> 平成 27 年度 ฟ๓ᤵ業実施୍ぴ 

 

<⾲ 4-11> 平成 2㻤 年度 ฟ๓ᤵ業実施୍ぴ 

 

  

㻺㼛. 開催᪥ 開催ሙᡤ 䝔ー䝬 ᢸᙜ教員

1 2016.06.25 ᰿ᇛබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㰻䚷㯞Ꮚ

2 2016.06.25 භᡞ⏫ᩥ化䝩ー䝹 䝨ット䝪ト䝹䝻䜿ットをసって㐟䜌う䟿 ἑᮧ䚷฼ὒ

3 2016.10.16 Ⲕᒃⰼ 科学実㦂コーナー ୹⩚䚷㝯⿱

4 2016.12.10 ᰿ᇛබẸ㤋 ⣒であそ䜌う ୰ᮧ䚷⨾㐨

5 2016.12.10 ⓑᒣྎබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㰻䚷㯞Ꮚ

6 2016.12.13 ඵᡞᕷ立高等┳ㆤ学㝔 ᅜ㝿化᫬௦の┳ㆤ䠄་⒪）とᕤ学の連携について 平ᕝ䚷Ṋᙪ

7 2017.02.25 ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ムはっ䛱 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

㻺㼛. 開催᪥ 開催ሙᡤ 䝔ー䝬 ᢸᙜ教員

1 2015.0㻤.06 䜅るさとἙᕝබᅬ ㌟㏆なỈのいきもの「Ỉのୡ⏺を見てみよう䟿」 ▮ཱྀ䚷῟୍

2 2015.0㻤.10 ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ムはっ䛱 ✵Ẽ◙をసって㐟䜌う ἑᮧ䚷฼ὒ

3 2015.0㻥.10 ඵᡞᕷ立➨୍୰学校 㢼ຊ発㟁を体㦂してみよう ྜྷ⏣䚷㞞᫛

4 2015.10.10 ᰿ᇛබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㰻䚷㯞Ꮚ

5 2015.10.24 㟷᳃┴ほග≀⏘㤋䜰ス䝟ム 䜖䜜を科学する～地㟈、ὠἼ、ᾮ≧化とඹ᣺～ ༡䚷ᑘே

6 2015.11.14 ⓑᒣྎබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㰻䚷㯞Ꮚ

7 2015.11.25 ඵᡞᕷ立高等┳ㆤ学㝔 ᅜ㝿化᫬௦の┳ㆤ䠄་⒪）とᕤ学の連携について 平ᕝ䚷Ṋᙪ

㻤 2015.12.1㻥 ᰿ᇛබẸ㤋 ３㻰䝟ズ䝹を組み立てながら䜲䜼リスを知䜝う బ⸨䚷⣧

㻺㼛. 開催᪥ 開催ሙᡤ 䝔ー䝬 ᢸᙜ教員

1 2014.06.07 ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋
高ᑓの␃学⏕やお඗さ䜣おጜさ䜣と
ᴦし䛟㐟びまし䜗う

ᡞ⏣ᒣ䚷みどり
㰻䚷㯞Ꮚ

㉮る䝨ー䝟ーカーをస䜝う䚷 㙊⏣䚷㛗ᖾ

䜟たあめ、䜉っこうあめをస䜝う ༓ⴥ䚷᠇୍

3 2014.10.11 ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋 ୰ᅜㄒであそ䜌う ୰ᮧ䚷⨾㐨

4 2014.12.20 ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋 科学ってᴦしい䟿実㦂኱ዲき䟿 ୹⩚䚷㝯⿱

5 2015.02.1㻥 ඵᡞᕷ立྿ୖᑠ学校 ␃学⏕によるᅜ㝿஺ὶ
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㰻䚷㯞Ꮚ

6 2015.02.21 ⓑᒣྎබẸ㤋 ୡ⏺のᏊどもの㐟びとよみきかせ
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㰻䚷㯞Ꮚ

2 2014.07.1㻥 ඵᡞᕷ立ୖ㛗බẸ㤋
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 Ⅱ.実施報告 

<⾲ 4-12> 平成 2㻥 年度 ฟ๓ᤵ業実施୍ぴ 

 

 

㻺㼛. 開催᪥ 開催ሙᡤ 䝔ー䝬 ᢸᙜ教員

1 2017.06.17 ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㰻䚷㯞Ꮚ

2 2017.07.13 ඵᡞᕷ立᫝ᕝᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

3 2017.07.22 ඵᡞᕷ立᯽ᓮᑠ学校 ኟఇみ䟿䜟䛟䜟䛟䝃䜲䜶ンス実㦂教室 ஭関䚷♸ஓ

4 2017.07.23 ඵᡞᕷ立ⓑ㖟༡ᑠ学校 科学っておもし䜝い䟿䜟䛟䜟䛟䝃䜲䜶ンス実㦂教室 ୹⩚䚷㝯⿱

5 2017.0㻥.23 ඵᡞᕷ立⏣㠃ᮌᑠ学校
ᑠ学校バ䝄ーへฟ展
䝨ット䝪ト䝹で㢧ᚤ㙾をస䜝う㻛䞂䜯ー䝏䝱䝹䝀ーム䝅
ス䝔ム体㦂㻛科学実㦂コーナー

本間䚷ဴ㞝
⣽ᕝ䚷㟹

6 2017.10.14 ඵᡞᕷ立ඵᡞᑠ学校 科学体㦂コーナー ୹⩚䚷㝯⿱

7 2017.11.06 つがるᕷ立⍞✑ᑠ学校 ㉮る䝨ー䝟ーカーの〇సཬび㉮行㊥㞳➇ᢏ኱会 ஭関䚷♸ஓ

㻤 2017.11.20 ඵᡞᕷ立ᑠ୰野ᑠ学校 ᫍ✵学⩦会 ୹⩚䚷㝯⿱

㻥 2017.12.02 ඵᡞᕷ立すⓑᒣྎᑠ学校 䜟䛟䜟䛟ぶᏊ学⩦会～は䛨めての科学体㦂～ ୹⩚䚷㝯⿱

10 2017.12.0㻥 ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋 ⣒を౑って䝏䝱ットしよう䟿 ୰ᮧ䚷⨾㐨

11 2017.12.0㻥 ඵᡞᕷ立ⓑᒣྎබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㰻䚷㯞Ꮚ

12 201㻤.02.03 ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ム䚷はっ䛱 䝻䝪コン体㦂コーナー ᕤ⸨䚷᠇ᫀ

13 201㻤.02.0㻤 ඵᡞᕷ立すⓑᒣྎᑠ学校 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

✵Ẽ◙ࢆస࡚ࡗ㐟࠺ࡰ㻌 ␃Ꮫ⏕࡜㐟࠺ࡰ㻌

ᅜ㝿໬᫬௦ࡢ┳ㆤ㸦་⒪㸧࡜ 
ᕤᏛࡢ㐃ᦠ࡚࠸ࡘ࡟㻌

ኟఇࡳ㸟ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࡃࢃࡃࢃ 
実㦂ᩍᐊ㻌

㻌ࢡ࣮ࢺࢡࢵࣈ ㅮᗙ㻌ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉፉ࡜ࡗࡰࢁ
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<⾲ 4-13> 平成 30 年度 ฟ๓ᤵ業実施୍ぴ 

 

 

３） 図᭩㤋におけるᑓ㛛図᭩の充実と୍⯡開ᨺ 

平成25年度、本校図᭩㤋は「地域に開か䜜た図᭩㤋」のコンセプトのもと改ಟᕤ事が⤊஢した。

本校図᭩㤋の᪂たな≉ᚩとして、地域のᕤ業系ᅜ立高等教育ᶵ関である役割を明確にすることか

ら、本校学⏕の学⩦と地域ᢏ⾡者等を対㇟として、基♏から᭱ඛ➃ᢏ⾡まで⥙⨶した⌮ᕤ学・ᢏ

⾡系ᑓ㛛図᭩と㈨᱁ヨ㦂ཧ⪃᭩を充実させる。こ䜜は、ඵᡞᕷのᨻ⟇の୍つである「本のま䛱ඵ

ᡞ」構᝿の୍⎔として、ᕤ学関ಀ図᭩のᑡないඵᡞᕷ立図᭩㤋とのᕪ別化を図りながら、地域ᢏ

⾡者に対して「知」の㈨※をᗈ䛟ᥦ౪できる開か䜜た図᭩㤋を目指すものである。本校䝩ーム䝨ー

䝆を฼⏝して✚ᴟ的な 㻼㻾 活動を行うことで、平成 30 年度の学外฼⏝者ᩘの目標್を現≧䠄平成

24 年度 401 ே）の 1.5 ಸに設ᐃした。 

㻺㼛. 開催᪥ 開催ሙᡤ 䝔ー䝬 ᢸᙜ教員

1 201㻤.05.2㻥 ඵᡞᕷ立すⓑᒣྎᑠ学校 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

2 201㻤.05.30 ඵᡞ➨୍㣴ㆤ学校 㢼ຊ発㟁を体㦂しよう ྜྷ⏣䚷㞞᫛

3 201㻤.06.01 
ඵᡞᕤ業高等ᑓ㛛学校
䠄ὒ野⏫立୰野୰学校2学年⏕ᚐཬび教員対㇟）

再⏕䜶䝛䝹䜼ーに関する講義・体㦂実㦂 㰺⸨䚷㈗அ

4 201㻤.06.16 
ඵᡞᕤ業高等ᑓ㛛学校
䠄ඵᡞᕷᑡ年ᑡዪ発明クラ䝤対㇟）

高ᑓ見学䠃ᕤస体㦂学⩦ ᒣ本䚷Ṍ

5 201㻤.06.23 ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

6 201㻤.07.06 ඵᡞᕷ立㔠὾ᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

7 201㻤.07.11 ඵᡞᕷ立ᑠ୰野ᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㻤 201㻤.07.12 ඵᡞᕷ立明἞ᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

㻥 201㻤.07.13 ༡㒊⏫立⚟⏣ᑠ学校 ᫍ✵について学䜌う ୹⩚䚷㝯⿱

10 201㻤.07.13 ඵᡞᕷ立ඵᡞᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

11 201㻤.07.17 ඵᡞᕷ立高㤋ᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

12 201㻤.07.1㻤 ඵᡞᕷ立下㛗ᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

13 201㻤.07.1㻥 ඵᡞᕷ立᫝ᕝᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

14 201㻤.07.2㻤 
⚟ᓥ再⏕ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ー研究ᡤ
䠄⚟ᓥ┴㒆ᒣᕷ）

⚟ᓥ再⏕ྍ⬟䜶䝛䝹䜼ー研究ᡤ「୍⯡බ開」へฟ展
䝎ン䝪ー䝹で✵Ẽ◙をస䜝う

஭関䚷♸ஓ

15 201㻤.0㻤.24 ඵᡞᕷ立ከ㈡ᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

16 201㻤.0㻤.30 ඵᡞᕷ立ඵᡞᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

17 201㻤.0㻥.06 ඵᡞᕷ立図༡ᑠ学校 䝤ックトーク䠄ඵᡞᕷ教育委員会୺催） ᡞ⏣ᒣ䚷みどり

1㻤 201㻤.0㻥.14 ඵᡞᕷ立᰿ᇛᑠ学校 ㉮る䝨ー䝟ーカーの〇సཬび㉮行㊥㞳➇ᢏ኱会 ஭関䚷♸ஓ

1㻥 201㻤.0㻥.15 භᡞ⏫立භᡞᑠ学校 フ䝹カラー㻸㻱㻰Ⅼⅉᅇ㊰をつ䛟䜝う
㔩㇂䚷༤行
野୰䚷ᓫ

20 201㻤.0㻥.22 ඵᡞᕷ立⏣㠃ᮌᑠ学校
ᑠ学校バ䝄ーへฟ展
䝨ット䝪ト䝹で㢧ᚤ㙾をస䜝う㻛䞂䜯ー䝏䝱䝹䝀ーム䝅
ス䝔ム体㦂㻛科学実㦂コーナー

本間䚷ဴ㞝
⣽ᕝ䚷㟹

21 201㻤.10.22 ඵᡞᕷ立すⓑᒣྎᑠ学校 䜝䜌っとፉプ䝻䜾ラ䝭ン䜾講ᗙ 㰻䚷㯞Ꮚ

22 201㻤.10.30 
ඵᡞᕤ業高等ᑓ㛛学校
䠄㢼間ᾆ୰学校⏕ᚐཬび教員対㇟）

フ䝹カラー㻸㻱㻰Ⅼⅉᅇ㊰をస䜝う 㔩㇂䚷༤行

23 201㻤.11.02 ඵᡞᕷ立すⓑᒣྎᑠ学校 䜝䜌っとፉプ䝻䜾ラ䝭ン䜾講ᗙ 㰻䚷㯞Ꮚ

24 201㻤.11.10 ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋 科学実㦂をᴦしもう ᒣ本䚷Ṍ

25 201㻤.12.15 ඵᡞᕷ立ⓑᒣྎබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

26 201㻥.01.20 
ඵᡞᕷ立ⓑ㖟༡බẸ㤋
䠄ඵᡞᕷ立ⓑ㖟༡ᑠ学校⏕ᚐཬびಖㆤ者対㇟）

科学っておもし䜝い䟿
目で見䛘ない䝰䝜を見てみよう䟿

஭関䚷♸ஓ
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 Ⅱ.実施報告 

 図᭩㤋の 㻼㻾 活動を推進したことで、図᭩㤋の学外฼⏝者ᩘは平成 27 年度から目標とした 600

ྡを኱ᖜに㉸䛘、ẖ年 700 ྡから 㻥00 ྡとなった<⾲ 4-14>。また、図᭩㤋では、ẖ年、᪂つに「ᢏ

⾡」分野の᭩⡠と㈨᱁ヨ㦂᭩をཷけධ䜜、ᑓ㛛図᭩と㈨᱁ヨ㦂᭩の充実が図ら䜜た<⾲ 4-15～⾲

4-16>。ඵᡞᕷの「本のま䛱」構᝿の༠ྠ実現の୍⎔として、図᭩㤋༞業本のྂ本ᕷを実施した。

さらに、「本のま䛱ඵᡞ」の୍⎔として、ඵᡞᕷ教育委員会では、ඵᡞᕷ立ᑠ学校と┴立≉別ᨭ᥼

学校ᑠ学㒊の全ඣ❺に、ᕷ内᭩ᗑで౑⏝できる「䝬䜲䝤ッククー䝫ン」を㓄௜しており、䝬䜲䝤ックク

ー䝫ンと୍⥴に㓄௜する「䝤ックリスト」の㑅᭩を行った。その௚に、「䝬䜲䝤ッククー䝫ン事業」の୍

⎔として、ඵᡞᕷのᑠ学校で「䝤ックトーク」を実施し、ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画「䜂とᲴ㑅᭩」、

「䜰カ䝕䝭ックトーク」、「本のま䛱ㄞ᭩会」を行った<⾲ 4-17>。௨ୖより、図᭩㤋におけるᑓ㛛図᭩

の充実と୍⯡開ᨺは༑分に達成できた。 

 

<⾲ 4-14> 図᭩㤋の学外฼⏝者ᩘ 

㻴31.1.31 現ᅾ 

  平成 27 年度 平成 2㻤 年度 平成 2㻥 年度 平成 30 年度 ྜ計ேᩘ 

学外฼⏝者ᩘ 㻤㻥0 7㻥㻥 7㻤7 51㻥 2㻘㻥㻥5

 

 

<⾲ 4-15> 平成 26～30 年度  分㢮別ⶶ᭩⤫計ẚ㍑⾲ 

  

 

 

<⾲ 4-16> 平成 26～2㻥 年度  ㈨᱁ヨ㦂᭩ཷධ 

㻴31.1.31 現ᅾ 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 2㻤 年度 平成 2㻥 年度 ྜ計෉ᩘ 

ཷධ෉ᩘ 103 23 㻤6 30 242
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<⾲ 4-17> 「本のま䛱ඵᡞ」構᝿連携事業୍ぴ 

年度 㻺㼛 ᪥௜ ሙᡤ 事౛ 内容 ᢸᙜ 

㻴27 1 2015㻛12㻛13
ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ム 

はっ䛱 

➨ 2 ᅇ「ま䛱なかᩥ化

⚍」にてクリス䝬ス⤮本

の展示ཬびス䝔ー䝆発

⾲クリス䝬ス⤮本のㄞ

み⪺かせ 

ᡞ⏣ᒣ教ᤵが㑅᭩したクリス䝬

ス⤮本の展示と、₇๻㒊による

ス䝔ー䝆発⾲「クリス䝬ス⤮本

のㄞみ⪺かせ」を実施。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

㻴2㻤 

2 
2016㻛11㻛26

～27 
䝏ー䝜は䛱のへ 

高ᑓ Wee㼗 

「ま䛱なかᩥ化⚍」にて

ඵᡞ高ᑓ図᭩㤋 

༞業本「ྂ本ᕷ」 

ඵᡞᕷが目指す「本のま䛱ඵ

ᡞ」構᝿のニーズに対応し、ᕷ

Ẹがᬑẁ᥋するᶵ会のᑡない

⌮ᕤ系の᭩⡠とฟ会うきっか

けを๰ฟする。また、ྂい本に

対しても価್を見ฟし、本を኱

ษにするᚰを㔊成することを目

的として開催。 

学⾡情報ಀ 

3 
2016㻛12 

～2017㻛3 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」 

バ䜲䜸䝭䝯䝔䜱クス 

䠄b㼕㼛㼙㼕㼙e㼠㼕㼏㼟䠖⏕≀ᶍ

ೌ） 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

ᒸ⏣ ┈⏨ 校㛗 

4 2017㻛2㻛12 ඵᡞ䝤ックセンター 

䜰カ䝕䝭ックトーク 

「኱ேのためのඣ❺ᩥ

学カフ䜵 ～䛟り㏉しㄞ

みたいྡస編～」 

᪥本ዪᏊ኱学ᐙᨻ学㒊ඣ❺

学科 ᕝ➃ 有Ꮚ教ᤵをおᣍ

きし、ᡞ⏣ᒣ教ᤵとの対ㄯᙧ

ᘧにて実施。ୡ⏺のᏊどもの

本を展示・⤂௓するとともに、

ඣ❺᭩情報をᥦ౪した。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

㻴2㻥 

5 2017 年度   
䝬䜲䝤ッククー䝫ン䝤ッ

クリストのస成 

ඵᡞᕷ教育委員会では、ඵᡞ

ᕷ立ᑠ学校と┴立≉別ᨭ᥼学

校ᑠ学㒊にᅾ⡠する全てのඣ

❺に、ᕷ内᭩ᗑで౑⏝できる

「䝬䜲䝤ッククー䝫ン䠄୍ே

2000 円分）」を㓄௜している。

䝬䜲䝤ッククー䝫ンと୍⥴に㓄

௜さ䜜るおすすめの本をまと

めた「䝤ックリスト」の㑅᭩をᡞ

⏣ᒣ教ᤵがᢸᙜ。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

6 
2017㻛4 

～㻥 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」計⟬䛰け

がᩘ学䛨䜓ないよ～ 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

⥲ྜ科学教育科 

ⱝ⊃ ᑛ⿱ 

7 2017㻛7㻛㻥 ඵᡞ䝤ックセンター 

「௒、Ꮚどもた䛱に່め

たい本」➨ 1 ᅇ 「Ꮠの

本」にᣮᡓ䟿  

ᡞ⏣ᒣ教ᤵと、ඵᡞ䝤ックセン

ター᭩ྖの᳃ⰼᏊさ䜣がᏊど

もた䛱に່めたい本やそのㄞ

みどこ䜝について、「䝤ックリス

ト」にもと䛵いてヰしをした。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

㻤 2017㻛7㻛13 ඵᡞᕷ立᫝ᕝᑠ学校 䝤ックトーク 

ඵᡞᕷ「䝬䜲䝤ッククー䝫ン事

業」の୍⎔として、本校のᡞ⏣

ᒣ教ᤵと、ඵᡞ䝤ックセンター

᭩ྖの᳃ⰼᏊさ䜣が講ᖌをົ

め、学年別のおすすめ本を⤂

௓した。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

㻥 2017㻛7㻛16 ඵᡞ䝤ックセンター 

「௒、Ꮚどもた䛱に່め

たい本」➨ 2 ᅇ 䝀ス

ト・ᕝ➃有Ꮚ教ᤵ 

᪥本ዪᏊ኱学ᐙᨻ学㒊ඣ❺

学科 ᕝ➃ 有Ꮚ教ᤵをおᣍ

きし、ᡞ⏣ᒣ教ᤵとの対ㄯᙧ

ᘧにて実施。ୡ⏺のᏊどもの

本を展示・⤂௓するとともに、

ඣ❺᭩情報をᥦ౪した。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

 
 

 
 

<⾲ 4-17> 「本のま䛱ඵᡞ」構᝿連携事業୍ぴ 

年度 㻺㼛 ᪥௜ ሙᡤ 事౛ 内容 ᢸᙜ 

㻴27 1 2015㻛12㻛13
ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ム 

はっ䛱 

➨ 2 ᅇ「ま䛱なかᩥ化

⚍」にてクリス䝬ス⤮本

の展示ཬびス䝔ー䝆発

⾲クリス䝬ス⤮本のㄞ

み⪺かせ 

ᡞ⏣ᒣ教ᤵが㑅᭩したクリス䝬

ス⤮本の展示と、₇๻㒊による

ス䝔ー䝆発⾲「クリス䝬ス⤮本

のㄞみ⪺かせ」を実施。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

㻴2㻤 

2 
2016㻛11㻛26

～27 
䝏ー䝜は䛱のへ 

高ᑓ Wee㼗 

「ま䛱なかᩥ化⚍」にて

ඵᡞ高ᑓ図᭩㤋 

༞業本「ྂ本ᕷ」 

ඵᡞᕷが目指す「本のま䛱ඵ

ᡞ」構᝿のニーズに対応し、ᕷ

Ẹがᬑẁ᥋するᶵ会のᑡない

⌮ᕤ系の᭩⡠とฟ会うきっか

けを๰ฟする。また、ྂい本に

対しても価್を見ฟし、本を኱

ษにするᚰを㔊成することを目

的として開催。 

学⾡情報ಀ 

3 
2016㻛12 

～2017㻛3 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」 

バ䜲䜸䝭䝯䝔䜱クス 

䠄b㼕㼛㼙㼕㼙e㼠㼕㼏㼟䠖⏕≀ᶍ

ೌ） 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

ᒸ⏣ ┈⏨ 校㛗 

4 2017㻛2㻛12 ඵᡞ䝤ックセンター 

䜰カ䝕䝭ックトーク 

「኱ேのためのඣ❺ᩥ

学カフ䜵 ～䛟り㏉しㄞ

みたいྡస編～」 

᪥本ዪᏊ኱学ᐙᨻ学㒊ඣ❺

学科 ᕝ➃ 有Ꮚ教ᤵをおᣍ

きし、ᡞ⏣ᒣ教ᤵとの対ㄯᙧ

ᘧにて実施。ୡ⏺のᏊどもの

本を展示・⤂௓するとともに、

ඣ❺᭩情報をᥦ౪した。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

㻴2㻥 

5 2017 年度   
䝬䜲䝤ッククー䝫ン䝤ッ

クリストのస成 

ඵᡞᕷ教育委員会では、ඵᡞ

ᕷ立ᑠ学校と┴立≉別ᨭ᥼学

校ᑠ学㒊にᅾ⡠する全てのඣ

❺に、ᕷ内᭩ᗑで౑⏝できる

「䝬䜲䝤ッククー䝫ン䠄୍ே

2000 円分）」を㓄௜している。

䝬䜲䝤ッククー䝫ンと୍⥴に㓄

௜さ䜜るおすすめの本をまと

めた「䝤ックリスト」の㑅᭩をᡞ

⏣ᒣ教ᤵがᢸᙜ。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

6 
2017㻛4 

～㻥 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」計⟬䛰け

がᩘ学䛨䜓ないよ～ 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

⥲ྜ科学教育科 

ⱝ⊃ ᑛ⿱ 

7 2017㻛7㻛㻥 ඵᡞ䝤ックセンター 

「௒、Ꮚどもた䛱に່め

たい本」➨ 1 ᅇ 「Ꮠの

本」にᣮᡓ䟿  

ᡞ⏣ᒣ教ᤵと、ඵᡞ䝤ックセン

ター᭩ྖの᳃ⰼᏊさ䜣がᏊど

もた䛱に່めたい本やそのㄞ

みどこ䜝について、「䝤ックリス

ト」にもと䛵いてヰしをした。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

㻤 2017㻛7㻛13 ඵᡞᕷ立᫝ᕝᑠ学校 䝤ックトーク 

ඵᡞᕷ「䝬䜲䝤ッククー䝫ン事

業」の୍⎔として、本校のᡞ⏣

ᒣ教ᤵと、ඵᡞ䝤ックセンター

᭩ྖの᳃ⰼᏊさ䜣が講ᖌをົ

め、学年別のおすすめ本を⤂

௓した。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

㻥 2017㻛7㻛16 ඵᡞ䝤ックセンター 

「௒、Ꮚどもた䛱に່め

たい本」➨ 2 ᅇ 䝀ス

ト・ᕝ➃有Ꮚ教ᤵ 

᪥本ዪᏊ኱学ᐙᨻ学㒊ඣ❺

学科 ᕝ➃ 有Ꮚ教ᤵをおᣍ

きし、ᡞ⏣ᒣ教ᤵとの対ㄯᙧ

ᘧにて実施。ୡ⏺のᏊどもの

本を展示・⤂௓するとともに、

ඣ❺᭩情報をᥦ౪した。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 
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 Ⅱ.実施報告 

年度 㻺㼛 ᪥௜ ሙᡤ 事౛ 内容 ᢸᙜ 

㻴2㻥 

10 2017㻛7㻛23 ඵᡞ䝤ックセンター 

「௒、Ꮚどもた䛱に່め

たい本」➨ 3 ᅇ 䝲ン

䜾・䜰䝎䝹トへのかけᶫ

ᡞ⏣ᒣ教ᤵと、ඵᡞ䝤ックセン

ター᭩ྖの᳃ⰼᏊさ䜣がᏊど

もた䛱に່めたい本やそのㄞ

みどこ䜝について、「䝤ックリス

ト」にもと䛵いてヰしをした。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

11 2017㻛㻤㻛5 ඵᡞ䝤ックセンター 
䛆䜰カ䝕䝭ックトーク䛇 

編㞟者はㄒる 
ᡞ⏣ᒣ教ᤵが講ᖌを⤂௓。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

12 
2017㻛10 

～12 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」 

䝠ト䠙科学ᢏ⾡を学び

つ䛵ける့ங㢮 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

㟁Ẽ情報ᕤ学コース 

୰䝜 ຬே 

13 2017㻛11㻛25 ඵᡞ䝤ックセンター 
本のま䛱ㄞ᭩会「クリス

䝬スのお䛟りもの」 

ᡞ⏣ᒣ教ᤵがクリス䝬スのお䛟

りものにおすすめしたいタ䜲ト

䝹を୰ᚰに⤂௓。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

14 
201㻤㻛1 

～3 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」「もの」を

⪃䛘つ䛟るᴦしみ 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

ᶵᲔ䝅ス䝔ム䝕䝄䜲ン 

コース 

ἑᮧ ฼ὒ 

㻴30 

15 201㻤 年度   
䝬䜲䝤ッククー䝫ン䝤ッ

クリストのస成 

䝬䜲䝤ッククー䝫ンと୍⥴に㓄

௜さ䜜るおすすめの本をまと

めた「䝤ックリスト」の㑅᭩をᡞ

⏣ᒣ教ᤵがᢸᙜ。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

16 
201㻤㻛4 

～6 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」 

䝻ー䝬の 㻯㼘e㼙e㼚㼠㼕㼍 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

䝬䝔リ䜰䝹・バ䜲䜸ᕤ学 

コース 

బ䚻ᮌ 有 

17 
201㻤㻛7 

～11 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」䝺䝪リュ

ー䝅䝵ンはㄞ᭩から䟿 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

⎔ቃ㒔ᕷ・ᘓ築䝕䝄䜲ン

コース 

ᗞ℩ ୍ோ 

1㻤 201㻤㻛7㻛6 ඵᡞᕷ立㔠὾ᑠ学校 

䝤ックトーク 

ඵᡞᕷ「䝬䜲䝤ッククー䝫ン事

業」の୍⎔として、本校のᡞ⏣

ᒣ教ᤵと、ඵᡞ䝤ックセンター

᭩ྖの᳃ⰼᏊさ䜣が講ᖌをົ

め、学年別のおすすめ本を⤂

௓した。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

1㻥 201㻤㻛7㻛11 ඵᡞᕷ立ᑠ୰野ᑠ学校 

20 201㻤㻛7㻛12 ඵᡞᕷ立明἞ᑠ学校 

21 201㻤㻛7㻛13 ඵᡞᕷ立ඵᡞᑠ学校 

22 201㻤㻛7㻛17 ඵᡞᕷ立高㤋ᑠ学校 

23 201㻤㻛7㻛1㻤 ඵᡞᕷ立下㛗ᑠ学校 

24 201㻤㻛7㻛1㻥 ඵᡞᕷ立᫝ᕝᑠ学校 

25 201㻤㻛㻤㻛24 ඵᡞᕷ立ከ㈡ᑠ学校 

26 201㻤㻛㻤㻛30 ඵᡞᕷ立ඵᡞᑠ学校 

27 201㻤㻛㻥㻛6 ඵᡞᕷ立図༡ᑠ学校 

2㻤 201㻤㻛11㻛4 ඵᡞ䝤ックセンター 

本のま䛱ㄞ᭩会「䛱䜗っ

と᪩いけど䈈⤮本とᴦ

しむクリス䝬ス」 

ᡞ⏣ᒣ教ᤵがクリス䝬スのお䛟

りものにおすすめしたいタ䜲ト

䝹を୰ᚰに⤂௓。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

2㻥 
201㻤㻛12 

～201㻥㻛3 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」ゝⴥの㨱

ຊ、意࿡の῝ῡ 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

⥲ྜ科学教育科 

㧘ᶫ せ 

30 201㻤㻛12㻛22
ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ム 

はっ䛱 

➨ 5 ᅇ「ま䛱なかᩥ化

⚍」にてクリス䝬ス⤮本

の展示ཬびス䝔ー䝆発

⾲クリス䝬ス⤮本のㄞ

み⪺かせ 

ᡞ⏣ᒣ教ᤵが㑅᭩したクリス䝬

ス⤮本の展示と、₇๻㒊による

ス䝔ー䝆発⾲「クリス䝬ス⤮本

のㄞみ⪺かせ」を実施。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 
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 Ⅱ.実施報告 

年度 㻺㼛 ᪥௜ ሙᡤ 事౛ 内容 ᢸᙜ 

㻴2㻥 

10 2017㻛7㻛23 ඵᡞ䝤ックセンター 

「௒、Ꮚどもた䛱に່め

たい本」➨ 3 ᅇ 䝲ン

䜾・䜰䝎䝹トへのかけᶫ

ᡞ⏣ᒣ教ᤵと、ඵᡞ䝤ックセン

ター᭩ྖの᳃ⰼᏊさ䜣がᏊど

もた䛱に່めたい本やそのㄞ

みどこ䜝について、「䝤ックリス

ト」にもと䛵いてヰしをした。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

11 2017㻛㻤㻛5 ඵᡞ䝤ックセンター 
䛆䜰カ䝕䝭ックトーク䛇 

編㞟者はㄒる 
ᡞ⏣ᒣ教ᤵが講ᖌを⤂௓。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

12 
2017㻛10 

～12 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」 

䝠ト䠙科学ᢏ⾡を学び

つ䛵ける့ங㢮 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

㟁Ẽ情報ᕤ学コース 

୰䝜 ຬே 

13 2017㻛11㻛25 ඵᡞ䝤ックセンター 
本のま䛱ㄞ᭩会「クリス

䝬スのお䛟りもの」 

ᡞ⏣ᒣ教ᤵがクリス䝬スのお䛟

りものにおすすめしたいタ䜲ト

䝹を୰ᚰに⤂௓。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

14 
201㻤㻛1 

～3 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」「もの」を

⪃䛘つ䛟るᴦしみ 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

ᶵᲔ䝅ス䝔ム䝕䝄䜲ン 

コース 

ἑᮧ ฼ὒ 

㻴30 

15 201㻤 年度   
䝬䜲䝤ッククー䝫ン䝤ッ

クリストのస成 

䝬䜲䝤ッククー䝫ンと୍⥴に㓄

௜さ䜜るおすすめの本をまと

めた「䝤ックリスト」の㑅᭩をᡞ

⏣ᒣ教ᤵがᢸᙜ。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

16 
201㻤㻛4 

～6 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」 

䝻ー䝬の 㻯㼘e㼙e㼚㼠㼕㼍 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

䝬䝔リ䜰䝹・バ䜲䜸ᕤ学 

コース 

బ䚻ᮌ 有 

17 
201㻤㻛7 

～11 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」䝺䝪リュ

ー䝅䝵ンはㄞ᭩から䟿 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

⎔ቃ㒔ᕷ・ᘓ築䝕䝄䜲ン

コース 

ᗞ℩ ୍ோ 

1㻤 201㻤㻛7㻛6 ඵᡞᕷ立㔠὾ᑠ学校 

䝤ックトーク 

ඵᡞᕷ「䝬䜲䝤ッククー䝫ン事

業」の୍⎔として、本校のᡞ⏣

ᒣ教ᤵと、ඵᡞ䝤ックセンター

᭩ྖの᳃ⰼᏊさ䜣が講ᖌをົ

め、学年別のおすすめ本を⤂

௓した。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

1㻥 201㻤㻛7㻛11 ඵᡞᕷ立ᑠ୰野ᑠ学校 

20 201㻤㻛7㻛12 ඵᡞᕷ立明἞ᑠ学校 

21 201㻤㻛7㻛13 ඵᡞᕷ立ඵᡞᑠ学校 

22 201㻤㻛7㻛17 ඵᡞᕷ立高㤋ᑠ学校 

23 201㻤㻛7㻛1㻤 ඵᡞᕷ立下㛗ᑠ学校 

24 201㻤㻛7㻛1㻥 ඵᡞᕷ立᫝ᕝᑠ学校 

25 201㻤㻛㻤㻛24 ඵᡞᕷ立ከ㈡ᑠ学校 

26 201㻤㻛㻤㻛30 ඵᡞᕷ立ඵᡞᑠ学校 

27 201㻤㻛㻥㻛6 ඵᡞᕷ立図༡ᑠ学校 

2㻤 201㻤㻛11㻛4 ඵᡞ䝤ックセンター 

本のま䛱ㄞ᭩会「䛱䜗っ

と᪩いけど䈈⤮本とᴦ

しむクリス䝬ス」 

ᡞ⏣ᒣ教ᤵがクリス䝬スのお䛟

りものにおすすめしたいタ䜲ト

䝹を୰ᚰに⤂௓。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 

2㻥 
201㻤㻛12 

～201㻥㻛3 
ඵᡞ䝤ックセンター 

「䜂とᲴ㑅᭩」ゝⴥの㨱

ຊ、意࿡の῝ῡ 

ඵᡞ䝤ックセンター連携௻画

「䜂とᲴ㑅᭩」への༠ຊ。㑅᭩

を展示した。 

⥲ྜ科学教育科 

㧘ᶫ せ 

30 201㻤㻛12㻛22
ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ム 

はっ䛱 

➨ 5 ᅇ「ま䛱なかᩥ化

⚍」にてクリス䝬ス⤮本

の展示ཬびス䝔ー䝆発

⾲クリス䝬ス⤮本のㄞ

み⪺かせ 

ᡞ⏣ᒣ教ᤵが㑅᭩したクリス䝬

ス⤮本の展示と、₇๻㒊による

ス䝔ー䝆発⾲「クリス䝬ス⤮本

のㄞみ⪺かせ」を実施。 

⥲ྜ科学教育科 

ᡞ⏣ᒣ みどり 
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４） 䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼  

地域のᑠ୰学⏕を対㇟にした⮬἞体のᅜ㝿஺ὶ事業への高ᑓからのே的ᨭ᥼、高ᑓのᅜ㝿

஺ὶ事業に対する⮬἞体からのே的・⤒῭的ᨭ᥼といった双方向性ᨭ᥼をもとに、ᅜ㝿஺ὶ事業

のಁ進を行ってい䛟。また、本校学⏕のேᩥ社会系科目におけるＰ䠞䠨ᤵ業により⾤䛵䛟りのᥦ案と

実現を行ってい䛟。 

 䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼として、ඵᡞᕷ内ᑠ学校とබẸ㤋で、本校␃学⏕と教員がฟ๓ᤵ業や

බ開講ᗙを実施した<⾲ 4-1㻤>。また、「ま䛱なかᩥ化⚍」で、␃学⏕によるẕᅜᩥ化の⤂௓を行っ

た。「ま䛱なかᩥ化⚍ 㼕㼚 ὠ㍍䠄㟷᳃）」、「ま䛱なかᩥ化⚍ 㼕㼚 ὠ㍍䠄ᘯ๓）」でᅜ㝿஺ὶ䜾䝻ーバ䝹事

業の⤂௓を行った。さらに、「ඵᡞ地域における䝝ラ䝹㣗ᩥ化のᬑཬ≧ἣに関するㄪᰝ活動」を行

った。 

ேᩥ社会系科目の「ほගとᩥ化」、「᪥本事情」やプ䝻䝆䜵クト研究で、ඵᡞの⾤䛵䛟りと関連䛵

けて、ⱥㄒによるほග䝟ンフ䝺ットసり、␃学⏕のẕᅜᩥ化と᪥本事情などを実施した<⾲ 4-1㻥>。

௨ୖより、䜾䝻ーバ䝹な⾤䛵䛟りᨭ᥼が達成できた。 

 

<⾲ 4-1㻤> 䜾䝻ーバ䝹関連事業୍ぴ 

 

  

年度 㻺㼛 ༊分 ᪥௜ ሙᡤ ྡ⛠ ᢸᙜ教員

1 ฟ๓ᤵ業 2014年6᭶7᪥ ᰿ᇛබẸ㤋 高ᑓの␃学⏕やお඗さ䜣おጜさ䜣とᴦし䛟㐟びまし䜗う
ᡞ⏣ᒣ䚷みどり
㰻䚷㯞Ꮚ

2 ฟ๓ᤵ業 2014年10᭶11᪥ ᰿ᇛබẸ㤋 ୰ᅜㄒであそ䜌う ୰ᮧ䚷⨾㐨

3 䜲䝧ント 2014年12᭶14᪥ ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ムはっ䛱
「➨1ᅇま䛱なかᩥ化⚍」␃学⏕によるス䝔ー䝆発⾲
␃学⏕のẕᅜᩥ化の⤂௓

㰻䚷㯞Ꮚ

4 ฟ๓ᤵ業 2015年2᭶1㻥᪥ ඵᡞᕷ立྿ୖᑠ学校
ඵᡞ高ᑓの␃学⏕によるẕᅜᩥ化の⤂௓
ᅜ㝿⌮ゎを῝めるためのฟ๓ᤵ業

ᡞ⏣ᒣ䚷みどり
㰻䚷㯞Ꮚ

5 ฟ๓ᤵ業 2015年2᭶21᪥ ⓑᒣྎබẸ㤋
「␃学⏕と㐟䜌う」
ୡ⏺のᏊどもの㐟びとよみきかせ

ᡞ⏣ᒣ䚷みどり
㰻䚷㯞Ꮚ

6 බ開講ᗙ 2015年10᭶3᪥ ඵᡞ高ᑓ 「㼀㼞㼕㼜 㼠㼛 㼠㼔e㻳㼍㼘㼍㼤㼥㻦㻭㼐㼢e㼚㼠㼡㼞e 㼕㼚 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔」 ୹⩚䚷㝯⿱

7 ฟ๓ᤵ業 2015年10᭶10᪥ ᰿ᇛබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う ᡞ⏣ᒣみどり

㻤 ฟ๓ᤵ業 2015年11᭶14᪥ ⓑᒣྎබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う ᡞ⏣ᒣみどり

㻥 බ開講ᗙ 2015年12᭶12᪥ ඵᡞ高ᑓ 「㻾㻱㻭㻰 㼠㼛 㻭㻯㼀㻍㻍」 ⳥ụ䚷⛅ኵ

10 䜲䝧ント 2015年12᭶12᪥ ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ムはっ䛱
「➨2ᅇま䛱なかᩥ化⚍」␃学⏕によるス䝔ー䝆発⾲
␃学⏕のẕᅜᩥ化の⤂௓

㰻䚷㯞Ꮚ

11 ฟ๓ᤵ業 2015年12᭶1㻥᪥ ᰿ᇛබẸ㤋 ３㻰䝟ズ䝹を組み立てながら䜲䜼リスを知䜝う బ⸨⣧

12 බ開講ᗙ 2016年6᭶5᪥ ඵᡞ高ᑓ ３㻰䝟ズ䝹を組み立てながら䜲䜼リスを知䜝う బ⸨⣧

13 ฟ๓ᤵ業 2016年6᭶25᪥ ᰿ᇛබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

14 䜲䝧ント 2016㻛11㻛26～27 䝏ー䝜は䛱のへ
高ᑓWee㼗「➨3ᅇま䛱なかᩥ化⚍」
␃学⏕によるス䝔ー䝆発⾲䚷␃学⏕のẕᅜᩥ化の⤂௓

㰻䚷㯞Ꮚ

15 ฟ๓ᤵ業 2016年12᭶10᪥ ⓑᒣྎබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

16 ฟ๓ᤵ業 2017年2᭶25᪥ ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ムはっ䛱 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

17 ฟ๓ᤵ業 2017年6᭶17᪥ ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

1㻤 ฟ๓ᤵ業 2017年12᭶㻥᪥ ඵᡞᕷ立ⓑᒣྎබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

1㻥 䜲䝧ント 2017年12᭶16᪥ ඵᡞ䝅䝵ッ䝢ン䜾センター䚷ラ䝢䜰
「➨4ᅇま䛱なかᩥ化⚍」␃学⏕によるス䝔ー䝆発⾲
␃学⏕のẕᅜᩥ化の⤂௓

㰻䚷㯞Ꮚ

20 ฟ๓ᤵ業 201㻤年2᭶㻤᪥ ඵᡞᕷ立すⓑᒣྎᑠ学校 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

21 ฟ๓ᤵ業 201㻤年5᭶2㻥᪥ ඵᡞᕷ立すⓑᒣྎᑠ学校 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

22 䜲䝧ント 201㻤年6᭶16᪥ 䝃ン䝻ー䝗㟷᳃
「ま䛱なかᩥ化⚍㼕㼚ὠ㍍䠄㟷᳃）」㻵㻲㻯学⏕によるス䝔ー䝆発⾲
ᅜ㝿஺ὶ䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢕事業の⤂௓

㜿㒊䚷ᜨ

23 ฟ๓ᤵ業 201㻤年6᭶23᪥ ඵᡞᕷ立᰿ᇛබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

24 䜲䝧ント 201㻤年7᭶14᪥ さ䛟ら野ⓒ㈌ᗑ䚷ᘯ๓ᗑ
「ま䛱なかᩥ化⚍㼕㼚ὠ㍍䠄ᘯ๓）」㻵㻲㻯学⏕によるス䝔ー䝆発⾲
ᅜ㝿஺ὶ䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢕事業の⤂௓

㜿㒊䚷ᜨ

25 ฟ๓ᤵ業 201㻤年12᭶15᪥ ඵᡞᕷ立ⓑᒣྎබẸ㤋 ␃学⏕と㐟䜌う 㰻䚷㯞Ꮚ

26 䜲䝧ント 201㻤年12᭶21᪥ ඵᡞ䝫ータ䝹䝭ュー䝆䜰ムはっ䛱
「➨4ᅇま䛱なかᩥ化⚍」
␃学⏕によるス䝔ー䝆発⾲䚷␃学⏕のẕᅜᩥ化の⤂௓
㻵㻲㻯学⏕によるス䝔ー䝆発⾲䚷ᅜ㝿஺ὶ䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢕事業の⤂௓

㰻䚷㯞Ꮚ
㜿㒊䚷ᜨ

27 その௚ 201㻤㻛11᭶ ඵᡞ地域における䝝ラ䝹㣗ᩥ化のᬑཬ≧ἣに関するㄪᰝ活動 䝰リス䝬䜲䜿䝹

㻴30

㻴26

㻴27

㻴2㻤

㻴2㻥



－ 59 －

 Ⅱ.実施報告 

<⾲ 4-1㻥> 䜾䝻ーバ䝹関連事業୍ぴ䠄教育・研究事業） 

 
䈜ᡤᒓ  㻳䠖⥲ྜ科学教育科 

 

 

 

ᡤᒓ Ặྡ 㻴26 㻴27 㻴2㻤 㻴2㻥 㻴30
⳥ụ䚷⛅ኵ ほග䝟ンフ䝺ットసりを㏻したⱥㄒ学⩦プ䝻䜾ラム 䖃 䖃 䖃 䖃
㰻䚷㯞Ꮚ ␃学⏕のẕᅜᩥ化と᪥本事情 䖃

㜿㒊䚷ᜨ
外ᅜேのどⅬから地域ᩥ化・᪥本ᩥ化をᤊ䛘、ୡ⏺にⱥㄒで発信しよう䟿
䠉䇿W㼔㼍㼠 㼕㼟 㻴㼍㼏㼔㼕㼚㼛㼔e㻫䇿䠉

䖃

ྜྷ⏣䚷㞞᫛ ඵᡞฟỒᩥ化のୡ⏺進ฟに向けた᪂たなฟỒ・スープの開発 䖃

教育

研究

実施年度ᢸᙜ教員
༊分 プ䝻䝆䜵クトྡ

㻳

␃Ꮫ⏕ࡿࡼ࡟ฟ๓ᤵᴗࡢᵝᏊ

「外ᅜேのどⅬから地域ᩥ化・᪥本ᩥ化をᤊ䛘、㻌

 ୡ⏺にⱥㄒで発信しよう䟿䠉㼀e㼘㼘 㼙e 㼙㼛㼞e 㼍b㼛㼡㼠 㻴㼍㼏㼔㼕㼚㼛㼔e䠉」 で制సしたⱥㄒ䝟ンフ䝺ット㻌

ඵᡞฟỒᩥ化のୡ⏺進ฟに向けた᪂たな  ฟỒ・スープの開発





 

ḫᵌἧỻὊἻἲሁ
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ᖹᡂ 27 ᖺ 2 ᭶ 11 ᪥ᩥࠊ㒊⛉Ꮫ┬ࠕᆅ㸦▱㸧ࡢᣐⅬᩚഛ஦ᴗ㸦኱Ꮫ㹁㹍㹁஦㸧ࠖ ཷࢆ࡜ࡇࡓࢀࡉ᥇ᢥ࡟

ே㈈ࡸ※㈨ࡢ㟷᳃ࠕࠊ࡚࠸࠾࡟ࡕࡗࡣ࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱ࣮࣏໬஺ὶ施タ࣭ඵᡞᩥࡿ࠶࡟⾤ඵᡞᕷ୰ᚰࠊࡅ

୰ࢆᆅඖࠊࡣᙜ᪥ࠋࡓࡋ㛤ദࢆ࣒࣮࢛ࣛࣇ࣭ࣇ࢜ࢡࢵ࢟ࡓࡋ㢟࡜࣒ࠖࣛࢢࣟࣉᡂᣐⅬ⫱࢕ࢩࣥࢸࣆࣥࢥࡢ

ᚰࡑࡼ࠾࡟ 100 ⏨┈⏣ᒸࡢᮏᰯࠊࡋཧຍࡀᕷẸ⯡୍ࡧཬࠊ⪅௻ᴗ㛵ಀࠊ⪅἞య㛵ಀ⮬ࠊ⪅ᩍ⫱㛵ಀࡢྡ

ᰯ㛗ࡢ㛤఍ᣵᣜࡢᚋࠊ᮶㈱ᩥࡢ㒊⛉Ꮫ┬㧗➼ᩍ⫱ᒁ኱Ꮫ᣺⯆ㄢࡢ⊦⫤ᚿ㔝኱Ꮫᨵ㠉᥎㐍ᐊ㛗ࠊඵᡞᕷࡢ

ዉⰋᒸಟ୍๪ᕷ㛗ࠊࡾࡼCOC ஦ᴗࢆ㏻࡚ࡌ⮬἞య࣭ᆅඖ௻ᴗ࡜㧗ᑓ୍ࡀᒙ㐃ᦠࠊࡋᆅᇦࡢㄢ㢟࡜ࢬ࣮ࢽ

㧗ᑓ㈨※ࡿࡼ࡟ࢢࣥࢳࢵ࣐ࡢᆅᇦࡢ࡬♫఍㈉⊩ࠊே㈈⫱ᡂࡀ㐍ᒎࡢ࡬࡜ࡇࡿࡍᮇᚅࡀ⾲᫂ࠋࡓࢀࡉ 

ࠕࠗࡿࡼ࡟㜿㒊ဴஓᕤᏛ༤ኈࡢᨻἲே᪥ᮏཎᏊຊ◊✲㛤Ⓨᶵᵓ ◊✲㐃ᦠᡂᯝᒎ㛤㒊⾜❧⊃ࠊ࡚࠸⥆ 㤶

⁐ࠊࡸࡉࡲ࠺ࡢ㓇ࠊ᪂㩭ᗘࡢ➼≀㔝࣭⳯㨶࣭ᯝࠊඖẼᗘࡢ௒᪥ࡽ࠿࿧Ẽࡢ㸫ேࠖࡿ▱ࢆ⣲ᛶࡢᡭ┦࡛࠘ࡾ

≀୙⣧ࡢ㔠ᒓ୰ࠊࡋᐃ ࢆࢫ࢞ࡘᨺࡢ㉁≀ࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀㅮ₇ู≉ࡓࡋ㢟࡜㸫ࡿ࠿ࡣࢆ≀୙⣧ࡢ㔠ᒓࡓࡅ

ࣈࡢရ⏘≉ࡢᆅᇦࠊࢀࡉ௓⤂ࡀ➼஦౛ࡿࡍ໬್ᩘࢆࡉࡋ࿡⨾ࡸࡉ᪂㩭ࡢ≀⏘㎰ࡸࢱ࣮ࢹศᯒࡢᡂศࢫ࢞

 ࠋࡓ࠸࡚ࡅഴࢆ⪥࡟ᚰ⇕ࡣ⪅ཧຍࠊࡾ࡞࡜ㅮ₇࡞㈗㔜ࡢࡵࡓࡿᅗࢆ໬ࢻࣥࣛ

 
 ᘬࠕࠊࡁ⥆ࡁᆅᇦ⏘ᴗࡢάᛶ໬࡜ே㈈⫱ᡂࠖࠊ࡟࣐࣮ࢸࢆዉⰋᒸಟ୍Ặࠊⰼ⏣㝯⿱Ặ㸦㟷᳃┴୕ඵᆅ

ᇦ┴Ẹᒁᆅᇦ㐃ᦠ㒊㒊㛗㸧ࠊ኱㯮⿱᫂Ặ㸦ඵᡞᾮ໬ࢫ࢞ᰴᘧ఍♫♫㛗㸧ࠊ≉ูㅮ₇⪅ࡢ㜿㒊ဴஓẶࢿࣃࢆ

ᰯྠࠊ࡚ࡋ࡜ࢺࢫࣜ COC ஦ᴗ᥎㐍㈐௵⪅ࡢἑᮧ฼ὒᩍᤵྖࡢ఍࡜ࡶࡢάⓎࢃ⾜ࡀࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ࡞

 ࠋࡓࢀ

≉ูㅮ₇࠺⾜ࢆ㜿㒊ဴஓẶ ≉ูㅮ₇ࡢᵝᏊ ㅮ₇ࢆ⇕ᚰࡁ⪺࡟ධࡿ 
ཧຍ⪅ࡕࡓ 

㛤఍ᣵᣜࡿࡍࢆᒸ⏣ᰯ㛗 ᮶㈱ᣵᣜࡿࡍࢆ 
ඵᡞᕷዉⰋᒸ๪ᕷ㛗 

᮶㈱ᣵᣜࡿࡍࢆ 
⊦⫤኱Ꮫᨵ㠉᥎㐍ᐊ㛗 

「地（知）の拠点整備事業」ᴾ

ỿἕἁỼἧὉἧỻὊἻἲᴾ
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ཧຍ⪅ࠕࡣࡽ࠿ᕷ࣭┴࡜≦⌧ࡢᑗ᮶ീࡀ⌮ゎ࡛ࡓࡁ ᥀Ⓨࢆㄢ㢟ࡾ࡞࡜࣒࣮ࢳࡀᑓ㛛ᐙࡢศ㔝ࡿ࡞␗ࠕࠊࠖ

࠸ࡋḧ࡚ࡵ㐍ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ⩦実ࡃ࠸࡚ࡋゎỴࠊࡋ ࡓࡋឤ᭹࡟⩏ពࡢ⫣ᆅᇦ㈉࡞ࡁ๓ྥࡢඵᡞ㧗ᑓࠕࠊࠖ ࡞ࠖ

ᚓ࡚ࢆዲホࡣ࣒࣮࢛ࣛࣇࠊ࡝࡞ࡿࢀࡉグࡀពぢࡢᮇᚅࡢࡃከࡶ࡟ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࡢᙜ᪥ࠊࢀࡽࡏᐤࡀኌࡢ࡝

ᖥࢆ㛢ࠋࡓࡌ 

 

 

఍ሙ࡬ㄒࢺࢫࣜࢿࣃࡿࡅ࠿ࡾ㻌

ᵝᏊ㻌ࡢࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿࣃ

ཧຍ⪅㻌ࡿࡍ㉁ၥ࡬ࢺࢫࣜࢿࣃ



－ 64 －

 

 
 ᖹᡂ 28 ᖺ 11 ᭶ 23 ᪥ࡽ࠿ 27 ᪥ࠕࠊ࡚ࡅ࠿࡟㧗ᑓ㹕㹣㹣㹩ࠖࢆ㛤ദ11ࠋࡓࡋ ᭶ 23 ᪥㸦Ỉ࣭⚃㸧ඵᡞၟ

ᕤ఍㤋ࠕࠊ࡚࠸࠾࡟ඵᡞ㧗ᑓ㹁㹍㹁࣒࣮࢛ࠗࣛࣇᆅᇦάᛶ໬࡜㧗ᑓࡢᙺ๭㹼㧗ᑓᩍ⫱࡜ᆅᇦࡢ᭦ࡿ࡞㐃ᦠ

㹼࡚࠘ࠖࡵồࢆ ࣔࢢࣥࣆࢵࣙࢩࡿ࠶࡟⾤ඵᡞᕷ୰ᚰࡽ࠿᪥⩣ࠋࡓࡋ㛤ദࢆ㹁㹍㹁஦ᴗ୰㛫報告఍࡚ࡋ㢟࡜

24ࠊࡋ⛣ࢆ఍ሙ࡟࡬ࡢࡕࡣࣀ࣮ࢳ࣭࣮ࣝ ᪥㹼25 ᪥ࠊࡣ࡟⮬୺᥈✲࣮ࢱࢫ࣏ඃ⚽సရࡢᒎ♧26ࠊ ᪥㹼27
᪥ᩥ࠿࡞ࡕࡲࠕࡣ࡟໬⚍ࠖࢆ㛤ദࠋࡓࡋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
ィ࡝࡞ᕷẸ⯡୍ࡧ௻ᴗ㛵ಀ⪅ཬࠊ⪅἞య㛵ಀ⮬ࠊࡵጞࢆ⏕ᩍ⫋ဨ࣭Ꮫࠊࡣ࡛࣒࣮࢛ࠖࣛࣇ㹁㹍㹁ࠕ  106
ࡶཧຍࡢࡽ࠿ᮾி㒔ࡣࡃ㐲ࠊࡀࡓࡗ࠶࡛⪅ෆᅾఫ┴ࡓࡋ࡜୰ᚰࢆඵᡞᕷࡣࡃከࡢ⪅ཧຍࠋࡓࡋཧຍࡀྡ

 ࠋࡓ࠼ఛࡀࡉ㧗ࡢ㛵ᚰࠊࡾ࠶
 ᮏᰯ ᒸ⏣ ┈⏨ ᰯ㛗ࠊ࡜ඵᡞᕷ ᑠᯘ ┾ ᕷ㛗ࡢᣵᣜࡢᚋࠕࠊᆅ᪉๰⏕ࢥ࢚࣭ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖ࡓࡅྥ࡟

ᰴᘧ఍♫ ᆅ᪉๰⏕㈐௵⪅ ๓⏣ ுᩯࢺ࣮࣏ࢧ࣮ࣕࢳࣥ࣋ࢶ࣐࣮ࢺࠊ࡚ࡋ㢟࡜ᛶࠖ⬟ྍࡢඵᡞ࡜࣒ࢸࢫࢩ

Ặࡿࡼ࡟≉ูㅮ₇ࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ 
 ఇ᠁ࢆᣳࠊࡳ㹁㹍㹁஦ᴗ୰㛫報告ࠊ࡚ࡋ࡜㹁㹍㹁஦ᴗ᥎㐍㈐௵⪅࡛ࡿ࠶ἑᮧ ฼ὒ教ᤵより、各事業の実

施報告と௒ᚋの展ᮃについて、発⾲がなさ䜜た。そのᚋ、学⏕による地域への取り組み事౛報告として、ᑓᨷ科

⏕による䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン成果発⾲が行䜟䜜、᭱ᚋに「ᆅᇦάᛶ໬ࡢ࡬㧗ᑓᏛ⏕ࡢ㛵ࡾࢃ᪉࣮ࠖࢸࢆ

⣙ࠊࡾ࡞࡜࣮ࣛࢿࣃࡀ⏕ᙺᏛ⌧ࠊ௻ᴗࠊ἞య⮬ࠊࡣ࡛ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿࣃࡓࢀࢃ⾜࡚ࡋ࡜࣐ 40 ศ㛫

 ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀពぢ஺᥮࡞άⓎࡾΏ࡟

 

᪥ ⛬ ሙ ᡤ 内 容 

11 ᭶ 23 ᪥䠄Ỉ・⚃） ඵᡞၟᕤ会㤋 COC フォーラム 

24 ᪥䠄ᮌ）～ 

25 ᪥䠄㔠） 
䝏ー䝜は䛱のへ 

⮬୺᥈究䝫スター 

ඃ⚽సရ展示 

26 ᪥䠄ᅵ）～ 

27 ᪥䠄᪥） 
ま䛱なかᩥ化⚍ 

㛤఍ᣵᣜࡿࡍࢆᒸ⏣ᰯ㛗 ᮶㈱ᣵᣜࡿࡍࢆ 
ඵᡞᕷᑠᯘ┾ᕷ㛗 

≉別講₇を行う 

๓⏣ுᩯẶ 

᭗ݦᾦᾴᾴᾺᴾ
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� �  
� �ࠊࡓࡲ ᪥㛫࡟Ώ࡚ࡗ㛤ദᩥ࠿࡞ࡕࡲࠕࡓࢀࡉ໬⚍࡛ࠖࠊࡣᘏ࡭ ��� Ⓨࢪ࣮ࢸࢫ✀ྛࠊࡀ⪅᮶ሙࡢྡ

ࡀ๭ྜࡓࡋ⟆ᅇ࡜ࠖࡓࡋ㊊‶ࠕࡣ࡛ࢺ࣮ࢣࣥ࢔⪅᮶ሙࠊࡳࡋᴦࢆ࡝࡞ࢫ࣮ࣈయ㦂ࠊ♧ᒎࡸ⾲ ��㸣࡞࡜

ࠋࠖ࠸ࡓࡋཧຍࡓࡲࠕࠋࠖࡓࡗ࠿ࡋᴦࡶ࡚࡜ࠕࠊࡾ  ࠋࡓࢀࡽࡏᐤࡀኌࡢࡧ႐ࡢࡃከࠊ࡝࡞
  

ᑓᨷ科䜶ン䝆ニ䜰リン䜾䝕䝄䜲ン成果発⾲のᵝᏊ㻌

䝟䝛䝹䝕䜱スカッ䝅䝵ンで㆟ㄽを஺䜟す䝟䝛リスト㻌
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 社会貢献事業の୍⎔として、「ま䛱なかᩥ化⚍」を 5 年間⥅⥆して開催した。学⏕による各✀ス䝔ー䝆発⾲、教

員によるฟ๓ᤵ業の↓ᩱ体㦂䝤ース、ᩥ化㒊のసရや⮬୺᥈究䝫スターඃ⚽సရの展示など、年㱋ၥ䜟䛪ᴦ

しめる内容を実施した。୰でもዲ評を༤したのは、「䝻䝪コンឡዲ会」による䝻䝪ットの᧯⦪体㦂䝤ースや、ዪᏊ学

⏕で構成さ䜜た「䜝䜌っとፉ」によるプ䝻䜾ラ䝭ン䜾体㦂䝤ースであった。地域ᕷẸに向け、科学やᕤ学にゐ䜜る

ᶵ会をᥦ౪し、地域に貢献することができた。 

 

    
ᖹᡂ 26 ᖺᗘ ᖹᡂ 27 ᖺᗘ 

  

ᖹᡂ 28 ᖺᗘ ᖹᡂ 29 ᖺᗘ 

ᖺᗘ 㛤ദ᪥ 㛤ദ᫬㛫 ሙ ᡤ ᮶ሙ⪅ᩘ ‶㊊ᗘ 

㹆�� ����������㸦᪥㸧 ��㸸��㹼��㸸�� ඵᡞࡕࡗࡣ࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱ࣮࣏ 㸫 㸫�

㹆���
����������㸦ᅵ㸧�

����������㸦᪥㸧�

��㸸��㹼��㸸���

��㸸��㹼��㸸���
ඵᡞࡕࡗࡣ࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱ࣮࣏ 㸫 㸫�

㹆���
����������㸦ᅵ㸧�

   㹼��㸦᪥㸧�
��㸸��㹼��㸸�� ࡬ࡢࡕࡣࣀ࣮ࢳ ��� ྡ ����㸣�

㹆�� ����������㸦ᅵ㸧 ��㸸��㹼��㸸�� ඵᡞ࢔ࣆ࣮ࣛࢱࣥࢭࢢࣥࣆࢵࣙࢩ ��� ྡ ����㸣�

㹆���

���������㸦ᅵ㸧 ��㸸��㹼��㸸�� ࢻ࣮ࣟࣥࢧ㟷᳃ ��� ྡ ����㸣�

���������㸦ᅵ㸧 ��㸸��㹼��㸸�� ࡽࡃࡉ㔝ⓒ㈌ᗑ ᘯ๓ᗑ ��� ྡ ����㸣�

����������㸦ᅵ㸧 ��㸸��㹼��㸸�� ඵᡞ��9ྡ ࡕࡗࡣ࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱ࣮࣏ ����㸣�

ộẼễẦ૨҄ᅛ 



－ 67 －

Ϫ.࣒࣮࢛ࣛࣇ➼ 
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身近な物で科学実験体験㻌
スライム・人工いくら作り㻌

ヘッドマウントディスプレイを 
装着して未来的調理体験㻌

「ろぼっと娘」によるプログラミング体験

ロボットの操縦体験㻌

超伝導と磁石の不思議な関係

振動現象を学ぼう㻌

3(7 ボトルで液体信号づくり

総合デザイン部ファッショ

ンショー（左） 
合唱愛好会によるクリスマ

スソング披露（右）㻌

集合写真
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平成26年度

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2015年2᭶1㻥᪥）

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2015年3᭶2᪥）

平成26年度

－ 70 －



平成26年度 平成26年度
平成26年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2015年3᭶14᪥）

－ 71 －



平成27年度

－ 72 －

平成27年度

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2015年4᭶3᪥）

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2015年10᭶2᪥）



平成27年度 平成27年度

－ 73 －

平成27年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2015年11᭶12᪥）

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2015年12᭶20᪥）

平成27年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2015年11᭶12᪥）

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2015年12᭶20᪥）



平成2㻤年度

－ 74 －

平成2㻤年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2016年5᭶16᪥）

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2016年11᭶25᪥）

平成2㻤年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2016年5᭶16᪥）

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2016年11᭶25᪥）



平成2㻤年度 平成2㻤年度平成2㻤年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2017年2᭶17᪥）

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2016年12᭶2᪥）

－ 75 －



平成2㻥年度平成2㻥年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2017年7᭶17᪥）

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄2017年㻤᭶13᪥）
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平成2㻥年度 平成2㻥年度平成2㻥年度

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2017年㻤᭶15᪥）

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2017年12᭶20᪥）

－ 77 －

平成2㻥年度

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2017年㻤᭶15᪥）

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄2017年12᭶20᪥）



平成2㻥年度平成2㻥年度

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄201㻤年2᭶1᪥）
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平成2㻥年度
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平成30年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄201㻤年7᭶7᪥）

ᮾዟ᪥報社ᥦ౪䠄201㻤年6᭶2᪥） Ἑ໭᪂報社ᥦ౪䠄201㻤年6᭶22᪥）

平成30年度



平成30年度平成30年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄201㻤年㻤᭶7᪥）

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄201㻤年㻤᭶26᪥）
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平成30年度 平成30年度

－ 81 －

平成30年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄201㻤年10᭶30᪥）

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄201㻤年㻤᭶31᪥）

平成30年度

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄201㻤年10᭶30᪥）

䝕ーリーᮾ໭᪂⪺社ᥦ౪䠄201㻤年㻤᭶31᪥）








